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　金銀、魔道具、叡えい智ち。地上では手に入れられない宝の数々を秘めている閉鎖空間。ダンジョン。

　誰も最奥まで到達したことのないその未開の地は、人々を興味という見えない力で引き寄せる。

　夢や希望、はたまた欲望や打算など、大小、公私を問わない様々な理由で冒険者達たちはダンジョンに挑まんとする。

　そのような無数のダンジョン攻略を目もく論ろむ冒険者達の中で、最も偉業に近いとされているパーティーの一つが俺の所属する『到達する者アライバーズ』だ。

　しかし、当のパーティーは現在深刻な問題を抱えていた。

　パーティーメンバーの意見が二分して、対立が起きてしまっているのだ。

　ある一人の女性を巡って。

　その一人の女性というのは、現在俺の真横に立ち、腕に手を回して麗しげな表情を浮かべているロズリア・ミンクゴットであった。

「ねえ、わたくしがパーティーに加わっても構わないですよね？　ノートくん？」

　密着する彼女の濃い藍色の髪は俺の頰を撫なでてくすぐったいし、それに何より肘を包み込む胸の感触に口元を緩めそうになる。

　――いや、騙だまされるな、俺。

　意識をしっかり保とうと首を振る。

「とりあえず離れよっか。じゃないと話が進まないし」

　このロズリアという女性をパーティーに入れるかどうかで、『到達する者アライバーズ』は揉もめている最中なのだ。

　彼女の色香に惑わされて鼻の下を伸ばしている場合じゃない。

　一応断っておくが、彼女の実力が足りないから、パーティーに入れるかどうかを揉めているわけではない。

【聖剣の導き手】という最強クラスのスキルを保有する彼女の力量は、間近で目撃した俺を震え上がらせるほど信用に足るものだ。

　では、何がいけないのかというと、彼女の性格というか性質による。

「嫌ですよ。ノートくんがＯＫしてくれるまで離れません」

「俺がＯＫしないんじゃなくて、ロズリアがそういう態度取っているから他のやつらが反対しているの！」

　なんというか……ぶりっ子？　違うな。男タラシっていうの？

　男を誘惑して破滅に導く、小悪魔的な性質なのだ。

　関わったパーティーを男女関係のもつれによって必ず壊すといういわくつきの要注意人物。

　それがかわいらしい見た目をした彼女の本性である。

　さらに不幸なことに、俺は彼女の現在のターゲットに選ばれてしまったようだ。

　以前、彼女を騙したり、山賊達と無理やり戦わせたりと散々恨みを買う行為をしたからなのだろう。

　俺はロズリアに謎の猛アピールをされている最中だった。

　彼女は自分がいるからパーティーに入ると言って聞かない状態にある。

　別に俺としてはロズリアの加入に反対していない。

　もちろん、彼女の豊満な胸の感触に気持ちがなびいているからではない。

　ロズリアが本当に自分のことを好いているとは微み塵じんも思っていないし、おそらく、俺になんらかの復ふく讐しゆうを企てているのだと踏んでいる。

　だけど、それを差し引いても、彼女の実力には目を見張るものがあるし、このパーティーに加えた場合のメリットが多いと判断していた。

　だけど、パーティーには俺と同じような考えを持つ人ばかりがいるわけではない。

　ロズリア加入反対派筆頭、銀髪ツインテール女魔導士のエリンが勢いよく手を上げる。

「こんなトラブルメーカー入れるなんて有り得ない！　絶対になしよ！」

　彼女は思ったことをあけすけに言うタイプの女の子である。

　口調がキツイので、度々諍いさかいが起こることもあるが、根は良い少女だ。

「ノートも何だらっと情けない顔でにやついちゃってるのよ」

　前言撤回。ただ性格がキツイだけのムカつく少女である。

「ネ、ネメも反対です……」

　おずおずとか細い声をあげてきたのは、うちのパーティーの神官、ネメ・パージンである。身長が俺の鳩尾みぞおちほどしかない彼女はとても幼く見えるが、これでも22歳。立派な年上のお姉さんだ。

　以上が反対派の二名。うちのパーティーの女性陣であった。

　対して賛成派筆頭はこの男。

「いや、ロズリアちゃんは絶対に入るべきだ！　普通、こんなかわいい女の子入れないわけないだろ!?」

　欲望に忠実という言葉がぴったりな男、フォース・グランズ。『到達する者アライバーズ』のリーダーである。

　こう威勢のいい発言をしてはいるが、彼はロズリアに騙されたことのある被害者でもある。

　この前振られたばっかりのはずなのに、怖おじ気けづかない彼の態度に呆あきれを通り越して尊敬まで覚えている最中だ。

「実力は確かだと思うし、入れていいかと……」

　かく言う俺も賛成派の立場を採らせてもらっている。

　別にフォースみたいに下心とかないからね……本当に……。

　そんな心のうちの弁明など届かず、女性陣二人は冷たい視線を送ってくる。

　どうやら彼女たちは、俺とフォースがロズリアに絆ほだされていると勘ぐっているらしい。

「ジンはどうなのよ！」

　エリンが、残り一人のパーティーメンバーである青年に尋ねる。

　彼の名前はジン。路頭に迷っていた俺を『到達する者アライバーズ』に誘ってくれた張本人であり、冒険者としてのノウハウを教えてくれる頼もしい恩人だ。

「どっちでもいいかな。みんなの意見に任せるよ」

　彼は先ほどから中立の立場を採って、賛成派、反対派両方からの追及を避けていた。

　こういう時のどっちでもいいってズルいよな……。

「はい！　わたくしは賛成なので、三対二でわたくしの加入が決まりましたね！　ぱちぱちー」

　自分で効果音をつけながら拍手をするロズリア。フォースもちゃっかり拍手に加わっていた。

　というか、俺達のパーティーの決め事に自分の票を入れんなよ……。まだロズリアは部外者なんだから……。

　へらへらとマイペースな振る舞いを見せるロズリアに、エリンの我慢は限界なようであった。

　こめかみに青筋を立てて睨にらんでいる。

　流石さすがにこのままではまずいと思ったのか、ジンが割って入っていった。

「まあまあ、落ち着いてみんな。それじゃあ、一日だけロズリアをお試しで加入させてみるってのはどうかな？　それでダンジョンに潜って様子を見てみようよ」

　ヒートアップしていない彼ならではの意見であったからか、この提案にエリンも渋々乗ることにしたようだ。

　ツインテールの少女は怒りの矛を収めて引き下がった。

　やっぱ中立派って重要だよな、って改めて感じた瞬間だった。

　一瞬、ズルいとか思っちゃってすみませんでした。







「久しぶりのダンジョンですが、悪くない雰囲気ですね！」

　両手を開き、深呼吸をしながら吞のん気きな発言をしているロズリアにエリンは少し機嫌を悪くしたようだ。

　むっとした顔を浮かべながら悪態をつく。

「あなたがいなかったら雰囲気ももっといいんでしょうけどね」

「どうしたのですか？　そんなにカリカリしちゃって。エリンさんももう少し、この綺き麗れいな空気に心を落ち着かせたらどうです？」

「あ、あなたね……」

　エリンの嫌味をものともせず、ロズリアは自分のペースを貫き続けていた。

　その姿に何を言っても無駄だと悟ったのか、口の悪い魔導士は押し黙ることを選んだようだ。

　ロズリアって本当、肝が据わっているよな……。

　疎まれているとわかっているはずなのに、このパーティーに入ろうとしているわけだし。

　俺達の現在の状況はというと、ピュリフのダンジョンの２階層まで来ているところだ。

　どうやらロズリアは街の男冒険者達を引き連れて４階層までは訪れたことがあるらしい。

　そうなるとこの六人の中で一番ダンジョンの進度が低いのは俺だ。

　パーティー加入初日に、フォースらに連れられて１階層を突破したきりである。

　ダンジョンは、訪れたことのある階層には転移結晶によってワープできるが、未踏階層にはワープは行えない。

　ということで、パーティーは俺の進度に合わせて進むしかなく、こうして現在２階層に来ているわけだ。

　２階層は薄暗い洞窟様の１階層と打って変わって、緑が深い樹海であった。

　ロズリアが悪くない雰囲気というのも無理はない。

　巨大な木々達が所狭しと佇たたずみ、人間のちっぽけさを強調している。湿っていて、踏んでも足音が立たない腐葉土は俺達を自然に誘いざなうような感慨さえ想起させる。頰を微かすかに濡ぬらす生暖かい霧は、俺達を包み込んでいた。

「それにしてもちゃんとした鎧よろいとか持っていたんだ……」

　ロズリアの見慣れない鎧姿に感心の言葉を寄せる。

　俺が見たことのある服装はデート時の私服姿か最初に出会った時の神官服である。

　彼女はこのピュリフの街ではネメと同じ神官として冒険者をやっていたらしく、現在彼女が立候補している聖騎士の戦闘職バトルスタイル姿を見るのは初めてのことであった。

　彼女が聖騎士をやるという言い分には少しの不安はあったが、その凜り々りしい姿を見ているとその考えは間違えだったと思ってしまう。

　どこからどう見ても、彼女は立派な聖騎士そのものだ。

「お金だけは余裕があったんですよ。この街の冒険者さん達はたくさんプレゼントしてくださりますし」

　それ貢がせてるだけじゃん！　一瞬でも感心しちゃった自分が馬鹿みたいだったわ！

　よくよく見てみると鎧には傷一つついていなかった。新品なのだろう。

　彼女はこのパーティーに入るためにわざわざ高価な鎧を新調したようだった。

「ロズリアちゃん！　オレもプレゼントしたよね？　覚えてる？　あの高い杖つえ？　大事にしてる？」

　フォースが思い立ったように口を挟んでくる。

　確かにそんな話もあったな……。

　懐かしんでいる俺を余よ所そにロズリアはフォースを一蹴した。

「えっ、売っちゃいましたよ。この鎧買うために……」

「噓うそだろ……あれ高かったんだよ……」

「噓じゃないですよ。ノートくんと冒険するために売っちゃいました！」

　こればかりはフォースが気の毒なようにも思える。自業自得な感じもあるけど……。

　っていうか、全部俺のせいみたいな言い方をしないでくれ、ロズリア。フォースが憎しみに満ちた目でこっちを睨んできているから……。

「ほら、ふざけてないで。モンスターが来ましたよ。三体ですかね？　まだ遠くで見えないですが、正面から飛んできています」

　都合の良いタイミングでモンスターが《索敵》に引っかかってくれた。

　これでフォースの意識が逸それてくれるだろう。

「ロズリア、私達たちのパーティーに入りたいんだったら、それくらい一人で倒せて当然でしょ？　手伝わないから一人でやりなさい」

　今、辛辣な言葉を投げかけたのはエリンであった。

　彼女の言うことにも一理ある。今回の探索はロズリアの実力を測りに来たのだ。

　エリン達に彼女の強さを見せつけなくては意味がない。

　だけど、命があってこそのものなのでジンもフォローを入れる。

「難しそうなら、もちろん手を貸すからね」

　だけど、その優しい提案にロズリアは首を横に振る。

「大丈夫です。エリンさんは普段通り、ぽけーっと眺めているだけで構いませんよ！」

「なんで私が普段ぽけーっと眺めている前提なのよ……」

　エリンの文句はどこへやら。言葉を聞き終えずして、ロズリアはモンスターが来るであろう方向へ向き直った。

「普段の私ってそんなにぽけーっとしている……？」

　えーと、エリン。わざわざ小声で確認してこなくても大丈夫だから……。

　何かエリンをフォローしようかと思ったが、モンスターが交戦寸前まで迫ってきていたのでやめにした。

　前を向くと同時に、木々の隙間からモンスターが現れる。

　見たことのない種類のモンスターだ。形は蜘く蛛もに似ているのだろうか？

　だけどあれは蜘蛛じゃない。蜘蛛はあんな風に薄い翅はねを羽ばたかせて飛ぶことはないだろう。

　飛行する昆虫達にもう一つ特徴的な点があるとすれば、彼らが抱えている黒い球体だ。

　彼らは八本の腕で大事そうにそれを抱えながら飛んでいる。

　そのまま襲いかかってくるのかと身構えていたが、昆虫達はそのまま俺達の頭上を通り過ぎようとする。

　しかし、気を抜く俺を咎とがめるかのように彼らは球体を落としてきた。

「《不落城壁》ッ！」

　ロズリアが叫ぶと、六人を取り囲むように光の城壁が現れる。おそらく彼女が唱えたスペルだ。

　その直後、俺達を襲ったのは爆風――いや、爆風が広がる光景であった。

　その段階でようやく、昆虫達が落下させた球体からの爆発をロズリアが防いだのだと理解した。

　爆発によって辺りの樹木はなぎ倒され、光り輝く城壁の周辺は更地になっている場所もある。

　なんという威力だ。これがダンジョンのモンスター……。

　並の冒険者なら一撃で屠ほふれるほどの攻撃である。地上のモンスターとはレベルが違う。

　更に驚くべきはそれを防いだロズリアだ。

　すぐさま攻撃の態勢に移っている彼女もまた並の冒険者ではない証拠だ。

「《光剣――」

　ロズリアの周囲に昆虫達と同じ数だけの剣が現れる。

　聖剣とはまた違う――ただのスペルで象かたどられた光の剣。

「――射出》！」

　その掛け声とともに、昆虫達に三本の線が伸びた。それは既に通り去った光の剣の軌跡。

　昆虫達は貫かれると同時に、生命としての機能を失い、地へ落ちていった。

　張り巡らした《索敵》によっても、目に映る光景からも、もう死んでいるのは明らかだった。

「どうでしたか？　わたくしの戦いぶり？　これで加入できますか？」

「俺に訊きいても意味ないでしょ……。ロズリアが強いのは知ってるし……。それより反対しているエリンとかに訊いたら？」

　エリンに目を向けると、彼女は気まずそうに目を逸らした。

「ぽけーっとしていたせいで何もわからなかったわ」

　なんだよ、その負け惜しみ……。ぽけーっとしてる設定ここで使うんだ……。







「それじゃあ、わたくしの『到達する者アライバーズ』加入は決定ということでいいですよね！」

　２階層の攻略を経て、結局反対派の面々も渋々ロズリアの加入を認める運びとなった。

　そもそも、『到達する者アライバーズ』にとって新メンバーを見つけることは必須だった。

　前衛が足りていない現状ではダンジョン攻略を進めるのは難しい。

　誰かの加入は必須であり、実力的にもポジション的にもロズリアが欲しい人材像に合致していた。

　しかし、彼女にまつわる議論の中心はトラブルを呼び起こしそうな性格についてである。

　最後まで反対していたエリンが悔しそうに口を開いた。

「いくら私達があなたの加入を認めたからって、問題を起こすようなら即脱退させるわよ」

「問題ってなんでしょう……？」

　不思議そうに首を傾かしげながら、俺の手を摑つかんでくる。

「それ！　そういうところよ！」

「それとは……？」

「あなた絶対わかっててやってるでしょ！　男を誑たぶらかして、とっかえひっかえするところよ！」

「大丈夫です！　わたくしはノートくん一筋ですから」

「またまたー、冗談言っちゃってー」

　ロズリアの言葉に反応してきたのはフォースだ。

　彼は笑いながら彼女の肩に手を置こうとするも――。

「すみません。お触りは禁止です。フォースくんに近づくことは約束に違反しますし、そもそも恋愛対象ではないです。ごめんなさい」

　ロズリアに手を弾はじかれて、フォースは驚きを隠せないようだった。愕がく然ぜんとした表情を見せている。

　肩を落とした彼の姿に思わず、爽快感と優越感を覚える。

　ざまあみろって言ってやりたい気分だ。

　フォースには散々迷惑をかけられた。

　パーティーを抜ける云うん々ぬんはもちろんのこと、自分にいい感じの女ができたとわかった途端、手のひら返しで嘲あざ笑わらわれたりもした。

　これくらいの報いは受けるべきだろう。

　ロズリアがなんの意図があって俺に近づこうとしているのかは未いまだに不明だが、この気持ち良さの前ではそのような懸念はどうでもよく感じてしまう。

　俺の漏れ出たドヤ顔に辟へき易えきしたのか、エリンは頭痛でも襲ってきたかのように頭に手を当てていた。

「もう……勝手にしてなさい……」

「ノートくん！　勝手にしていい許可もらえましたよ！　お言葉に甘えて勝手にしましょう！　疲れたのでマッサージでもしてくれませんか？　できればノートくんの部屋で……」

「待って！　やっぱり勝手にするのはなし！　そんないかがわしいこと、この家でさせるわけないでしょ！」

「はて……マッサージのどこがいかがわしいのでしょう……」

　首を傾げ、純情そうな瞳をエリンに向けるロズリア。

　この表情、確信犯だ。わざと目の前の怒りに染まる少女をからかっている。

「やかましいわよ！　このビッチ！　何、私が真のエロ女みたいに思われるよう誘導してるのよ！」

「えっと……わたくし……処女ですけど……。男の人とエッチもキスもしたことないですし……ビッチではないかと……」

「は!?」

　思わず声が出てしまった。

　この状況で、誰にでもわかるような超ド級の噓を放ってくるとは……。

　驚きの声をあげちゃったことが恥ずかしくなって辺りを見回したが、俺以外の人も同じように声を出してしまったようだ。

　皆、口を開けたり押さえたりしていた。

「わたくしは敬けい虔けんなセシナ教徒ですよ。そのような自分が結婚する気もない男の人とそういう行為をするわけがないでしょう。ネメさんならわかりますよね？」

　同じセシナ教徒であるというネメは気の進まなそうに頷うなずいた。

「もしかしたらロズリアの言っていることは本当かもしれないです……」

「えっと……ネメ……。セシナ教って結婚する相手と以外だったらそういうことしちゃいけないの？」

　エリンの問いに、ネメは「そうです！」と大きく頷いた。

　しかし、問いかけた本人は訝いぶかしむような目をネメに向けていた。

「ということは『ネメは大人な女性なので恋愛経験豊富なのです！　例えば――』って昔語ってきた、あやふやで辻つじ褄つまがあってないエピソードはやっぱり捏ねつ造ぞうだったのね」

「うぐっ」

　汗を噴き出しながら、目を泳がせるネメ。

　これは恥ずかしいな……。聞いてるこっちまで辛つらくなってくるパターンのやつだ。

「何が、『ネメがエリンくらいの歳としの時はモテモテだったです。たくさんワンナイトラブもしましたし、エリンもそういう経験をした方がいいです！』よ！　あんなに上からの目線で語ってきたのに、噓うそだったら承知しないわよ！」

　やめてあげて！　もうオーバーキルだから！

　ネメの心は既に折れているようだ。

　恥とかそういう感情の概念を捨てた、無の境地の瞳で応える。

「全部作り話です。ごめんなさいです」

　誰もがいたたまれなくなって目を逸らす。

　彼女もまたロズリアの被害者の一人なのかもしれない。

　って違うか。完全に自分で蒔まいた種だわ、これ……。

「ネメさんの件はともかくですね、これでわたくしが処女だと証明されたわけですね」

　この空気はまずいと思ったのか、ロズリアが助け舟を出してくれた。

「まあ……」

　この状況だし、エリンも認めるしかなかったようだ。

「ビッチとか言ってごめんなさい」

「いいですよ、別に。あっ、でも、ノートくんにならわたくしの初めてを……」

　えっ……本当に!?

　ロズリアの口車に乗りそうなところをエリンに見み咎とがめられる。

「何、騙だまされそうになっているのよ……」

「だ、騙されそうになってないし……」

　完全な噓である。はい、正直に言うと騙されそうになりました。

「ほら、こいつを入れるとろくなことにならないわよ。もう、あれね。これから『到達する者アライバーズ』ではパーティー内恋愛とか禁止ね。もちろん、この女とのエッチも禁止だから」

　明らかに俺へと強調するように、言ってくるエリンであった。

　どれだけ俺への信用がないんだよ……。流されそうになった俺も悪いけどさ。

「おい、待ってくれ！」

　今度はフォースの番だった。彼は空に手のひらを突き出し、待ったをかける。

「パーティー内恋愛禁止はないだろ！　そうしたら、オレと、ロズリアちゃんは付き合えないだろ！」

「そもそもその可能性自体がないですね」

　さらっと残酷な宣言をするロズリア。

　容赦ない言葉にフォースは崩れ落ちた。

　なんなんだ、この状況……。

　ジンに事態の収拾を目線で求めるも、首を振って断られた。

　俺はロズリアをパーティーに入れたことに関して、少しだけ後悔していた。
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「今日から新しい盗賊アーツについて教えようか」

　２階層を突破した翌日。ジンが修業をつけてくれるとのことで、なんの変哲もない街の外の空き地に呼び出された俺は、開口一番にそう告げられた。

「新しいアーツですか!?」

　その言葉に少しだけ胸が躍る。

「まあね。ノート君の《索敵》と《罠わな探知》と《罠解除》はもう充分なほど上達しているし、そろそろ他のアーツに手をつけた方がいいかなって判断したんだ」

「本当ですか！　ありがとうございます！」

　ジンに認められたことと次のステップに進めることが嬉うれしくて、自分でも驚くくらい大きい声が出てしまった。

　頭を下げる俺をジンは微笑ほほえみながら眺めていた。

「それで新しい盗賊アーツっていうのは何になるんですか？」

「これからノート君に身につけてもらうのは《隠おん密みつ》と回避系アーツになるね」

「《隠密》と回避系？」
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　俺が繰り返した言葉をジンは首肯し、話を続けた。

「まず最初に《隠密》の方から説明するね。このアーツはモンスターから狙われにくくなるアーツなんだ。ノート君が《隠密》を習得してくれると、ボクらはノート君をモンスターの脅威から守るのに戦力を割かなくてすむようになるというわけだ」

「確かに便利なそうなアーツですね」

《隠密》を身につければ、戦闘面でお荷物な自分の存在が足を引っ張らなくなるかもしれない。

　是非とも習得したいと思えるアーツであった。

「それで回避系アーツっていうのは文字通り、攻撃とかを避けるアーツってことでいいんですよね？」

「そうだね。回避系アーツっていうのは、そういうアーツの総称のことだね。ノート君にはその中の何種類かをマスターして欲しいかな」

「《隠密》が便利なのはわかりますけど、それともう一つがどうして回避系アーツなんです？」

「まずは命を落とさない技術を優先して欲しいからかな。生きていてこそのダンジョン攻略だからね。《隠密》で完璧にモンスターからの気配が消せなかった時や、流れ弾が飛んできた時、ノート君に対処できるようになって欲しいんだ。それと戦闘技術を教える下準備にもなるし」

　――戦闘技術。

　思わずその言葉に反応して、肩がぴくっと上がってしまった。

『到達する者アライバーズ』に入った時、いや冒険者を志した時から、誰もが憧れるような強くてかっこいい冒険者になりたかった。

　今の自分がそれとは程遠いと自覚しているけれど、その夢が消えたかといえば噓になる。

　現実を知れば夢は色あせていくけれど、決してなかったことにはならない。

『到達する者アライバーズ』のみんなに恩返しをしたい。それがもちろん今の俺の一番の気持ちだ。

　そのためだったら夢を捨てて、パーティーの裏方に徹する覚悟だってある。

　でも、俺が歩んできた道は夢から遠ざかっていたものじゃなかった。着実に夢へのステップを進んでいたのだ。

　それが嬉しかった。

「それじゃあ、とりあえず今日は《隠密》について教えるね。このアーツの特徴は自身だけでなく触れた対象の気配まで消せることにあるんだ。服や武器はもちろんのこと、人間一人くらいまでだったら気配は消せるね。その特徴を使って、ボクは今からノート君の気配を消そうと思う。それでノート君は気配を消すという感覚を覚えて、その真ま似ねをして欲しいんだ」

「感覚を真似するって難しそうですね……」

「そうでもないんじゃないかな？　伝聞や見て学ぶより遥はるかに簡単だし、《索敵》なんかよりも楽に習得できると思うよ」

　と言いながら、ジンは肩に手を乗せてきた。

「いくね――」

　――途端、俺は世界から取り残された。

　自分の存在が希薄になっているのがわかる。周囲に広がる風景と自己が乖かい離りしている。

　まるで自分がこの世界の住人でないような疎外感さえ覚える。

　俺は実は死んでいて、その魂だけが取り残されている。

　今までの記憶は全部まやかしで、この孤独こそが真実だったんだと、そう思えた。

「はい、解除」

　その言葉で俺ははっと我に返った。

　忘れていた呼吸を取り戻すように繰り返し、気持ちを落ち着かせる。

「これが《隠密》の感覚――」

「何か摑つかめたかな？　まあ、もしこの感覚を忘れても、言ってくれれば何度でも教えるから安心してね」

「わかりました……」

　ジンはフォローを入れてくれたが、俺にはこの衝撃的な感覚が忘れられるようには思えなかった。





＊






　ロズリアがパーティーに加入したことで、『到達する者アライバーズ』は本格的にダンジョン攻略を再開することにした。

　俺のアーツ練習はダンジョン探索と同時並行で行われるようだ。

　初めて《隠密》を習った日の翌日は３階層突破に費やし、俺の回避系アーツを鍛えてもらうのはその次の日からとなった。

「指示通り昨日は、ボクが回避アーツを使うところを見てくれたかな？」

「はい。速すぎて目で追えなかったですけど、一応は……」

　昨日の探索では主にジンが戦うことになっていた。理由としては俺に回避アーツとはどんなものか、実際に見て欲しかったからだそうだ。

　初心者の俺にもわかりやすいように、大げさにアーツを使っているらしかったが、俺には何がなんだかちんぷんかんぷんだった。

　何種類のアーツを使用したのかも、どうやって身体からだを動かしていたのかも皆目見当つかなかった。

　だから、これから丁寧に教えてくれるのかと思っていたが――。

「それじゃあ、今からボクがノート君を攻撃するから、それを見よう見まねで躱かわす。いいね？」

　世の中はそんなに甘くなかった。

　全然良くない……。無茶ぶりにも程がある……。

「無謀じゃないですか、その練習方法……。もっと効率の良いやり方があるような……」

「ボク的にはこの方法が一番だと思うけどね……。回避系アーツっていうのは戦闘の中である程度自然と身につくものなんだ。戦いながら回避の技術やセンスを身体に馴な染じませていくしかないんだよ」

「それはわかりましたけど、ジンさん相手っていうのは……。正直、躱せる気配がしないですし……」

「だからと言って、ダンジョンのモンスターと戦わせるわけにもいかないしね」

「そうですね……」

　確かに俺がダンジョンのモンスターと戦ったら、一撃で即死すること間違いなしだ。

　ジンが相手だったら、いくら躱すのを失敗しても命に関わることはないだろう。

　その点では安心できるが、どう考えてもジンの攻撃を避ける方がダンジョンのモンスターの攻撃を躱すより難しそうに思えた。

　いきなりハードモードすぎる……。

　まあ、ジンもそこら辺は考慮して手加減してくれるのだろう。

　提案を了承し、向かい合って離れることとなった。

　これからジンが攻撃してくるのを、俺が避けるという手合わせが始まる。

「じゃあ、始めるよ」

　ジンの言葉に頷うなずきで返す。開戦の合図だ。

　俺は正面にいる彼の一挙手一投足を見逃さないように目を細める。

「――《絶影》」

　――えっ？

　彼の口元が動いたのを確認した次の瞬間には、俺は宙を舞っていた。

　意味がわからない。

　地面に叩たたきつけられてようやく、自分が投げられたんだと気がついた。

　何秒間か呆ぼう然ぜんとした後、背中を打った痛みが襲ってきて、考える力を取り戻した。

　とりあえず、思ったことを口にする。

「いきなり全力はずるくないですか？」

「なんのことかな？」

　ジンはわざとらしく手を上げた。

「ダンジョン内ではモンスターは手加減してくれないよ。だから、ボクも本気を出すのが当然なんじゃないかな？」

　確かに正論だけども……。なんか釈然としないものがある。

　怒りというか、悔しさというか、自分の中でこんなにも負けず嫌いな感情が湧き起こるとは思わなかった。

　いいだろう。そっちがそう来るなら、俺も死ぬ気で避けてやる。

　俺の使える技術を総動員して、どんな手を使ってでも避けてやる。

　心の中でジンへ啖たん呵かを切る。

　ジンに勝てないだろうという常識は既に頭の中から捨てていた。

　本気だ。本気でやる。本気でジンに勝つ。

　先程の無防備な体勢とは打って変わって、腰元に差してあったダガーナイフを抜き取る。先日、エリンに買ってもらったものだ。それを右手に構え、臨戦態勢を取る。

　俺の真剣な表情に対して、ジンは余裕そうに口角を持ち上げていた。

「いいね、やっぱりノート君には伸びしろがあると思うよ。そうだ、回避に専念するにも、武器は構えなくちゃ話にならない。まるっきり逃げ腰じゃ、相手の攻撃の的になるだけだからね」

　理屈や理論はもういらない。ジンの御託はほとんど頭に入ってこないし、とっとと始めたい一心だった。

　視線から、俺の考えていることが彼にも伝わったようだ。応えるような頷きが返ってくる。

「――《絶影》」

　黒き影が目の前を過よぎって迫っていた。







　意識を変えるだけで強くなったら誰も苦労はしない。

　大切な教訓を得た一日であった。

　15戦０勝。これが今日の戦績だ。

　勝つどころか、ジンの攻撃を一発も避けられなかった俺は、15戦目で彼の一撃に意識を沈められ、目を覚ましたらパーティーハウスにいたという有り様だった。

　どうやら気を失っていたうちに、ネメが回復スペルを使ってくれたようだ。

　戦いの最中に感じていた節々の痛みは、最初から存在しなかったかのように引いていた。

　ひとまず感謝の言葉を述べると、

「どうです？　感謝して欲しいです！」

　と腰に手を当ててドヤ顔で返してきたので、少しだけイラッときた。

　なんやかんやネメを振り回して（物理的に）、リビングを後にする。

　そして、そのままの足でジンの部屋に向かった。

　修業をつけてくれたことへの感謝を述べるのと、振り返りをするためである。

「――で、どうでした？　今日の進捗状況は……？」

「うーん……。なんとも言えないよね、初日だし……」

　ジンは頷きながら「でも、悪くはないと思うよ」と付け加えた。

　悪くはない――ね。

　俺から見たら、今日の修業で自分の良いところなんて一つも見つからなかった。

　彼は俺に気を遣って、優しい表現を用いてくれているのだろう。申し訳なさすら感じる。

　それからいくつかジンにアドバイスをもらい、部屋を立ち去った。

　ジンのアドバイスはどれもあやふやで抽象的な表現が多い。

《索敵》の訓練時から、同じような特徴は見られたが、それはジンが教えるのが下手だからなのか、それともアーツを教えるってこと自体がそういうものなのか、俺には判断ができなかった。

　だが、過去に受けたアドバイスはどれも、自分がある程度技術を身につけて振り返ってみると、そこでようやく意味が理解できるようなものばっかりだった。

　アドバイスが的外れなものではないという証拠だ。

　ただ、ジンは天才肌というか、俺みたいな凡人とはアーツを身につけるプロセスが違うのかな、という気もする。

　彼のアドバイスは俺にとって役立つこともあれば、全く役立たないこともあるということだ。

　それから、何度も地面に叩きつけられた身体の汚れを落とすために、お風呂に入ることにした。

　シャワーを浴びて、浴槽に浸つかった後、今日の修業を振り返る。

　今、俺にできることと言ったら、ジンとの戦闘のイメージトレーニングをすることだけだ。

　それがどれだけ役に立つかは知らないけど、やらないよりかマシだろう。

　何十回、何百回と想像上で戦い、負け続ける。それでも、良さそうだなと思った手は明日試してみよう。

　それと今の俺にできるのは《隠おん密みつ》の練習くらいか。

　こちらは相手や状況を選ばず、一人勝手に鍛錬できるタイプのアーツである。

《索敵》とかと似たような部類だろう。俺としてはそういうアーツの練習の方が好きだった。

　今度から隙を見て、《隠密》を練習していこう。大事なのはどれだけそのアーツの練習に時間を費やしたかだ。

　今まで学んだ三つのアーツも突き詰めれば、そういう類のものだった。

　先日の自己の存在を世界から抹消する感覚を思い出しながら、湯船に身体を沈めていった。
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　目の前に広がるのは一面の青。際限ない青空と広大な海の境界線はどこかあやふやだ。

　潮の香りが鼻孔をくすぐり、上空を照る太陽が、自分が現在ダンジョンに足を踏み入れていることを忘れさせる。

　そう、ここはダンジョンの中。それもピュリフのダンジョン４階層であった。

　この階層の空は、ダンジョン内にもかかわらず本物の空と遜色がない。太陽だって浮かび上がっているし、果てがあるようにも思えなかった。

　海だって、水平線が遥はるか彼方かなたに確認できるし、うっすらと島々だって存在していた。

　まるで本物の海のようだ。とか言いつつ、実際に海を見たことなんてないんだけど……。

　話によると、この階層は海に点在する島々を中継して進んでいくことで、５階層への扉へたどり着けるらしい。

　その点だけを見ても今まで経験した階層とは毛色が違うことがわかると思うが、この階層にはもう一つの特筆すべき点があった。

　それが今いる、転移結晶が置かれたスタート地点の島。通称『ピュリフビーチ』にあった。

　転移結晶の周りというものはどの階層においても結界が張ってあり、中にモンスターが入ってこないような仕組みになっているらしい。

　４階層も例に漏れずそうなのだが、結界の大きさが他の階層に比べ格段に大きいそうだ。

　島一個分を包み込むほどの大きさなのだそう。

　よってこの砂浜は完全な安全地帯となっており、ピュリフの街の観光地にもなっていた。

　水着姿の人がそこらじゅうで遊んでいる。

　もちろんこのビーチに誰しもが来れるわけではない。

　４階層まで到達できる力量のある冒険者や、そういう冒険者に１階層からの道のりを同行させてもらった者に限られる。

　一度４階層にたどり着ければ、後は転移結晶で簡単にワープすることができるため、何度でも訪れられる。

　ピュリフの街ではそのような同伴サービスもビジネスとして成り立っているほどだ。

「あんまり浮かない顔をしてるね……」

「ええ……まあ……」

　声のもとへと目を向けると、黒の海パン姿に引き締まった身体からだをしたジンの姿が視界に映った。

　彼の鍛え上げられた肉体は流石さすが、一流冒険者といったところだ。俺の身体とは構造がまるで違う。

　自分の胸や腕に目を落としつつ、思っていたことを口にした。

「こんなところで遊んでいる場合じゃないと思うんですけど……」

　現在、俺達たち、『到達する者アライバーズ』もまた海水浴をしにピュリフビーチを訪れていたのであった。

　正直、俺としてはこの予定に納得していない。

　遊んでなんかいないで、いち早くダンジョンを攻略すべきなんじゃないのかと考えていた。

　まあ、異議を唱える俺も、ジンと同じく海パン姿なのだから説得力はない。

　そもそも、どうしてこんな状況になったかというと――。

「ここは男達の楽園！　水着姿の美女が集まる宝石箱！　ダンジョン冒険者続けてて良かったっー！」

　砂浜を飛び跳ねてはしゃぐ男。発案者であるフォースのせいであった。

　元々、『到達する者アライバーズ』の当面の目標は、このパーティーの最高到達階層である15階層まで、俺とロズリアを連れていくことだった。

　ダンジョンは今までの研究によって30階層まであるとされ、パーティーの進度である15階層はちょうど半分ということになる。

　これは、この街にいるダンジョン攻略専門パーティーの中で到達階層が少ないというわけでなく、むしろ逆。トップクラスの進み具合であった。

　そもそも、この国に現存するパーティーでは19階層から先に進んだものはおらず、過去の記録も合わせると人類の最高到達階層は25階層なことが判明している。

　そのような中での15階層という記録。先に進めば進むほど難易度が跳ね上がるダンジョンにおいて、完全制覇までの道のりが果てしないことを意味していた。

　だから、こんなところで悠長に時間を食いつぶしている余裕などないはずなのだが……。

　俺が冒険者として使い物になるまで、育成とパーティーメンバー探しに時間を取られてしまったこともあるわけだし。

「話し合いで決まったことだし、こういう息抜きも大事だと思うよ、ボクは……」

　不満が顔に出ていたのか、ジンが宥なだめてくる。

　俺としても、この足踏みがパーティーの話し合いによって採決されたことに渋々ながら納得しているので文句は言えない。

　フォースの海で遊びたいという意見に、真っ先に賛成を表明したのはロズリアであった。

　妥当というか、なんというか……。

　男のことしか考えていなそうな彼女が、海やビーチでの遊びを断るはずがない。

　そもそもロズリアがちゃんとダンジョン攻略を志しているのかも怪しいところだ。

『到達する者アライバーズ』や俺に復ふく讐しゆうするためだけに入った可能性だってある。

　意外だったのはネメも乗り気だったことだ。

　てっきり『水着を着るとか嫌です！』とか言うと思いきや、『ネメの水着姿で男達を悩殺してやるです』と張り切っていた。

　その自信がどこからやってきたのか問い詰めたい。

　その体形で悩殺できるとしたら、余程のロリコン相手だろう。

　そういう人には気をつけた方がいいと思う。

　ジンはもちろん反対意見を出さないので、乗り気じゃなかった俺はエリンに目で訴えかけた。

　しかし、彼女もまた表立った否定を示さなかった。

『どうして否定しなかったんだよ』

　と後で訊きいてみたが、

『たまにはいいんじゃないの？』

　というあやふやな返答で応えたのみだ。

　いまいち納得できない答えだ。俺がたるんでいた時はあんなに非難してきたのに、今回は黙認するなんて釈然としなかった。

　エリンはいち早くダンジョン攻略をしたいんじゃなかったのか？　という思いは強かったが、たまたま今日の機嫌が良かっただけかもしれない。これ以上の追及は諦めることにした。

　結局、このパーティーで唯一海水浴に反対していた俺は、最後の頼みであるジンに申し出ることにした。

　海で遊ぶ暇があるんだったら、早く先に進みたいし、《隠密》の練習だってしたい。

　回避アーツを習得するためにジンとの手合わせだってしたい。

　そういう意見をジンに伝えた。

　しかし、返ってきた反応は難色だった。

『先に進むために技術を磨こうとする気持ちはわかるけどね……。ボクはそれより先に解決すべき問題があると思うよ』

『解決すべき問題？』

『ロズリアと他のメンバーの距離感だよ。ロズリアはノート君には心を開いているみたいだけど、他の人とはあんまり話してないでしょ？　フォースには一方的に話しかけられているだけっていう感じだし、エリンやネメともあまり仲が良さそうにも見えないよね。ボクとだって、なんか一枚壁があるって感じだしね』

　言われてみればジンの指摘通りだった。

　ロズリアは、俺とは仲が良いと言えるか微妙なところだが、結構会話はする方だと思う。

　俺との約束を守ってか、フォースには素っ気ない態度を取っている。ジンとは世間話をするくらいの間柄だ。

　女性陣からのロズリアの評価は最低辺で、彼女自身もそれを察してか、自ら話しかけようとはしなかった。

　その結果、暇を持て余したロズリアが俺にちょっかいをかけてきて、女性陣に冷たい視線を向けられるという負のスパイラルが起こってさえいた。

　確かにジンの言う通り、パーティーの親交を深めるのは必要なのかもしれない。

　俺は嫌々ながら、海水浴に同意したのであった。

　話は戻って現在。

　俺達は女性陣の着替えを待っている状態だ。身軽な男子達はいち早く着替えを済ませ、砂浜に来ていた。

　フォースなんかはフライングして既に海に浸つかっている状態だ。

「待ちましたか？　ノートくん」

　不意に背後から透き通るような声が聞こえ振り向く。

　そこには純白の水着とそれに負けじと白い肌をさらしたロズリアがいた。

　不意といっても、常時発動している《索敵》によりロズリアが迫ってくる気配は感じていた。

　だから、声をかけられても驚くはずがないのだが、彼女の姿を見た途端、不意を突かれたと思ってしまった。

　そのくらい水着姿のロズリアは美しかった。

「どうですか？　わたくしの水着は？」

　恥ずかしげな表情をしながらも、身体の隅々を見せつけようとその場で一回転するロズリア。あざとかわいい……。

　対する俺はというと、気の利いた褒め言葉など出るはずもなく。

　女の子って一回転すると胸が揺れるものなんだな……。

　というあほらしい感想しか出てこなかった。

「何、鼻の下伸ばしてるのよ……情けない……」

　横からの失礼極まりない言葉に目が覚める。言葉の主は案の定エリンであった。

　淡い水色の水着に、薄手のパーカーを羽織った彼女は――。

　女の子って一回転しても揺れないよな……。

　という当たり前の常識を再確認させてくれるものだった。

「今、失礼なこと考えたでしょ？」

　なんでわかるんだよ……。心でも読めるのか……？

　おそらく、俺の顔に思っていることが出ているだけだったと思うけど……。

「……気のせいでしょ」

　適当に追及を受け流そうとしていると、どうやらネメも着替えを終えたようだ。

「どうです！　ネメのセクシー姿は!?」

　と右手を頭に、もう一方の手を腰に当てて身体をくねらせてきた。

　何、そのポーズ……。『セクシー』というより『せくしぃー』と表現した方が正しいんじゃないのか？

　発言とは裏腹に胸部から股まで繫つながった、ぴっちりとした紺色の水着は彼女の幼さをより一層際立たせていた。

「うん、かわいいんじゃないですか……」

　自信満々の彼女に真実を告げるという残酷な仕打ちは俺にはできなかった。

　時には、噓うそが人を救うこともあるんじゃないかと自分に言い聞かせる。

「やっぱりそう思うです!?　ノートは女を見る目があるです！」

　しかし、無情にも俺の優しい噓によってネメは調子に乗り出してしまった。

　どう正気に戻ってもらおうかと逡しゆん巡じゆんしていると、ロズリアが不ふ貞て腐くされたようにも、何かを企たくらんでいるようにも見える笑みを浮かべていた。

「もしかして……ノートくんって本当にロリコンだったんですか……？」

「『本当に』ってなんだよ！　『本当に』って！」

「だって『幼女攫さらい』という二つ名もありますし……」

「その二つ名、ロズリアにまで知れ渡っているのかよ……」

「ピュリフの冒険者の中では有名ですし……」

　最悪な情報を聞いてしまった。海水浴なんて行かないで、家で一人お留守番してれば良かった……。

「それで本当にロリコンなんですか？」

「そんなわけないじゃん」

　この点だけはきっぱりと否定しておく。

「ということはスタイルの良い大人体型の女性の方が好みなんですか？」

「まあ……そういうことになるのかな……？」

「なら、わたくしですね！」

　と、いきなり抱きついてきたロズリア。

　なんだよ、その雑な誘導尋問……。

「いやらしい顔しちゃって最低ね……ノート……」

　エリンがすぐさま冷ややかな視線を向けてくる。

　だってしょうがないじゃないか。胸、当たってるんだもん。

　ロズリアと女性陣の仲が深まるどころか溝が深くなっていく気配に、ジンでも考えた作戦が失敗するんだ……と意外な発見をしたのであった。







　この階層内の偽物な太陽も、地上のものと同様に移動はするらしい。頭上に照る太陽の位置から現在の時刻を推測すると昼下がりほどだ。

　そんな中、俺はというと熱い砂浜に座りながらボール遊びをしている男女グループを眺めていた。一人きりで。

　もちろん、その男女グループとは『到達する者アライバーズ』のメンバーのことである。みんな仲良く楽しそうに遊んでいた。

　俺の姿を客観的に見ると完全にぼっち。

　まさかの海水浴ソロプレイという異端者のオーラを放っているのだが、これは自らが望んだ状況なので心配はいらない。

　いや、強がりとかじゃなくて……。本当だから……。

「俺がいるとロズリアが俺ばっかりと話しちゃうからな……」

　太陽の眩まぶしさに目を細めながら、一人呟つぶやく。

　午前中、皆と遊んでて気づいたのは、ロズリアは俺がいると俺以外の人にほとんど話しかけない。

　しかも、異様にベタベタした様子を見せてくるため、他の女性陣にあまりいい顔をされないのだ。

　その結果、仲を深めるための海遊びが却かえって仲を悪くさせている印象があった。

　というわけで、このままではまずいと思った俺は一人離れて彼らの動向を見守っていた。

　まあ、一人でぼーっと見守ってるのもなんなので、《隠おん密みつ》の練習も並行して行っているところだ。

　パーティー内の仲を深めるために俺はビーチにいるわけで、遊びに来たわけじゃない。

　無益な娯楽に時間を無駄に使うくらいなら、一人アーツの練習をしていたかったっていうのが本音だった。

「まあ……こうやって一人でいるのも寂しくないわけじゃないんだけど……」

　自ら一人になっているとはいえ、疎外感は襲ってくる。そのせいか独り言が増えていた。

　めんどくさい人間だな、と思いつつ、《隠密》に集中しようと気を引き締めようとしたところで――。

　パーカー姿の少女が気だるそうにこちらに向かって歩いてきた。

　特徴的なツインテールから遠目でもエリンだとわかる。

　トイレにでも行く途中なのかなと思い、軽く目で追っていると、そのまま近づいてきて俺の隣までやってきた。

　体育座りの俺を見下ろすような形で、立ったままの彼女は口を開いた。

「何しているのよ、こんなところで……」

「エリンこそ、どうしてわざわざ俺のところに来たんだよ……」

　エリンがここに現れては、ロズリアとの溝は埋まるはずもない。

　拒絶の意味も込めて、質問を質問で返した。

「気配の消し方が下手くそすぎて、逆に気になっちゃったのよ……」

　遠回しに《隠密》が下手なことを指摘され肩を落としていると、立っていたエリンはそのまま隣に腰を落としてきた。

「で、どうしてひそひそしながら、みんなから離れたところにいるのよ？」

　エリンはこのままここに居座るつもりなのか？

　彼女がロズリア達たちの方へ戻ってくれないと俺がこの場にいる意味もない。

　理由を素直に告げてお引き取りをお願いすることにした。

「俺が交ざると、エリン達とロズリアの雰囲気が悪くなるでしょ？」

「意味わかんない。随分とあの女思いなのね」

　棘とげのあるエリンの言葉にため息を吐つきつつ、誤解を解こうとする。

「そうじゃない。パーティー全体のことを考えてだよ」

「それこそ意味がわからないわ。自分がいない方が上う手まくいくからなんて、遠慮して一人でいることを選ぶっていうのはおかしいじゃないの……」

「遠慮しているわけじゃないよ。アーツの練習をしたいっていうのもあるし」

　というか、俺としてはそっちが本命になりつつあった。

「ほら、早く戻れば？　そして、ロズリアと仲良くしてこいって」

　手で追い払う仕草をし、エリンをこの場から立ち去らせようとする。

　しかし、彼女は首を振るばかりだった。

「嫌よ。私はあいつと仲良くするつもりはないわ。元々、そりが合わなそうだし……」

「確かに……」

　ロズリアは同性から嫌われそうなタイプだし、エリン自身も気難しい性格をしている。あの二人が仲良くなるビジョンが見えなかった。

「でも、エリンがここにいると、ロズリアまで来そうじゃない？　せめて、ネメ姉さんとは仲良くなって欲しいし、戻りなよ。俺はエリンの要望通り、アーツ練習に真剣なんだからさ」

　立ち上がりかけたかと思えば、エリンは途中で固まった。

　そして、そのまま砂浜に手と腰を下ろした。

「あのー、人の話聞いてた？」

「聞いていたわよ。聞いていたから、ここにいることに決めたの」

　エリンの瞳には、何か得体の知れない感情が浮かんでいた。

　優しさとか、喜びとは程遠い、後ろめたさを秘めている表情。

「ロズリアがこっちに来るのが嫌なんだったら、私にまで《隠密》をかければいいじゃない。そのアーツって自分以外にも効果があるんだったわよね？　なら、二人まとめて《隠密》状態にした方が練習になりそうじゃない？」

「そうだけど……」

　エリンはどうやらここから立ち去る気がないようだ。

　もう仕方がない。観念して、エリンを《隠密》の対象に入れようと、彼女の右手に手を伸ばすと――。

「何、手を握ろうとしているのよ、この勘違い男！」

「は？　《隠密》をかけるために触れようとしただけじゃないか！　勘違いはそっちの方だろ！」

「どうだか……。触れるだけなら手じゃなくてもいいんじゃないの？　どうしてノートと手を繫がなくちゃいけないのよ！　足にでも触ってなさい！」

「……わかったよ」

　エリンの言い分は悔しいが理にかなっていた。

　どうして、俺はこいつの手を握って《隠密》をかけようとしちゃったんだろう……。

　別にいやらしい思惑とかはなかったはずだ。多分、ロズリアがやたらと手を繫ごうとしてくるせいで、異性と手を繫ぐことに抵抗がなくなっていたせいだ。

　エリンは俺と違って異性と手を繫ぐことに抵抗を感じていたのだろう。

　生意気な彼女の言葉に従うのは癪しやくなのだが、無理に手を繫ぐというのもまた、エリンに気があるみたいに誤解されそうで嫌だ。

　しかたなく、彼女の太ももに手を置いたのだが。

　――逆にこれ、エロくない!?　いやいや、女の子の太ももに手を置くって手を繫ぐよりまずいだろ。

　なんかすべすべしてるし。柔らかさがまた絶妙だし。

　肉感っていうの？　ああ、エリンも女の子なんだなっていうか。

　って何考えてるんだよ、俺。よりにもよって、あのエリンに欲情するなんて。

　俺が謎の葛藤に苛さいなまれているのを知らずして、エリンはなんの気なしにこちらの顔を覗のぞき込んできた。

「まだ、気にしているの？　あれ？」

「あ、あれって何？　感触？」

「は？　感触って何よ！　そうじゃなくて、前に私が怒ったことよ」

　危ない……。もう少しで自分の口からボロが出そうになった……。

　出そうになったというか、ほぼ出ていた疑惑まである。

　幸いにもエリンには気づかれていないようだけど。

　エリンが今言ってるのは、俺がパーティーに入って一カ月ほどした辺りに、気持ちが緩んでいることを指摘されたことだろう。

「どうして今になってその話？」

　思っていた疑問をそのまま口にした。

　エリンはこちらの表情を窺うかがいながらも微妙に視線を逸そらしている。

「だって、さっきそんなこと言っていたじゃない。エリンの要望通りなんとかって。それに今もみんなと遊ばないでアーツの練習しているし……。やっぱ私のせいなのかなって……」

　気にしていないと言えば噓うそになるけど、気にしているというほどでもない。

　今、皆に交じって遊ばないのは俺自身の意向だし、エリンのせいにするつもりもなかった。

　その旨を伝える。

「別にそうじゃないよ。俺がやりたいからやっているだけ。だから、エリンが気にする必要はないと思うし、気にされても困るって言うのが本音かな」

　エリンは俺の言葉を受けて、すっと目を見つめてきた。俺の発言の真偽を探っているようだ。

「本当なの……？」

　俺は黙って頷うなずいた。

「……あなた変わっているわね」

　ふと、エリンは言った。

「それはないだろ。どちらかというと、エリン達の方が変わっているでしょ？」

　キツイ性格をしているエリン。人見知りでどこかずれているネメ。男に媚こびを売りまくるロズリア。欲望に忠実なフォース。『到達する者アライバーズ』のメンバーは誰も、一癖や二癖ある。

　まともな人といったら、俺とジンだけだろう。

　しかし、俺の否定にエリンは納得していないようだった。

「あなたの方が私より変だと思うわよ。最初の方はノートのことを普通の人って思っていたけど、最近はそう思えなくなってきたわ」

「どうしてそう思うのさ」

「今だってそう、パーティーのみんなから離れて、一人ずっとアーツの練習をしてるし」

「それはエリンとロズリアが――」

「建前でしょ？　本当はアーツの練習がしたいだけなんでしょ？」

「――っ」

　その言葉に胸を突かれた。図星だったからだ。

　正直、ジンほどパーティーの仲を重要視しているわけでもなかった。

　俺が一人でいるのはエリンの言う通り、《隠密》の練習がしたかっただけだ。

　彼女はそのまま続ける。

「そもそも、どうしてノートはそこまでダンジョン攻略に真剣なの？」

「弱い自分を変えたいからだよ」

「じゃあ、どうして自分を犠牲にしてまで変わりたいと思えるの？　私に嫌われてまで《索敵》と《罠わな探知》を同時並行で練習していた時もそう。フォースからロズリアを引き離そうとした時も。そして、今も。ノートは常に自分を犠牲にして目的を達成しようとするわよね？　どうして？　どうしてそこまでできるの？　私には――」

　エリンは怒っているのであろうか。悲しんでいるのだろうか。それとも別の何かなのか。

　どうして、彼女が責めているのか、俺には理解できなかった。

　みんなと遊ぶという自分の楽しみを捨ててまでアーツ練習をしている俺を非難しているのだろうか。

　だったら、放っておいて欲しかった。

　人が何を求めるかなんて勝手だし、どういう方法を選ぶかだって勝手だ。

「恵まれた人間にはわからないんだよ……。エリンみたいに恵まれたスキルを持っていて、実力も備わっている人間には……。俺みたいな何も持っていない人間は何かを犠牲にしない限り、エリン達のような選ばれた人間についていくことができないんだよ……」

　俺が放ったのは明確な拒絶だった。

　お前にはわからない。だから、俺の気持ちを理解しなくていいし、口出しもするなという。

　酷ひどい口ぶりなのはわかっているが、間違ったことを言っているつもりはなかった。

　しばし、二人の間に沈黙が流れる。

「やっぱり、あなたは変わっているわよ」

　最初に口を開いたのはエリンだった。

　水着の尻部分についた砂を払いながら立ち上がる。

「あなたの言う通り、私には全くわからなかったわ。別に非難したいわけじゃないから、勝手にしなさい」

　そう言って立ち去るエリンの表情はどこか非難めいていて、憂いを秘めていた。

　立ち去る彼女の背中を眺めながら、俺は得体の知れない心の引っかかりを覚えていた。
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「――《絶影》」

　暗転する視界。直後、自分の身体からだが叩たたきつけられたことに気づいた。

　うつ伏せになった俺の上には影。もといジンがいた。

　俺はちょうど組み伏せられている状態であった。

「今日はここまでにしようか」

　ジンの一声を機に、背中の圧迫感から解放される。

　17戦０勝。これが本日の成績。またしても、１勝どころか一回も回避できてなかった。

　これは今日に限ったことでなく、この修業を始めてから毎度お決まりの結果であった。

　毎回のごとく、ジンの初撃を躱かわせないままやられてしまう。その現状に情けなさを感じている。

　どれだけ試行錯誤しながら戦ったところで、ジンの攻撃を避けられるビジョンが見えない。

　俺の些さ細さいな小細工など《絶影》の前では紙くず同然だ。圧倒的なスピードを前になすすべがなかった。

「……わかりました」

　日が落ちてきて、視界に入る景色の輪郭がぼやけ出す時間帯。辺りの暗さが練習の終わりを告げていた。

　これ以上粘るのは得策ではないし、ジンにも迷惑がかかるだろう。

　彼の提案に仕方なく頷いた。

　疲労で重くなった身体に鞭むちを打つように立ち上がる。

　ジンは既にパーティーハウスへ向かって足を進めていた。

　俺はというと、その後ろ姿を見ながら、一人、絶望と焦燥を感じていた。

「本当にあれを躱せるようになるのか……？」

　脳裏に浮かぶのは疾風の影。初撃ですら躱すことのできない迅速。

　未いまだ回避アーツを使えない俺はもちろんのこと、たとえ回避アーツを使えるようになったとしても避けられる気配がしなかった。

　そもそも、今は一撃すら避けられないため、回避の技術やセンスを磨くどころの話じゃない。

　何も得られないまま、ジンとの差を思い知らされて一日の修業が終わるだけだった。







「ノート君、ごめん。今日は特訓に付き合えなそうなんだ」

　ある晴れた日の午後。突然ジンにそう切り出された。

　なんでも、明日のダンジョン探索に必要な備品を買いに行かなくちゃいけないらしい。

　ここのところの『到達する者アライバーズ』は順調にダンジョン攻略を進めていた。

　そもそも、一流冒険者揃ぞろいの『到達する者アライバーズ』にとってダンジョンの浅層など相手じゃない。

　なんの苦もなしにどんどん先に進める状態だった。

　先日も６階層を突破したところだ。このまま順当に進めば、当初の目的である16階層につくのも、そう時間はかからないだろう。

　ダンジョン攻略における下仕事をしてくれているジンの邪魔はできない。

　特訓をしたいのは山々だったが、素直にジンの要望を飲むことにした。

　ということで、突然予定が消え、俺はというと暇を持て余していた。

　本当は俺もジンの仕事を手伝った方がいいんだろうけどな……。

　手伝っている暇があったら一人で修業でもしてろよって感じもするし……。あまりダンジョン探索のことを知らない俺が同行しても役に立つか疑問だし……。

　と悩んでいるとジンは一人で出かけてしまった。

　俺より暇なエリンやフォースはジンのことを手伝ったりしないのだろうか……。

　俺、ジン以外がそういう仕事してるとこ見たことないわ……。

　リビングをぶらぶらと歩いて、これからどうしようかと頭を悩ませていると、ソファーでくつろいでいたフォースが声をかけてきた。

「あれ？　お前、今日は修業とやらじゃないの？」

　俺が毎日この時間になるとジンと修業するのを知っていたのだろう。

　ふと疑問が思いついたから、訊きいてみたという雰囲気だった。

「なんか、ジンさん用事があるみたいで……」

「なら、仕方ないな」

　疑問が解消したからか、素っ気ない返事が戻ってきた。

　このまま会話を終わらせるのも味気ない。

　これから一人でどんな修業をやろうかと悩んでいたところなので、目の前の男にアドバイスをもらうことにした。

　こう見えても彼は、超凄すご腕うでの剣士なのだ。

「フォースさん、一人でできるおすすめの修業ってなんかあります？　ジンさんがいなくてもできることって限られているんですよね……」

《隠おん密みつ》の修業は一人でもできるが、回避系の修業は一人じゃやりづらい。

　午前中は《隠密》の練習に費やしたし、午後は別のことをやりたかった。

「そんなのオレが知るわけねえだろ。そもそも、盗賊と剣士の鍛え方って違うし、参考にならねえと思うぞ」

　早くも会話をぶった切られる。

　俺の方も大して期待していたわけではない。フォースからいい案をもらうのは諦めて、一人大人しく《隠密》の練習でもしようかと考えていると――。

「おい、待て。ノートって今、ジンと手合わせしてるんだったよな？　回避アーツを習得するために？」

　何やら怪しげな笑みを浮かべているフォースがいた。

　不信感を募らせる俺に、フォースは続ける。

「なら、オレが手合わせしてやろうか？」

「えっ!?」

　嫌な予感がして一歩後ずさる。

　フォースが、自分に利益のない提案をするはずがない。何か企たくらんでいるに違いなかった。

　すぐさま首を縦に振りたいほどありがたい提案なのだが、危険の予測を司つかさどる本能が警鐘を鳴らしていた。

　ここは大人しく直感に従うことにしよう。

「嬉うれしい提案なんですけど、何か企んでそうなのでやめときます」

「何か企んでそうってなんだよ！　人が善意で言ってあげてるのに！　オレがそんなに信用ならねえか？」

「はい、まあ……」

「お前は少し噓うそをつけ！　反応が正直すぎる！」

「いや、何かを企んでいる気しかしないんですけど……」

「何も企んでねえよ！　善意１００％だよ！」

　推しが強すぎて、逆に怪しさを増してきたな……。

「人間、そもそも善意１００％で行動することなんてあるんでしょうか？　どんな善行にも打算や思惑が何割か混じっているのが普通というか――」

「何、急に難しい話始めてるんだよ！　オレ達たちがしていたのって、ノートの修業を手伝うかどうかって話だったよな!?」

「そうだったですね。フォースさんが話を逸そらしてくるから忘れちゃいましたよ……」

「なんかオレのせいになってるし……」

　あまりにもフォースがきちんとつっこんでくれるので、思わずふざけてしまった。

　まあ、こういうこともあるよね……。

「そこまで言うならフォースさんのこと信じますよ。修業お願いできますか？」

「ああ……いいぜ……」

　突然の手のひら返しに戸惑った様子を見せるフォース。

　困ったように頭を搔かいていた。

「それにしても、最近ノートからの尊敬が感じられねえんだけど……」

　当たり前だろう。過去に俺にしたことを考えれば……。

　俺を散々煽あおったり、パーティーを突然抜けると言い出したり……。

　どれだけ迷惑をかけられたと思っているんだ。

　まあ確かに、フォースに対してはここ最近なおざりな態度をとりすぎていたかもしれない。

　仮にも先輩冒険者であり、実力も遥はるか上なのだ。

　反省して、少し対応を改めなければいけないな、と思ったのであった。







「引っかかったな、ノート！　こうしてお前と二人きりになる機会をずっと待っていたんだよ！　勝負だ！　ロズリアちゃんを賭けてオレと真剣勝負をしろ！」

　普段ジンと修業を行っている街の外の空き地についた途端の出来事だった。

　満足気に刀を向けながら宣戦布告をしてくるフォース。

　俺はその姿を眺め、頭を抱えていた。

「フォースの言葉を真に受けた俺が馬鹿だった……」

　どうしてあんな見え見えの罠わなに引っかかったんだよ、俺！　馬鹿かよ！　頭悪いの!?

　善意なんてものを持つはずのないフォースが、見返りのない行動なんてするわけないじゃないか！

「お前、今呼び捨て……」

　フォースは少し驚いたように固まっている。

　それは呼び捨てにもなるわ！　普通！

「そもそもですね――」

　俺はこれから起こるであろう無益な戦いを防ぐために口を挿はさむ。

「ロズリアを賭けてって、ロズリアは俺のものじゃないですし……」

「くっ……とぼけやがって……」

「とぼけてないですよ……」

「悔しいがオレは認めているんだよ……ロズリアちゃんがお前に惚ほれているって……。だがな！　オレはそんなことで狙っている女を諦めるようなヤワな男じゃねえ！　お前に勝ってロズリアちゃんを手に入れるんだ！」

「人の話を聞いてくださいって……」

　ロズリアが俺に惚れているなんて有り得ない話だ。

　確かに彼女はそう思わせるよう振る舞っているが、おそらくあれは何かの策略のうちだろう。

　俺はロズリアに惚れられる要素なんて何にもないし、ましてや恨まれている心当たりがある。

　俺達が山賊に連れ去られた際の諍いさかいなど、詳しい事情を知らないためにフォースは勘違いしているのであろう。

　彼の誤解を解きたいのは山々なのだが、誤解を解いてしまうと俺達がフォースを謀っていたこと、ロズリアがフォースを避けているのは俺との約束があってのこと、など都合の悪い事実が次々と露見してしまう。

　なので、その件には触れずして話題をすり替えることにした。

「そもそもフォースさんはロズリアのどこがそんなに好きなんです？　どう見ても地雷臭が漂っている気がするんですけど……」

　露骨にロズリアを下げて、フォースの目を覚まさせる作戦だ。

　しかし、俺の思惑など気にも留めず、ガッツポーズを作りながらフォースは答える。

「顔と胸！」

　最低かよ！　クズ男すぎる！

　でも、ちょっとだけ理解できてしまうのがまた悔しい！

　ロズリアの胸の感触が瞬間的に思い起こされる。

　理性を鬼にして、頭を振って雑念を取り除いた。

「で、顔と胸が好きなロズリアを取り戻したいから、俺と戦って奪い取ると？」

「まあ、そういうことだな」

　あっけらかんと言うフォースに毒気を抜かれる。

「もういいですよ……。面倒なのでフォースさんに譲ります。そもそも、俺、ロズリアと付き合う気なんてないですし。フォースさんがちゃんと『到達する者アライバーズ』にいてくれれば、ロズリアと恋人関係になっても構わないと思っていますから。だから、無益な戦いなんてやめましょう」

　このやりとりにうんざりしてきていたので、早めに打ち切ることにした。

　ちなみに俺の発言の後半部分はまるっきり噓である。

　ロズリアがフォースの恋人になっても構わない？　そんなわけないだろ。

　別にロズリアに恋愛感情を抱いているというわけじゃないが、フォースと付き合うのはなんか腹が立つ。

　たとえ演技であろうと、自分に好意を寄せているそぶりを見せている女の子が、他の男と付き合い出したら不満に思ってしまうのが自然の摂理ってやつだろう。特にかわいい女の子ならなおさらだ。

　仮に相手がジンなら百歩譲って納得できるが、相手がフォースなのは普通に嫌だ。

　こんなちゃらんぽらんな男に彼女ができることすら許せない。

　フォースがロズリアと付き合うくらいなら、代わりに俺が付き合ってしまいたいぐらいだ。

　しかし、そのように考えている俺がどうして自分の本心を偽った発言をしているのかというと――。

　いやいや、無理でしょ！　フォースに決闘で勝つなんて！

　単純にフォースに勝てるわけないだろ、という逃げ腰的な姿勢によるものだった。

「お前、負けそうだからって逃げる気か？」

　なんで、そういうところは鋭いんだよ！　その安い挑発の通りだよ！

「そうですよ！　俺じゃフォースさんに勝てなそうなので、ロズリアは譲ります！　戦略的撤退です！」

「どうして、そんなに自信満々に弱気発言ができるんだよ……。まあ、回避の練習だと思って戦ってみようぜ。オレも怪け我がさせないよう手加減するからさ……」

「そういうことならぜひ！」

「手のひら返しが潔いな……。いいや、とにかく戦おうぜ……」

　フォースの一声で、お互いが戦うことを了承する形となった。

　ジン以外と戦える機会は珍しいし、この申し出は俺としてもありがたかった。

　俺は数歩分離れ、フォースとの適度な距離を取る。

　フォースはというと、刀と鞘さやに紐ひもを巻きつけ、刀身が抜き身にならないよう固定していた。

　同じく俺も、ケースに仕舞ったままのダガーナイフを構える。

　重心を下げ、いつでも攻撃を躱かわせるように臨戦態勢を取る。

　フォースもそれに応じて、左手で鞘を押さえる。抜刀の構え。

　睨にらみ合う両者――。

　先に動いたのは、居合の構えをしていた剣士だった。

「《抜刀瞬しゆん閃せん》」

　衝撃が響き渡る。鳩尾みぞおちからだ。鳩尾から重い衝撃がっ――。

　息が上う手まくできない。痛いというよりも先に圧迫感が押し寄せ、俺の身体からだの自由が奪われていく。

　そのまま宙へと投げ出された。

　どうやら俺は、フォースに鳩尾辺りを突かれたようだ。

　地面に落ちていく一秒も満たない間に、意味もない状況把握しかできなかった。







「本当、弱えな。ノートって」

「うるさいですよ……」

　一瞬にも満たない手合わせを終え、しばらく休んだ俺は受けたダメージをだいぶ回復しつつあった。

　一応、手加減はしてくれたみたいなので、身体のダメージは尾を引いてはいなかったが、心のダメージは甚大だった。

　またしても、一撃すら避けることができなかった。

　手も足も出なかったという表現がぴったりの負けっぷりだ。

　戦いと呼ぶことすらおこがましく、両者の差は圧倒的だった。

「どうしたらジンさんやフォースさんの攻撃を避けられるようになるんですかね……」

　意外なことに、自分の口から弱音が漏れ出る。

　俺としてはそんなこと言葉にするつもりがなかったのだから驚きだ。

　この進歩のない日常が、自分でも気づかないうちに堪こたえていたのだろう。

　ジンの《絶影》やフォースの剣閃を攻略する糸口さえ見つけられない。

　自分の成長度合いがわかる修業はそこまで苦を感じず進められるが、なんの取っ掛かりも見つけられない修業はきつかった。

　自分がどこを走っているかわからないし、今進んでいる道が正しいとも限らない。

　姿形のわからない探し物を、僅かな伝聞だけをヒントに一人探している気分だ。

　前に進みたいのに上手く前に進めない状況に嫌気がさす。

　普段は俺が弱音を吐いたら嘲あざ笑わらってくるようなフォースでも、今回ばかりは空気を読んでくれたようだ。

「オレやジンの攻撃をアーツ抜きで避けるのは無理だと思うぜ」

　珍しく彼から慰めのような言葉が出てきた。

　俺は驚きながらも、上手くいかない現状に少し乱暴な口調で返してしまう。

「言われなくてもわかってますよ。回避アーツ習得のために、手合わせしてもらってるのに、一回も攻撃が躱せないせいで、回避の感覚とやらも摑つかめないのが困っているんです」

「なるほど……そういうことな……」

　フォースは俺の発言を吟味するように頷うなずいていた。

「それは卵が先か、鶏が先かみたいな問題だな」

「は？」

　彼の示唆したいものがわからなかった。

　食い気味の質問に、フォースはもうちょっと嚙かみ砕いた答えを用意した。

「アーツが先か、回避が先かって問題ってことだよ」

　そう言って、二本指を立てた。

「アーツを身につけるには二つの方法があるんだ。知ってたか？」

「二つの方法？」

「そうだ。一つ目の方法は今、ノートがやろうとしているようなやり方。ある方面の技術を磨くことで、それに付随したアーツを自然と習得するというパターンだ」

「今やろうとしているやり方って――、回避の技術を身につけることで回避アーツを学ぼうとしていることですか？」

「そうだな。そして、もう一つの方法が――」

　フォースは一本の指を折り曲げた。

「お前が《隠おん密みつ》を練習している時と同じ方法。アーツを直接習得するというやり方だ。誰かのを真ま似ねするんでもいい、感覚をなぞるんでもいい。そうやって、最初からそのアーツを身につけようとする方法だ。ノートみたいに基礎能力が低い人間は案外こっちのやり方の方が合っていたりする。まあ、ジンは器用だから前者のやり方でアーツを学んだんだろうな。だから、そういうやり方で教えようとしているんだろうけど、オレは自分に合っているやり方を選ぶべきだと思う」

　予想外にちゃんとしたアドバイスがもらえたことに驚いてしまう。

　俺が目をぱちくりしていると、フォースは笑いながら続けた。

「だからさ、ジンがアーツを使うところを盗み見て、真似でもしてれば、案外簡単に回避アーツができるかもしれねえぜ」

　不覚にもフォースが少しかっこよく見えてしまった。

　なんか気恥ずかしくなって、不本意な軽口が漏れ出てしまう。

「どうしたんです？　急にまともなこと言い出して……頭でも打ったんです？」

「失礼だろ！　人が珍しく真面目なアドバイスしてやってるのに！」

「ほら、自分でも珍しくって言ってるじゃないですか！」

「確かに！」

　そう言いながら、フォースは目を逸そらすように俯うつむきながら言った。

「これでも感謝してるんだよ……お前には……。俺がパーティーを抜けるとか言い出してみんなに迷惑かけた時、色々頑張ってくれたみたいじゃねえか。だから、これはあれだ。借りを返してるだけだ」

　居心地の悪そうなフォースに思わず噴き出してしまう。

　というか、ばれていたんだな。俺がフォースからロズリアを引き離すために色々と暗躍していたの。

　まあ、そうか。いつかはばれるよな。

　特に隠してるわけでもなかったし、誰にも口止めはしてなかった。

　フォースだって馬鹿じゃないし、気づくのは当然の結果だ。

「何、照れてるんですか。確かに迷惑はかけられましたけど、あまり気にしてませんから。むしろ、このパーティーに招き入れてくれたことに、俺の方こそ借りがあるくらいですよ」

「なんだ、それ……。ああ、もう！　恥ずかしいったらありゃしねえ！　やめだ、やめ。こういう真面目な雰囲気はオレの柄じゃねえ！　とりあえず、言わなきゃいけないことは言ったからな！」

　俺に向かって人差し指を向けるフォース。その表情は溜たまっていた感情を吐き出したかのように晴れやかだった。

「あと、ロズリアちゃんを賭けると言った件もなしだ。お前にこの話をする口実みたいなもんだったから！　オレにボコボコに負けたからって、お前が手を引く必要はねえよ。オレはオレの手でロズリアちゃんの想おもいを手に入れてやるよ」

　決め台詞ぜりふっぽいの言ってるところ悪いけど、俺、ロズリアのこと狙ってないからね。

　手なら既に引いてるまであるから……。

「わかりました。頑張ってください」

　ただ、フォースの決意がこもった発言を訂正するのも野暮ってもんだ。

　俺は差し出されたフォースの手を握り、座っていた身体を起こした。

　なんか、俺にもジンがフォースを『到達する者アライバーズ』のリーダーだと認めている理由の一端がわかる気がした。

　こういう時のフォースはやけにかっこよく見える。俺が思い描く、パーティーのリーダー像そのものだった。

「おう！　頑張ってロズリアちゃん大きな胸を揉もむという夢を叶かなえるぜ！」

　前言撤回。全然かっこよくなかった。
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『だからさ、ジンがアーツを使うところを盗み見て、真似でもしてれば、案外簡単に回避アーツができるかもしれねえぜ』




　昨日、フォースからもらった助言を思い出す。

　柄にもない真面目で有意義な意見。

　だからだろう。その言葉がいかに真摯なもので、俺のためを想ってのものだったか自然と理解できた。

　フォースなりの、最大限の激励。

　ちゃんと受け取らなくちゃ、ばちが当たるってもんだ。

　そんな思いを胸に仕舞いながら、ジンの戦闘を刮かつ目もくしていた。

　現在攻略しているのは７階層。

　足場は不安定な岩場であり、脆もろい場所を踏みぬくと崖の下へ岩石が落ちていく。崖の下には溶岩が流れ、落ちた岩石は跡形もなく消えていった。

　足下を流れる紅色の光を放つマグマのせいで、目がちかちかする。

　赤とか緑とかそういう色の区別はもうつかないし、頭もくらくらしてくる。

　思考に靄もやがかかるのは、目に映る光景のせいだけじゃないかもしれない。

　熱い。とにかく熱い。吸う空気は喉を焼き、露出している顔や首回りも痛い。

　ネメの回復スペルを常時発動してもらっているお陰で、大事には至らないが、それがなかったら火傷やけどでもしていたかもしれない。

　この階層は活火山の内部のような構造をしていた。

　洞窟とか細い岩場で成り立ち、足を滑らしたら即溶岩の海行きという具合。

　いくらフォースやジンといえども、この溶岩流の中に落ちたら死んでしまうだろう。

　そこらじゅうに死の匂いが漂う、過酷な環境。それが７階層の正体だった。

　死と隣り合わせな状況は神経をすり減らすし、暑さから身体からだ中の水分が逃げていくのも感じる。

　しかし、そんなものはジンの技術を盗むべく目を凝らしている俺の妨げにはならない。

「――《離脱ウイズドロー》」

　赤い蒸気を全方位に吹き散らすゴーレムから、一足で距離を取るジン。

　そして、蒸気の噴出が止まったと見るや――。

「――《縮地》」

　今度は一足で距離を詰める。高速の駆け引き。攻守が瞬く間に移り変わった瞬間だ。

　対するゴーレムも迫りくる脅威を避けようと、素早いテレフォンパンチを放つが――。

「――《流線回避ストリーム》」

　ゴーレムから繰り出された拳はジンを避さけるかのようにいなされた。ジンと拳の間には腕一本も入らないほどの隙間しか存在しない。

　極限までぎりぎりの回避を行ったジンは、すれ違いざまに黒刀を振るった。いや、揺らしたといっても過言じゃないほどの僅かな手のスナップだ。

　しかし、刀身の揺らめきはジンのスキル、【形状変化・鉱物】によって増幅される。

　遠心力を加え、膨れ上がった運動エネルギーは、刃先に力を与える。

　黒の斬撃に捉えられたゴーレムの核は、なんの抵抗もなく二つに割られた。

　ジンがそのままゴーレムを抜き去り、岩の巨体が地面に崩れ落ちたことで、俺は集中から解き放たれた。

「これで、ここいらにいるモンスターは最後かな」

　ジンが合図をすると、全員が戦闘態勢を解いた。

　俺も気を張る場面は過ぎたので、ジンの先程の戦闘から、技術とかコツを掘り起こそうと脳内で戦闘風景を思い返す。

　ジンが今回の戦闘で使っていたアーツは三種類だ。

　まず最初に使っていた《離脱ウイズドロー》。

　これは文字通り敵から距離を取ることを目的とした回避アーツである。

　地面を片足で蹴り、自身の身体を後方へ跳躍させるシンプルなアーツだ。

　ジンが熟練の暗殺者だからだろう。跳躍距離は人間技と思えないほどで、どんなにバランスを崩した体勢からも発動していた。

　そして、次に使用していたのが《縮地》。

　こちらは厳密に言うと回避アーツではない。

《離脱ウイズドロー》とは逆に相手との距離を縮めるためのアーツである。

　盗賊系の戦闘職バトルスタイルはこのアーツから攻撃に繫つなげることが一種の定石的な戦法になっており、必須級の技術であるらしい。

　しかも、懐に飛び込むことで相手の攻撃を避けるといった回避方面にも使える便利なアーツである。

　そして、最後に使った《流線回避ストリーム》は回避兼迎撃アーツである。

　相手の攻撃を華麗に受け流し、攻撃の流れや相手の体勢を崩す効果がある。

　相手の攻撃に対して、武器や身体を接触させながら受け流す方法と、触れずに寸前で躱かわして受け流す方法の、二種類のパターンがあるようだ。

　盗賊の迎撃アーツには他にも《打ち弾はじき》といった代表的なものがあるらしいのだが、ジンは《流線回避ストリーム》の方を好んで使うようだった。

　一般的に《流線回避ストリーム》の方が《打ち弾き》より習得の難易度が高いとされているそうで、これは彼が実力者である証あかしなのかもしれない。

　この戦闘を除くとなると、ジンが使っているアーツは多岐に渡っていた。

　回避アーツの《蟲型歩足シンクウオーク》や《幻影回避フアントム》。自身より大きいモンスターの身体を駆け上がる時に使用していた《登破クライム》。攻撃アーツに繫げられる《背向移動バツクスライド》などなど。

　そのどれもが超一流の完成度であり、ジンの暗殺者としての隙のなさが窺うかがえた。

　熱気と熱狂で浮かんだ汗を袖で拭い、腰に備えているアイテムバッグから水筒を取り出す。

　ボトルを開けるとそのまま一気に中身を口に流し込んだ。

　すると、視界の一端、斜め前方向から呼びかけられた。

「わたくしも喉が渇きました。一口ください」

　声の主はロズリアだった。アイテムバッグから彼女に割り振られた水筒を取り出し、投げ渡す。

　何な故ぜか彼女は残念そうに眉をひそめていた。

「別にノートくんの水筒でも構わなかったのですけど……」

「俺は構わなくないんだよ……」

　や、俺も間接キスとかいちいち気にしてるのダサいと思うよ。でもさ、女性経験が乏しいんだから仕方ないじゃん……。

　ふと、背後に目を向けると、不機嫌そうなエリンの視線に晒さらされていることに気づいた。

　ちょっと待ってよ。なんで俺が悪いみたいになってるの……。

　好きでロズリアといちゃいちゃしてるわけじゃないんだから。

　まあ、俺も多少は浮ついてた部分もあるかもよ。でも、ロズリアから仕掛けてきたんじゃん。睨にらむんだったらロズリアを睨んでよ。

　という文句は言いたかったが、言い争いになったら面倒なので無言でスルーすることにした。

　気づいてないふり。気づいてないふり。

　このままロズリアを放っておいて言動をエスカレートさせたら、エリンが突っかかってくること間違いなしだ。

　無理やりにも話題を変えることにした。

「そ、それにしてもアイテムバッグって便利だよなぁ……」

　完全な棒読みだった。自分でも驚くほど下手な話題の転換である。

　そんな不自然極まりない様子の俺に、ありがたいことにジンは自然な形で会話を取り次いでくれた。

「そういえば、ノート君って前に冒険者やっていた時はアイテムバッグ使ったことないんだっけ？」

「はい……まあ……」

　腰に巻き付けてある革製のバッグに手をかける。

『到達する者アライバーズ』の中で、この鞄かばんを持たされているのは俺とネメだけであった。

　何故、他のメンバーは持っていないか。その答えは、数が二つしかないからである。

　アイテムバッグとは一定の容積、重量を無視して物を詰め込める入れ物の総称だ。

　詰め込める容積はアイテムバッグごとに限度があり、また生きたものは収納できないという制限もある魔道具である。

　人間の手での生産方法は確立されておらず、ダンジョンからでしか入手することができないとされているダンジョンアイテムだ。

　需要に対しての供給が極端に少ないため、市場での価格も異様に高く設定されている。

　アイテムバッグをダンジョンで見つけ、売りに出せば、家一軒は余裕で買えるとされていた。

　よって、ダンジョンアイテムがたくさん集まるこのピュリフの街ですらほとんど流通はしておらず、『到達する者アライバーズ』としても二つしか確保できなかったのだ。

　逆に言えば、二つも確保していることに驚きなのだが。

　どんだけの財力を持ってるんだ、このパーティー……。流石さすが、一流パーティーと名高いだけはある……。

『到達する者アライバーズ』ではこの二つのアイテムバッグを俺とネメに割り振っていた。

　理由としては直接戦闘に参加する機会が少ない二人だからである。

　俺のバッグの中には、食料や水、スペアの武器、ダンジョン攻略に必要な備品や道中で手に入れた価値のあるアイテムなどが詰まっていた。また、探索が長引いた時の泊まりの道具も備えられている。

　ネメのアイテムバッグも同様であった。

　これを失くしたらどのくらいの損失になるんだろうと考えると、背中に寒気が襲ってくる。

　この階層はかなり暑いので、このくらいの寒気を感じていた方がちょうどいいのだが……。

「ノートくん、タオル頂けますか？」

　俺が纏まといつく熱気に意識を囚とらわれていると、ロズリアからまたもや声がかかってきた。

　ロズリアの備品は主に俺のアイテムバッグに収容されているから当然と言えば、当然なのだが……。

　さっきのくだりがあったせいかどうしても警戒してしまう。

「はい」

　まあ、渡さないという理由はないので素直に手渡すことにする。

　彼女はタオルを受け取ると、額に浮かぶ汗を拭った。

　ロズリアは聖騎士という戦闘職バトルスタイル柄、人一倍重装備だ。

　重っ苦しい鎧よろいを身につけているため、この中の誰よりも暑そうだ。

　流れ出る汗の量も人一倍多いように感じられた。

　顔を拭いたタオルをそのまま首元に入れる。服の下の汗を拭おうとしているのだろう。

　彼女の黒いインナーには汗染みが広がっていた。

「あの、ノートくん。手が届かないので背中の方を拭いてくださります？」

　直後、ロズリアから爆弾発言が投下された。彼女は汗で湿ったタオルを手渡してくる。

　目の前には背中の襟元をぺりっとめくったロズリアが……。

　それはギリギリアウトでしょ。汗を拭くためとはいえ、女の子の服の中に手を入れるなんて。

　背を向け、顎を引いているロズリア。

　よく見てみるとうなじには雫しずくが滴っている。ほのかな汗の匂いが鼻孔をくすぐる。蕩とろけるような甘い香りというわけではないのだが、何故かずっと嗅いでいたくなるような。中毒性のある匂いがそこにはあって――。

「暑くて……すごい蒸れてるんです……お願いします……」

　どことなくいやらしい響きの言葉に思わず足がすくんでしまう。

　なんか、言い方エロくない!?　絶対、エロく言おうとしているでしょ!?

　っていうか、そもそも汗を拭く行為って、こんなにいかがわしい行為だったっけ!?

　そんなことはないはず。だって、人の手伝いでしょ？

　だったら、これはエロい行為でもなんでもないはず。つまりセーフなラインだ。

　パーティーの仲間の汗を拭く行為がエロい行為なはずがない。むしろ、こうやって意識している方がおかしい気がしてきた。

　いわばパーティーの裏方である俺が、仲間のためになる行為をしようとしているのだ。どちらかというとこれは褒められるべき行為なんじゃないだろうか。

　ロズリアのうなじに手を伸ばそうと一歩進む。彼女の香りがより一層濃密になる。

　待て待て！　ちょっと待て！

　やっぱアウトでしょ、これ!?　なんか興奮してきたもん！

　やめよう。無理だ。俺には下心抜きで女の子のインナーの中に手を入れるなんてできない。

　俺が一人悶もん々もんとしていると、思わぬところから助け舟が出された。

「はいはい！　オレが拭く！　オレがロズリアちゃんの背中とは言わず――身体からだの隅々まで拭いてあげる！」







[image: ]







「あっ、いいです。自分で拭きますので」

　ロズリアは俺の手からタオルを引ったくって自分で拭いてしまった。

　っていうか、フォースさん……それ完全なセクハラですから……。







　７階層の攻略を終えた俺は、パーティーハウスへ戻らず、そのままの足でジンと普段修業を行っている空き地へ向かった。

　今日、目に焼き付けた回避アーツを忘れないうちに反復するためだ。

　フォースが教えてくれたやり方に倣って、回避のセンスなんか無視して、直接アーツを身につける。

　それが今の俺にできる最良の選択に思えた。

「って言っても、なんのアーツから身につけるかだよな……。いきなりジンが使っていたアーツを全部真ま似ねできるわけがないし……」

　ジンが使っていたアーツの中で、主に回避に関わっていたのは《離脱ウイズドロー》、《流線回避ストリーム》、《蟲型歩足シンクウオーク》、《幻影回避フアントム》の四つだ。

　その中で一番習得しやすそうなのは――。

「《離脱ウイズドロー》か……」

　ジンの使用頻度も高かったし、汎用性が高そうなアーツだった。

《流線回避ストリーム》のようなアーツと異なり、相手の攻撃の有無から独立していて一人でも練習できそうな点も選んだ理由に入っていた。

「それじゃあ、練習するか」

　この日から俺の回避アーツ習得に至る一歩は動き出した。
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　風呂に入ることが好きだ。

　そういう人間はおそらく多数派なのだろう。

　大勢の人がそのような考えを持っていて、中には「入浴という行為は人間の本能に刻まれたものであり、嫌う人間などいるはずがない」とまで熱く語る風呂好き過激派までいるものだ。

　だけど、それに俺は異を唱えたい。

　そんなにか？　と。

　いや、別に俺は風呂に入りたくないとかいう不潔な人間ではない。

　毎日、ちゃんと風呂には入る。

　だけど、風呂に入るのが楽しいか？　むしろ、疲れないか？

　と言っているのだ。

　熱々の湯船に浸つかるだけで体力がごっそり持っていかれるし、お風呂後ののぼせた感じも嫌いだ。

　だから俺は、入浴は身体を清潔にするためだけの行為と認識しており、入浴が身体を休めるという理論には反対だった。

　このような信条を持つ俺だが、その日は気が変わっていた。

　連日のダンジョン探索とその後に続く修業で疲れていたのだろう。

　たまにはいいんじゃないのかと、浴槽でくつろぐことにしたのだ。

　しかし、それが間違いだった。

　多分、これは風呂好き過激派による風呂アンチへの弾圧か何かなのだ。







　なんてことを、すぐ目の前で鼻歌混じりに身体を洗っているネメを観察しながら考えていた。

　もちろんここは風呂場なので、彼女は完全な裸体であった。タオルなどで局所を隠しているわけでもない。いわば、生まれたままの状態だ。

　しかも、ネメは俺の存在に気づいていないようだ。浴槽に目も向けず、シャワーを流している。

　そう、俺は人生最大の窮地に陥っているのだ。それも現在進行形で。

　まず、最初に弁解させて欲しい。

　これはなんら変態行為などではなく、俺の意図した状況ではないと。

　こうなった原因は理解しているつもりだ。

　誰も悪くない。不幸な偶然の重なり合いから起こってしまった悲劇なんだ――。

　こうなった、まず一つ目原因。それは俺が疲れていたことだ。

　今日はとても疲れていた。だから、珍しく風呂で羽を伸ばすことにしたのだが、その疲れた状態で、浴槽で休んでいたらどうなるか。

　答えは簡単だ。寝る。寝てしまう。

　湯船に浸かりながら俺は寝てしまったのだ。

　不幸中の幸いとしては、俺が寝ている間に体勢を崩して溺れなかったことだろう。

　風呂場で寝ると死ぬこともあるっていうし、仮にも一流冒険者のパーティーであるメンバーが入浴中に死んだとあらば、なんとも情けないエピソードとして語り継がれてしまいそうだ。

　二つ目の原因は、俺が入浴中に《隠おん密みつ》を使っていたことだ。

　最近の俺は、アーツ上達のため、暇さえ見つければすぐ《隠密》の練習をすることにしている。

　今日も例に漏れず、《隠密》の練習をしていたところだった。

　そして、三つ目の原因は俺の《隠密》が想像以上に上達してしまったことだ。

　暇さえ見つければ《隠密》の練習をしているのだから、《隠密》の精度も上がってくる。

　ここ最近でいえば、俺の気配はネメやエリンからでは捉えられないようになっていた。

　そして、隙あらば《隠密》を発動するようにしていたせいか、寝ている最中も《隠密》が解けないようになっていた。

　ということを、今日、この瞬間発見した。

　こんなに嬉うれしく感じられない成長初めてだ。

　急な成長とか要らないから、俺をここから出して……。

　しかし、幸いなことに現在俺が浴槽にいることは《隠密》により、ネメにはばれていないようだ。

　彼女は浴槽に目もくれず、「ふんふん〜ふ〜ん〜♪」とご機嫌そうに足の指を念入りに洗っている。

　だが、今ばれていないからと言って悠長に構えている暇はない。

　もう一度言おう。ネメは足の指を洗っているのだ。身体の大部分を洗い終え、最後に身体の隅を洗う段階まできてしまったのだ。

　実のところ、俺はネメが髪を洗い出した時から起きていた。

　最初、目が覚めた時点では夢かと思った。

　なんて夢を見てしまったんだろう。ネメに申し訳ない。とか、俺って実はロリコンだったのか？　などあれこれ考えてしまった。

　でも、次第にこれ夢じゃないぞと気づき、事態の深刻さを感じ始めて思考が固まっていたら、いつの間にかネメが身体を洗い終えるタイムリミットが来てしまった。

　身体を洗い終えた後の人がすることといえば、湯船に入ることだろう。

　その時が来れば俺のパーティー生活は終わってしまう。

　流石さすがの《隠密》状態でも、ネメが浴槽に注意を向けたら俺の存在がばれてしまうことは確実だった。

　もうこうなったら、ネメが湯船に入らず、シャワーを浴びただけで風呂を済ますことを期待するしかない。

「ゆ、ゆ、湯船です〜♪」

　無理だ……。なんか湯船に入るぞオーラ出してる……。鼻歌まで歌ってるし……。

　俺の『到達する者アライバーズ』生活はここで終わるんだ。変態の烙らく印いんを押され、パーティーでの居場所を失い、路頭に迷う。

　一直線の『到達する者アライバーズ』放逐ルートが俺には見えていた。

　だが、一つだけ弁明しておきたい。

　俺はネメを性的な目で見ていない。それだけは確かだ。

　目が覚めてからずっと黙って浴槽に隠れ潜んでいた俺だけども、それはやましい気持ちがあってのものではない。

　自分の保身だけを考えたゆえの潜伏であり、断じて覗のぞき目的ではなかった。

　ネメのロリボディーはいくら女性経験が少ない俺といっても射程圏外だったし、興奮など微み塵じんもしていない。

　身体からだのとある一部が反応していないのがその証拠だった。

　まあ、そんな弁明意味ないんだろうけどな……。

　シャワーからお湯が流れる音が聞こえる。ネメはもう身体についている泡を洗い流している状態だった。

　終わりの時はもう近い。あと一分もないだろう。

　俺はというと既に諦めの境地に至っていた。

　ここまで来たらもう、どう挽ばん回かいすることもできないだろう。後は死の瞬間を穏やかに受け入れるくらいしかできることがなかった。

　シャワーを止める音が聞こえた。ガコンッ、っとシャワーが壁にかけられる。

　遂ついに終末の時が来た。

「湯船♪　湯船♪　湯船に入りますです〜♪」

　浴槽に入ろうと片足を上げているネメと目が合った。

「……」

　ネメの瞳が徐々に見開かれていった。完全に焦点が俺へと定まる。

　彼女が口を開こうとしている。このままではまずい。

　その瞬間、俺の脳はフル回転していた。神経の伝達速度が限界を超え、状況の打開に向ける一手を無意識に選び取った。

「えっ……ネメ姉さん……どうしてここに……？　もしかして、変態……？」

「ま、待ってくださいです！　どうしてそうなるですか!?　えっ、えっ!?　状況が全く理解できないです!?」

「そ、そんな大きな声出したら誰かに気づかれますよ！　静かにしてください！　じゃないとネメ姉さんが変態だってばれますよ！」

「ネメは変態じゃ――」

「とりあえず黙ってください」

　浴槽の縁にまたがっていたネメの身体を引き寄せ、手で無理やり口を塞いだ。

　光景だけ見れば、完全に犯罪者のそれである。

「んーっん！　んーんん！　くっ、苦しっ！　は、放しっ――」

「あっ、すみません」

　呼吸が苦しそうだったので、口から手を放す。

　ぜえはぁ言いながら、ネメは息を調えていた。

「ちょ、ちょっと待ってくださいです！　どうしてネメが変態になるです？　変態はノートの方じゃ――」
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「いやいや待ってくださいよ。変態はネメ姉さんですよ。だって、後から風呂場に入ってきたでしょ？　俺が浴槽で寝ていたのに。俺が寝ている隙に風呂場に入って裸を見てくるって完全に変態じゃないですか」

　そう、俺が選び取った手段とは、変態の汚名をネメに擦なすり付けようというものだった。

　あまりに稚拙で行き当たりばったりな作戦。

　そんなもの成功するはずないように思えたが――。

「た、確かにそう言われればです。あ、あれ？　も、もしかして、変態はネメの方……？」

　ちょろかった。ネメ姉さん、ちょろすぎる。

「ち、違うです！　ね、ネメは、わ、わざとじゃなく――」

　しかも、滅め茶ちや苦く茶ちやテンパっていた。顔を真っ赤にして手を振っている。

「い、いやらしい気持ちとか、の、ノートの裸を見ようとか思ってなくて――」

「わかってますよ。ネメ姉さんがそういうことをする人間じゃないって。わざとじゃないんですよね」

「ノート……信じてくれてありがとうです……」

　目を輝かして俺の手を握ってくるネメ。

　彼女の中では、自分が変態行為をしてしまって、俺がそれを許したという構図が出来上がってしまったようだ。

　いくらなんでもちょろすぎないか？

　まあ、俺の思惑通りに事が進んだから満足なんだけど。

　これが入ってきたのがエリンとかだったら、完全に終わっていた。このとんでも理論じゃ、エリンは騙だまされないだろう。

　ちなみにロズリアが入ってきた場合は、別の意味で終わっていたと思う。俺の貞操的な意味で。

「っていうか近すぎないです……？」

　茹ゆで蛸だこみたいに顔を真っ赤にしたままのネメが言う。

「近すぎるって？」

「か、身体の距離です！」

　言われて気がついた。大声を出すネメの口を塞ぐため、無我夢中になっていたせいでネメの身体を抱いているような状況になっていた。

　明らかにこれはアウトだろう。裸同士で密着しているわけだし。

　ネメの身体を放すと、彼女は浴槽の隅へと移動していった。

　隅といっても、この浴槽は小さいので俺の足へ乗っかっている感じになる。

　ネメの柔らかいお尻の感触が俺の脛すねへ覆い被かぶさっていた。

「あのー、ネメ姉さん……」

「は、はい！　なんですか!?」

　ネメはビクッと身体を上げた。

「さっきからちらちらと見ないでください」

「み、見てないです！」

「だから大声」

　慌てて口を押さえる素振り見せる。顔は先程よりも赤く、もはや茹蛸を茹ゆでる炎のようだった。

「大声注意してくださいよ。この状態が他のメンバーにばれたらまずいですし」

「ノートが変なこと言うからです！」

　って言われてもな……。

　絶対、ちらちら見てきたと思うんだよな……。どことは言わないけれど……。

　徐々に下がっていくネメの虹こう彩さいを睨にらんでいると、ふと顔を上げたネメと目が合った。

「だ、だから違うです！」

「もういいですよ……」

　俺も散々ネメの裸を見てしまったわけだし、見られたところでとりわけ騒ぐつもりもない。

　多分、ネメもいやらしい気持ちとかなく、知的好奇心的な何かなんだろう。

　ロズリアがパーティーに加入した日のやりとりで、ネメに男性経験がないのはわかっていることだし。

「そ、それより！」

　今度は露骨に目を逸そらしてネメは話し始めた。

「ノートはネメが風呂に入ってきたのをいつから気づいていたんです？」

「髪を洗ってた時くらいですね」

「それって結構前のことじゃないですか！　もっと早く言ってくださいです！」

「あの時は自分もテンパってて、どうしていいかわからなかったんですよ」

　そう言って、俺が風呂に入った状況やネメが俺に気づかなかった理由等を詳しく説明した。

　一通り聞き終えると、ネメは口を開いた。

「それって、ネメだけじゃなくノートにも非がある気がするです……」

「まあ、俺も悪かったとは思いますけど……」

　いや、俺が90％くらい悪いと思います。完全な不注意でした。

「で、そろそろ出ていってくださいよ。風呂場から」

　俺の足にまたがっているネメに切り出す。

　対して彼女は目を丸くして、俺の言葉の意味がわからないといった様子だった。

「どうしてネメが出なくちゃいけないんです？　先に出るのはノートの方じゃ……？　ネメはまだ湯船に全然浸つかってないです！」

「よく考えてみてください。ネメ姉さんが入った後の風呂場から俺が出てきたらみんな不審に思うでしょ！　だから、ネメ姉さんが出ていってください！」

「でも、そうしたらネメはもうお風呂に入れないです！　風呂場から出て、もう一度お風呂に入り直す方が変だと思うです！」

「じゃあ、もう一度お風呂入るの我慢してくださいよ」

「駄目です！　お風呂のことに関しては譲れないです！」

　なるほど……こんな近くに風呂好き過激派がいたとは……。

「じゃあ、どうすればいいんですか？　ネメ姉さんがお風呂出るまで、俺も出るの待てってことですか？」

「そういうことです！」

「それのぼせそうなんですけどね……」

　どのくらい風呂に入ってるんだよ、俺？　かれこれ一時間以上は入っていると思う。

「そこはネメの回復スペルに任せるです！」

　意気揚々と拳を振り上げるネメ。

　というか、ネメはいいのかよ。俺と一緒に風呂に入ってる状況で。

　まあ、ネメが問題ないならいいけど。俺もここから叩たたき出されたら困るし……。

「じゃあ、しばらく一緒に入りますか」

　こうして二人の奇妙な入浴タイムは続いたのであった。
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　こうした災難もあったが、『到達する者アライバーズ』のダンジョン探索自体はなんの滞りもなく順調に進んでいた。

　流石さすが、ダンジョン探索で名をはせている一流パーティーなだけある。

　フォースやジンはモンスターとの接近戦で負ける気配すらしないし、一人でボスモンスターと渡り合うことすらできる。

　エリンのスペルはモンスターの軍勢を焼き払うし、ネメの回復や支援スペルも負けていない。

　新メンバーであるロズリアも、このパーティーに相応ふさわしい働きをしていた。

　ということは、六人の中で何も活躍していないのは俺だけということになり、そんな自分は今日も修業を行っていた。

　ジンとの手合わせによる回避アーツの習得。それが今の俺の一番の課題だった。

　だが、この俺も全く成長していないわけじゃない。

「かかってきてください」

　それは表面上では普段通りの誘い文句だが、今日は意味合いが異なっていた。

　――絶対に《離脱ウイズドロー》を成功させて、ジンの攻撃を避けてやる。

　今日の俺には《離脱ウイズドロー》を成功させる算段があった。

　今までずっと一人、空き地に残って《離脱ウイズドロー》を練習していた。その成果がやっと実になったのだ。

　どうせできるようになったんだったら、その力でジンをあっと言わせてみたい。

　予想外の《離脱ウイズドロー》で驚かせて、最強の暗殺者相手に一矢報いたかった。

　気を引き締め、右手でダガーナイフを構える。俺にとっての臨戦態勢だ。

　ジンの初動を決して見逃さないように目を見開く。

　しかし、彼の挙動だけに集中するわけにはいかない。

　普段より僅かだけだが、右足に重心を落とす。

　ジンに思惑がばれないよう、なるべくいつも通りに。けれど、《離脱ウイズドロー》が発動できるくらいの。

　コップの縁ギリギリに水を注ぐような、絶妙な加減の調節をしていた。

　目の前の男は俺が《離脱ウイズドロー》を使えるとわかれば、それに対応してくる。そう確信していた。そのくらい彼の実力は信頼できる。

　だから、《離脱ウイズドロー》を使えることを隠す必要があった。最初の一回にしか選べない奇襲的戦法だ。

　そうまでして、俺はジンに一矢報いたかった。

　静かに。だけど、もったいぶらず。右足のふくらはぎに力を溜ためていく。

　徐々に。焦っちゃだめだ。ゆっくりと最大限引き絞るんだ。

　俺の準備がちょうど終わった次の瞬間。

　ジンの口が開いた。

「――《絶影》」

　音が鼓膜を震わせる前に、俺は動き出した。

　――《離脱ウイズドロー》。

　攻撃の合図を耳にしてからじゃ遅すぎる。彼の動きを目で追ってからじゃ間に合わない。

　何度も手合わせをして、身体からだに刻み込まれたジンの攻撃速度。

　その経験則だけを頼りに、後方へと跳んだ。

　視界が遠のき、空気の壁が背中を圧おす。《離脱ウイズドロー》の感覚だ。

　一瞬だけだが、自分の成功を確信してしまった。しかし、それは間違いだった。

　ぐっ。いつの間にか、ジンが目の前にいた。

　なんで。どうして。ジンがそこにいるんだ。おかしいだろ。

　確かに《離脱ウイズドロー》は成功したはずだ。だったら。なんで？

　その答えは単純だった。単純だからゆえの敵わなさ。

　俺の《離脱ウイズドロー》よりジンの方が速い。それだけのことだった。

《絶影》と《縮地》の同時発動――。

　影の速さは俺の認識速度を超えていた。瞬まばたきをする暇もなく、ジンが視界から外れる。

　直後、感じ取ったのは襟の後ろを摑つかまれた感覚。

　全力で後方へ離脱する俺の背後を取ってきたのだ。

　俺の《離脱ウイズドロー》が完全敗北した瞬間だった。

　ジンはそのまま《流線回避ストリーム》により、俺の《離脱ウイズドロー》のエネルギーを下へと受け流す。

　俺はたちまち地面へ転がるはめとなった。

「降参です」

　もうここまで来たら素直に負けを認めるしかない。大の字になって両手を上げる。

　ここまで鮮やかに負けると、逆に気分がすっきりしてくるのが不思議なもんだ。

「やるじゃないか、ノート君。既に回避アーツを身につけているなんて」

　ジンからのお褒めの言葉も、ここまで実力差を見せつけられたら心に響かない。

　精一杯頑張って練習したつもりなのに、こうもあっさり破られるとは。

　少しばかりは予想していたのだが、実際にそうなってみるとショックが大きかった。

　人間、あまりに衝撃を受けると笑ってしまうらしい。なんか気がついたら口元がほころんでいた。

「ありがとうございます。まあ、ジンさんの攻撃は全く避けられなかったですけどね」

「ボクも少し本気を出しちゃったからね」

　恥ずかしそうに振り上げた右手で頭を搔かくジン。

『少し』という表現から、彼の本気がこんなものではないことが窺うかがえた。

　手加減したジンの攻撃を避けたいのではない。彼の全力を打ち破りたい。

　実はそんな分不相応な野望を俺は胸に秘めていた。

　なんの戦闘スキルも持っていない。才能があるわけでもない。

　だけど、こんな俺でも『到達する者アライバーズ』の一員なのだ。

　ジンと肩を並べて戦いたいと願って当然だ。たとえそれが決して叶かなわない望みだとしても。

　だから、ジンとの実力差が未いまだかけ離れている現状が、俺の心に重くのしかかる。

　こんなんじゃ全然駄目だ。練習が足りない。努力も足りない。

《離脱ウイズドロー》の速さが足りない。精度だって足りない。この完成度じゃ簡単に避けられてしまう。

　それに《離脱ウイズドロー》だけじゃ駄目だ。ジンの攻撃を躱かわせない。早く次のアーツも身につけなければ。

　俺の修業は少しだけ進歩したにもかかわらず、見えてきた課題は増えていく一方だった。
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　ロズリアがパーティーに加入してから四カ月ほど過ぎた。

　新たな戦力が加わった『到達する者アライバーズ』は順調に階層を突破していき、気づいたらパーティー最高到達階層を更新して16階層までたどり着いていた。

　あまりにあっけない目標達成に流石の俺でも拍子抜けしてしまう。

　この街にいるほとんどのパーティーが達成してない16階層到達という偉業を、こんなに簡単に成し遂げてしまっていいのかと戸惑っていたが、よく考えたらここまでの道中で俺は戦闘に加わってなかったし、当然か。

　他人の力を１００％借りて進んだ俺が煮え切らない気持ちを抱えるのは当たり前だ。

　むしろ、「ここまでよく頑張ったな、俺」などと自信満々に、他人の功績をさも自分のもののように扱っていた方が怖い。

　そこまで厚かましい人間には絶対になれないだろう。

「それにしても不気味だよなー」

　フォースが不意にぼやいた声が、辺りに響く。

　現在『到達する者アライバーズ』はというと、16階層に降り立って数分ほど探索をしていたところだ。

　普通の声量で話していても、16階層である闇夜の街では目立ってしまう。

　そのくらい、この階層は静けさに包まれていた。

「なんというか、生活感がない街ですよね」

　家や建物はところ狭しと並んでいるのだが、どうにも人が暮らしている街には見えなかった。

　街灯はあるのだが、通行人はいない。馬車などの移動手段として必要なものも見られない。

　街のタイルにはごみが一つも落ちていなく、汚れの欠片かけらも見られない。

　都市として機能している街ならこんなことは有り得ないだろう。

「そうだな――」

　と言いながら、フォースはそこら辺に存在する家の一つのドアに手をかけた。

　そのままなんの手ごたえもなく扉は開いた。

「ちょっと、何不用心に開けてるんですか。危ないですよ。モンスターが潜んでいるかもしれないのに」

「心配するなって。モンスターが出てきたら倒せばいいだけだろ？　それにさっきお前、《索敵》でここら辺の家にはモンスターが隠れてないって言ってたじゃねえか」

「そうですけど……」

　だけど不用心すぎる。俺の《索敵》では気配を察知できないモンスターがいるかもしれないのに。

「確かにノート君の言う通りだと思うよ」

　ありがたいことにジンが助け舟を出してくれた。

「この階層はボク達たちにとっても初見だしね。それにダンジョンの階層難易度は５階層ごとに格段に跳ね上がるから注意は必要だよ」

　これは事前にもジンに聞いた話だった。

　ダンジョンは階層が進むごとに難易度が上がっていくが、５階層から６階層、10階層から11階層といった５の倍数の区切りで階層難易度が跳ね上がるらしい。

　よって、この16階層も先の15階層ほど簡単にはいかないはずだ。

　とはいっても、ジン達が戦闘に苦労する姿など想像できないのだが……。

　衣服や食器、その他小物のない家の中を見て回っていると、ジンから声がかかる。

「【地図化マツピング】を持つキミから見て、この家は変に映ったりするのかな？」

「間取り的には普通の家ですし、隠し通路もなさそうですから逆に普通の家って感じがしますね。でも、実際に見た様子だと、誰も住んでいないのに家具だけ置いてあるって雰囲気で異様に感じますけどね」

【地図化マツピング】は建物の間取りなど比較的細かい情報も得られる。

　３スロットを占める点さえ除けば、割と悪くはないスキルなのに……と思うことも多々あった。

「他の建物にもモンスターは隠れていないんだよね？」

　ジンからの確認に頷うなずく。

「そうですね。ここから少し離れたところにいるモンスターは全部路上にいるようです」

　16階層からは、パーティーが作った地図が存在していない。

【地図化マツピング】スキル持ちの俺にとっての、やっとの出番だった。

　今は、【地図化マツピング】、《索敵》、《罠わな探知》の役割をパーティー内で担っている状況だ。

　やっと与えられた役割に少しだけ心が躍っていたのが本音だった。

「屋外だったら戦いやすそうだし、一度モンスター達と交戦してみようかな。この階層に出る敵の特徴も摑んでみたいし」

　ジンが探索の方向性を決める。もちろんメンバーから反対意見が出るわけもない。

　このパーティーの行動指針はほとんどジンが決め、みんながそれに従うパターンが通例だった。

　六人は生活感のない気味悪い家屋を後にした。







　家を出て大通りを横切ると、住宅密集地らしき区画から抜けたようだ。

　住居とは造りが異なる、店らしき建物が視界に入る。

「見てくださいです！　商品も並んでいるみたいです！」

　ネメは斜め前の店の中に備えられた売り場の棚に駆け寄る。

　またしても不用心な行動を取るパーティーメンバーだったが、もう注意するのも面倒になってきた。

《索敵》でモンスターが潜んでいないこともわかってるし、まあいいか。

　危険が近づいていたらジンがなんとかしてくれるだろう。

　ネメが駆け寄った店の屋根にはテントが張ってあり、そこには何か模様が描かれていた。

　なんだろう。あれは？　文字だろうか？　細い線でうねうね書かれているし。

　しかし、どう頑張っても俺には読めなそうだ。俺の知らない言語なのだろうか？

　俺が注視していると、エリンが隣にやってきた。

「『スーパー　ヒヒーン』って書いてあるわね？」

「えっ!?　どこに!?」

「ノートがさっき見てた文字のことよ」

「あれやっぱ文字だったの!?っていうか読めるの!?」

「そんなの当たり前じゃない」

「どこが当たり前なんだよ……」

　俺には彼女が当たり前と言う意味が全くわからなかった。

　エリンは言葉足らずなんだよ……。

　もしかして、と思って目の前の少女の全身をまじまじと見つめた。

「はっ、もしかして……エリンはこの街で生まれたダンジョン産のモンスターだったとか？」

「そんな衝撃の展開ないわよ！　私みたいな一流魔導士がダンジョン文字を読めないはずないでしょ？」

「ダンジョン文字？」

　知らない単語が現れたので、思わず尋ねてしまった。

　俺の様子にエリンは面倒そうな様子でため息を吐ついた。

「あなた、そんなことも知らないのね」

　エリンの口ぶりにちょっとイラッてきたが、ダンジョン文字の説明とやらが聞きたかったのでグッと堪こらえる。

　まあ、エリンの言う通り、俺はダンジョンや魔法などの知識は乏しい。

　故郷のチャングズにいた頃は、まさか自分が冒険者の中でも物好きしか挑戦しないような危険蔓延はびこる地、ダンジョンに挑戦することになるとは思わなかった。そのため、予備知識とかもない。

　チャングズは小さな村だったので、魔法などを教わる施設もなかった。

　魔法とはスペルの中でも、エリンのような魔導士が使うもののことを指す。

　ネメやロズリアが使うスペルは厳密には魔法じゃなくて神聖術という。

　魔法を使えるようになるには多額の金や恵まれた周囲の環境が必要となるとされていた。

　魔法使いを目指す者は幼い頃からの学習が必要となる。

　魔法を会得するには、膨大な知識量が必要であり、一朝一夕で詰め込めるようなものではない。

　それに小さい頃から魔法の練習を行うことで、スペルがより早く身につくようになり、保有する魔力量も大きくなるらしい。

　そのような背景があるため、魔法使いとして大成するには親や魔法系の学校からの早期教育が必要とされていた。

　だから、お金や恵まれた環境が必要なのだ。

　ちなみに15歳までに魔法の修練をしていると魔法関連のスキルが得られやすいらしい。

　それは魔法以外にも当てはまるらしく、15歳までの教育である程度スキルの指向性が得られるらしい。

　俺もチャングズにいた頃は軽く剣の稽古をしていたが、得られたスキルは【地図化マツピング】だった。

　なんでだよ……。

　まあ、確率が少し増えるってだけの話みたいで、俺みたいな例外はよくあるらしい。

　そんなわけで、魔法に縁のない生活をしていた俺はエリンの話に興味を持っていた。

　彼女の説明に耳を傾けることにする。

「ダンジョン文字っていうのはね、ダンジョンのそこら中に書かれている文字のことよ」

「説明がそのまますぎませんか？　エリン先生？」

「うるさいわね……黙って最後まで話を聞きなさい」

「はい、エリン先生！」

「……」

　俺の悪ふざけを華麗にスルーされた。少しくらい乗ってくれても良かったのに……。

「ダンジョン内にある文字には様々な情報が詰まっていて、今いる階層が何階層なのかといった簡単な情報から、階層攻略のヒント、スペルやアーツにまつわる情報など貴重な知識まで書かれているわ」

「どうしてそんな情報がダンジョン内にわざわざ書かれているんだ？」

「それは魔法学会でも永遠の謎とされているのよ……。今、一番有力な説はダンジョンを造った何者かが、私達人類にダンジョンを攻略してもらうためのメッセージだっていうもの。これはダンジョンが神によって造られた試練と言われている理由にもなっているのよ」

　次から次へと新しい情報が入ってきてわけがわかんなくなってきた。

　魔法学会ってなんだよ。新ワード入れてくるなよ。

　多分、エリンは学校で教職に就いたら生徒達に「あの先生の授業わかりにくい」って陰口を叩たたかれるタイプの先生だ。

　とはいっても、話を逸そらした俺も悪いけど……。

「話ちゃんと聞いてるの、ノート!?」

「はい、聞いてますって、先生」

「それで次はどうして魔導士がダンジョン文字を勉強するかよ。それはね――」

「話の流れから大体わかったから説明しなくていいよ。どうせ、スペルを勉強するには、スペルについてたくさんの情報が記されているダンジョン文字を読めるようにした方がいいからとかでしょ？」

　なんかこの茶番も飽きてきた。俺の興味はエリンの冗長な説明のせいで冷めていた。

　逆にエリンは少し気分が乗ってきたみたいで、

「うっ……そうだけど……それで……次は……」

　更なる知識をひけらかそうと唸うなっていた。

　エリン先生にはここらで教壇から降りてもらおう。

「ネメ姉さん、店の中に何かありましたか？」

「えっ……ちょっと……待っ――」

　エリンの呼び止める声を無視して、ネメの下へ向かう。

　ネメも俺の声に反応して、手を振っていた。

「みんな来てくださいです！　店で売られているのが全部にんじんです！」

　ん？　言っている意味がわからない。頭でもおかしくなったのか……？

　とりあえず真偽を確かめようと、五人はネメに駆け寄った。

「本当に全部人にん参じんだね……」

　ジンが店に並んでいたオレンジ色の野菜を一つ手に取った。

　彼の手にするものと同じような野菜が店中に置かれている。

「この階層にいる間は食料には困らなそうだな」

「そういう問題ですか……」

　ジンと同様、人参をまじまじと眺めているフォースにツッコミを入れる。

「ずっと人参だけ食べてちゃ飽きますよ」

「でも、わかりませんよ！　ノートくん！」

「なんだよ、ロズリア……」

「エリンさんの【料理・小】スキルなら飽きないように美お味いしく調理できるかもしれませんよ！　【料理・小】スキルなら！」

　おい、ロズリア！　それ絶対エリンを煽あおっているよね!?　わざわざ【料理・小】の部分を強調してるし！

　ほら、エリンがこっち睨にらんできてるじゃん！　俺まで悪口言ってる風になってるじゃん！　俺、何も言ってないのに！

　ロズリアがこのパーティーに入ってきてから、エリンを煽る人が二倍に増えたせいで、エリンの機嫌が悪くなりがちなんだよ。マジでこの雰囲気どうにかしてくれ。

「見てくださいです！　あっちの店も人参だらけです！」

　俺の気苦労もつゆ知らず、ネメははす向かいの店へとことこと駆けていく。

　俺達たちも続いて歩いていくと、店内に陳列されている商品は案の定人参だらけだった。







「何よ……この階層……。不気味ったらありゃしないわ……」

　エリンの呟つぶやきもごもっともだった。

　俺達はあれからいくつもの店を回ったが、店内に並んでいるのはどれも人参だけ。

　他の商品は全く見当たらなかった。

　こんなに大量の人参を見ていると頭がおかしくなりそうだ。

　まるで誰かが雑に造った街。そういう表現がぴったりの階層だった。

　先程、エリンが言っていたダンジョンを造ったのが神だという説もあながち否定できないような気がしてきた。

　ただ、もし俺が全知全能の神ならもっとまともな都市を造り上げただろう。

　もしかして神とやらは案外万能でないのかもしれない。

「そろそろモンスターと遭遇しますから気を引き締めてくださいよ」

　俺は自分に言い聞かせるように、パーティーメンバーに忠告を投げかけた。

　気配の数は十。距離は１００ｍないくらい。建物を三つ、道の二つほど先にモンスターの気配があった。

　十という数は少し多めだ。群れるタイプのモンスターなのかもしれない。

　十体のモンスターから感じられる脅威度はどれも一様で、強さや種類に優劣がないようだ。

「わざわざ戦闘する必要のない距離だけど、一応戦ってみようか。みんなもそれでいい？」

　ジンの提案に一同は頷うなずいた。

　建物同士の間にある小路を抜け、静かにモンスターとの距離を詰める。

　そのままモンスター達の進行方向へと場所取りをし、曲がり角で待ち構えることにした。

　相手の様子を確認しようと、ジンは《隠おん密みつ》を使いながら、曲がり角から顔を出した。

「なんだあれ……」

　どうも歯切れの悪い反応だ。

　珍しいジンの反応に興味がそそられたのか、ネメが自分も見てみたいと急せかしてくる。

　仕方ないので、彼女の肩に手を置き、《隠密》を発動させた。

「馬が――」

「――二足歩行してるです」

「何よ、その感想……」

　俺達の口から漏れ出た感想にケチをつけてくるエリン。

　いや、エリンも見てみろって。そうとしか言いようがないから。

「一体何がいるの？」

「ウマ人です！」

　ネメがすぐさま答える。

「ウマ人って何よ!?」

「ネメの造語です！」

「造語のセンスないわね！」

　いや、珍しく今回だけはネメを擁護したい。

　ネメの表現は正しい。あれはどう見てもウマ人だ。

　エリンも見てみろって。本当、そうとしか言いようがないから。

「じゃあ、奇襲かけるよ」

　ジンの言葉を合図に、俺達六人は飛び出した。

「あっ！　ほんとにウマ人っ！」

　エリンのうるさい叫びは無視することにしよう。

　先頭を走るのはジンだった。《登破クライム》で重力に逆らいながら建物の壁を駆けていく。

　そのままウマ人達の下へ降り立ち、二人の首を刈った。

　あまりにあっけなく成功してしまった奇襲に、この階層のモンスターも大したことないのかと一瞬だけ思ってしまった。

　それは他の五人にも言えたことだろう。

　俺達の一瞬の隙をつくように、奥にいたウマ人が首にかけていた笛を吹いた。




　ピ――――ッ！




　甲高い大きな音に、全員がひるんでしまう。

　しかし、残りのウマ人達は手にしていた槍やりを構えているのみで、襲ってこなかった。

　完全なる防御態勢。安易な攻撃を仕掛けてこない彼らに焦りを覚え、大声を出した。

「合図です！　その笛、仲間を呼ぶ合図みたいです！」

《索敵》により、おびただしい数のモンスターがこちらに集まってくるのを察知してしまった。

　ジンも俺と同じように《索敵》で危険を察知したのだろう。

「ここから逃げよう！　この数に囲まれるのはまずい！」

　口を動かしながらも、黒刀を振るった。

　生き物のようにうねる刀身が、目の前のウマ人の足を切り裂く。

　敵の殲せん滅めつから機動力を奪う方針へ変更したのだろう。

　ジンの次に先行していたフォースも、身体からだを翻し退却の構えを取る。

「ノートくん、道案内お願い！」

「はい！」

　集まってくるモンスターの居場所を探れるのは俺とジンのみだ。

　ジンは今、ウマ人との交戦で手が空いていないし、俺には【地図化マツピング】だってある。

　どうやら、ジンの指示通り、自分が退避ルートを決めなくちゃいけないようだ。

　モンスターが比較的少ない区画へ進む道を即座に考える。

　それになるべくなら、先へ進みたい。スタート地点から離れる方向へ進んだ方がいいだろう。

　大体の指針を決め、走り出す。

「ロズリア、案内するから前お願い！」

　戦闘能力のない俺が先頭を走るのは心こころ許もとない。いくらモンスターがいない道を行こうとしても、何体かとの交戦は必要に思えた。

「そこの道、右に行って！」

　ロズリアに指示を飛ばしつつ、足の遅いネメを抱えて走る。

　こういう場合ネメを保護するのは俺の役目だ。毎朝、ランニングをしていた備えが今に活いきていた。

　ロズリアとネメと俺の後ろを、他の三人もちゃんとついてきているようだ。

　後ろは気にしないでいいだろう。退避ルートを選ぶことに集中しよう。

　右へ左へ。いくら進行方向を変えても、モンスターの包囲網は確実に狭まっていた。

　やっぱり交戦は避けられなそうだ。

「その先の道に三体、モンスターがいる！　どうにかして！」

「どうにかって雑すぎませんか！」

「じゃあ、なんとか！」

「大して変わらないですよ！」







[image: ]







　叫びながら、ロズリアは小路から現れたウマ人の一人に向かって、速度を落とさないまま突撃していった。

　走っていたエネルギーを持て余すことなく、盾でウマ人を弾はじき飛ばす。

　その場で回転し、残りのウマ人達を聖剣でスライスしていく。

　しかし、ロズリアが盾で弾き飛ばしたウマ人は大したダメージを受けていないようだった。

　家屋に叩たたきつけられた体を起こさないまま、笛を吹いた。

　またしても仲間を呼ぶ合図だろう。モンスターが集まってきているのが《索敵》で嫌というほどわかってしまう。

「ああっ！　もうっ！」

　ロズリアもそのことに気がついたのか、苛いら立だたしそうに地面を踏みつける。

「もうあれはほっといて逃げよう」

「わかりました……すみません……」

「いや、謝んなくていいから。ほら早く」

　倒れているウマ人に恨みの視線を送るロズリアを急かす。

　階層中の仲間を呼ぶモンスター達。

　確かにこの階層は厄介かもしれない。

　今までの階層にはこんな面倒な特徴を持つモンスターは存在しなかった。

　さすがは16階層といったところだ。

　今まで通り、簡単に攻略――とはいかなそうである。







「エリンっ！」

　フォースが叫ぶ。走りながら声を出しているせいか、荒い息づかいだ。

「わかっているわよ！」

　強気の口調で応えるエリンも表情は余裕がなさそうだった。

　エリンは特段体力に自信があるってタイプではない。並の冒険者よりかはあるのだろうが、それでも後衛の魔導士である。

　ネメを除いた五人の中では一番走り続けるのが苦手だろう。

　そんな中でも足を動かしながら、魔力を練る彼女がパーティーの中で一番疲弊していた。

　だけど、この窮地だ。休ませてあげるわけにもいかない。

　後ろから迫るのは何十体ものウマ人。

　その群れに向かってエリンは杖つえを振りかぶった。

「――《雷迅奔走》！」

　杖の先端から雷撃の波が放たれる。唱えられたのはエリンお得意の雷系範囲殲滅型魔法だ。

　彼女が全力をもって撃った魔法は、迫り来るウマ人達たちの集団を焼き払う。

　辺り一面の建物ごとぶち抜く特大威力。

　彼女がいかに一流の魔導士かがわかる一撃だ。

　しかし、崩れた瓦が礫れきからぼんやりとだが人影が現れる。

　全滅はさせられなかったようだ。聞き飽きた笛の音がこだましていた。

「ほんと、キリないわねっ！」

　苛立たしそうに唇を嚙かみながらも、エリンは杖に魔力を込め直す。

　俺達はエリンのスペルで撃ち漏らしたウマ人達を置き去りにしたまま走り出していた。

『到達する者アライバーズ』がウマ人達に追われ出してから半日以上経たっていた。

　もちろん、ずっと走り続けていたわけではなく、一時は家屋の中に隠れ潜んで休憩することができた。

　しかし、ひとたび外に出て彼らに見つかれば、六対何百もの鬼ごっこが再開されてしまう。

　ウマ人達は個の力は『到達する者アライバーズ』のメンバーには及ばないが、数の力は偉大である。

　一度囲まれて、身動きが取れなくなってしまったら、自身の身を守れないネメや俺がピンチに陥ってしまうだろう。大変危険な相手である。

　また、ウマ人といっても、彼らには幾分かの多様性があった。

　最初に出会った、槍を持つ軽装備のウマ人。

　最も遭遇する頻度の高い彼らを、俺達は便宜上『ウマ兵』と呼んでいた。

　もちろん命名者はネメである。

　次に個体数が多いのはフルプレートで全身を覆う重装備のウマ人。

『ウマ騎士』と呼んでいる彼らと遭遇すれば比較的幸運な方だろう。

　ウマ騎士は重い鎧よろいのせいでウマ兵ほど機動力がない。

　遭遇時の距離さえ離れていれば、簡単に逃げ切れる。

　しかし、耐久力などはウマ兵よりも優れているため、たまにエリンのスペルなども耐え切ることがあり、仲間を呼ばれることも多い。結局は厄介な相手である。

　他にも『ウマ魔導士』や『ウマ弓兵』などの種類もいるが、彼らはレアな部類だ。

　滅多に出会えないが、出会ったら大抵窮地に陥る。折角のレアなのに全く嬉うれしくない。

　不思議なことに戦闘能力を持たないウマ人は一人もいなかった。

　誰もが兵であり、普通に暮らしている住民のようなウマ人は一人も見つからない。

　この街に生活感がないのも、そのせいなのかもしれない。

　これは俺の勝手な感覚だが、この階層はウマ人達が生活している街というより、ウマ人達が生活しているというテーマに基づいて造られ、そこのウマ人達を配置しただけの街といった方がいいように思えた。

「前方に門みたいのを見つけました。このまま向かいますか？」

【地図化マツピング】スキルで映し出される街の様子に変化が現れた。

　俺達は現在街の奥へと向かっているのだが、進行方向側の地図の端に大きな門とそこから左右に広がる壁が確認できたのだ。

　今いる場所からの距離は【地図化マツピング】スキルの限界効果範囲である１ｋｍほどだ。

　門と壁は街の奥と手前を分断するように立ちはだかっていた。

「このまま立ち止まることもできなそうだし、危険かもしれないけど向かおう！　行くしかない！」

　ジンは少し悩む素振りを見せたが即座に決断した。

　ウマ人がひしめく大通りを避け、入り組んだ小路を頼りに門へと向かう。

　しかし、途中何度もウマ人達に発見され、笛を吹かれてしまった。

　そのたびに進路変更を余儀なくされ、何度も遠回りした後、やっとのことで門が視界に現れた。

　そこら中の建物よりも数周りも大きい木の扉。どう考えても乗り越えられる大きさじゃない。

　扉の上には何やら文字が書いてある。あれもダンジョン文字だろう。

　門の両脇には一人ずつウマ人が立っていた。あれはウマ兵だ。

　この門の警備はなおざりにされているようだ。

「『この先、中ボス出現！』って書いてあるわよ。どうするの？」

「中ボス？」

　エリンが読み上げた言葉に首を傾かしげる。

　中ボス。初めて聞く単語だ。今までの階層で一度も出てこなかった存在である。

「なんだろうね、中ボスって」

　どうやらジンも心当たりがないようだった。

　ダンジョンは５階層ごとに難易度が跳ね上がる。ダンジョン攻略も半分を過ぎたことだし、これは16階層からの新たなギミックなのだろうか。

「ここで立ち止まってても仕方ないしね。中ボスとやらは怖いけど、先に進んじゃおうか。どうせ、この階層を攻略するには戦わなくちゃいけない相手だろうし――」

「わかったわ」

　エリンはジンの言葉を最後まで聞かずして、雷撃を扉に向かって放った。

「普通に開けないんだ……」

　確かにあの大きな扉の開け方よくわかんないし、壊す方が手っ取り早そうだけど……。

　それにしても、脳筋すぎない……？

　木の扉はもちろんのこと周りの石の門まで完全に破壊されていた。

「さあ、行くわよ」

「お、おう……」

　平然としているエリンに戸惑いつつ、門の先へと進む。

　奥の区画は手前の区画と見た感じではあまり変化がなかった。

　住宅が建ち並び、案の定ウマ人達が蔓延はびこっている。

　彼らは俺達を目視すると、仲間を呼ばんと笛を鳴らした。

　ただ、その直後異変が起こった。

　夜の街を震わせるような馬の鳴き声が遠くから響く。

　それに続くように地鳴りが街を襲った。

　何かが来る。それも只ただ者ものじゃないのが。

　視線を振って、音の元凶を探す。目当てのものはすぐに見つかった。

　前方からは空へと立ち上る砂煙が。あそこにいるのが、おそらく中ボスだ。

　中ボスは迷うことなくこちらへ向かってくる。それもすごい速さで。

《索敵》の効果範囲内に中ボスが侵入してきたのと、俺がそれを目視したのはほぼ同時だった。

　迫る生体反応は三つ。炎を吐く二頭の黒い馬。

　そして、その後ろ。黒馬が引く戦車チヤリオツトに乗車しているウマ人だ。

「ウマ将軍です……」

　場違いなネメの呟つぶやきに毒気を抜かれるが、このままここに立ち止まっているわけにもいかない。

　俺達は確実に中ボスの進行ルートの中であった。あの戦車チヤリオツトに轢ひかれたらただじゃ済まないだろう。

　急いで今いる大通りから離れなくては。

　咄とつ嗟さに目に入った小路に駆け込む。俺以外の人もちゃんとついてきている。

　誰もはぐれていないことを確認すると、戦車チヤリオツトの軌道上からなるべく距離が離れるように、精一杯駆ける。

　数秒後には俺達がさっきまでいた場所は炎の壁が反り立っていた。

　中ボスが炎をまき散らしながら突進した跡だ。威力、速度共に必殺級の攻撃は、過ぎ去るものを徹底的に焼き払っていく。

　戦車チヤリオツトはそのまま右へと舵かじを取った。旋回だ。旋回してまた突撃を繰り返すつもりなのだ。

　黒馬の進行速度は凄すさまじいものだ。だが、それが幸いして急に止まることはできない。

　スピードを落とさず、もう一度俺達に突撃を仕掛けるには大きく旋回する必要がありそうだ。

　戦車チヤリオツトは建ち並ぶ家屋を蹴散らして進んでいるため、《索敵》など使わなくても軌道が手に取るようにわかる。

　中ボスがここに突撃してくるまでには数秒の猶予があると判断したのだろう。

　肩に担いでいたネメから、背中を叩たたかれる。

「ノート、ここで降ろしてくださいです。今のうちにバフスペルをかけとくです」

「わかりました」

　指示に従い、抱えていたネメを降ろす。

　彼女はパンパンと腰を叩き、杖を構えた。

「《聖女の――」

　スペルを唱えようとネメの口が開いた瞬間だった。

　空へと無数の炎が打ち上げられた。

　一発、二発、三発。次々と打ちあがる火炎弾は、未いまだ遠くを走っている戦車チヤリオツトから放たれたものだ。

　火炎弾は緩やかな放物線を描き、俺達の下へと迫る。

　不意を突かれた遠距離攻撃に、思考が固まってしまう。

　まずい。このままじゃ死ぬ。どうする。どうすれば。

　止まる身体からだに反して、視界の隅に動く影が映り込む。ジンだ。

　彼は、瞬時に《絶影》を発動し、バフスペルをかけようと前に出ていたネメを抱え込んだ。そして、火炎弾の範囲外へと駆けていく。

　あれは本来、俺の役割じゃないか。くそっ。

　自分のミスに気がつき、固まっていた身体が解きほぐれた。思考がクリーンに戻っていく。

　一歩、逃げ遅れた。どうする？　《離脱ウイズドロー》か？

　それじゃ爆撃範囲から逃げるのは間に合わなそうだ。火炎弾の着地点さえわかればいけるのに。

　思考が冷静になってくるが、冷静になった頭で考えたところで窮地なのは変わらない。

　焦りながら打開策を模索していると、背後から声がかかった。

「ノートくん、こっちです！」

　この声はロズリアだ。もう迷っている暇はない。

　冷静になった思考を捨て、反射的にロズリアの方へ《離脱ウイズドロー》で跳ぶ。

　ロズリアは跳んできた俺を立ちはだかるように受け止め、抱え込む。

「《不落城壁》」

　そしてそのまま、光の城壁を出現させた。

　荒れ狂う爆撃とロズリアのスペルが衝突した。大気が震えて、轟ごう音おんが耳を焼く。熱が世界を包み込んだ。

「――っ」

　目を開けると、まだ自分が生きていることに驚いた。

　すぐ横にあるロズリアの顔を見ると、彼女もまた無事だったようだ。目立った怪け我がは見られない。

　俺も同じく、怪我は負ってなそうだった。強いて言うなら、ロズリアの鎧に思いっきりぶつかったことで肘とかが痛いくらいだ。

「というか、なんで抱きついているの？」

《不落城壁》は一定の範囲を光の城壁で囲い込む防御スペルだ。

　ロズリアが俺を守るように抱擁してくる必要はどこにもない。

「わたくしの方へ飛びこんできてくださいましたので、つい……」

　何がついなのか全くわからなかった。答えが答えになってない。

　守ってくれたのはありがたかったが、密着した彼女の身体を引き剝がすことにする。

「とにかくここから逃げよう」

　俺が火炎弾の対処に手間取っているうちに、戦車チヤリオツトの突撃はこちらへ照準を合わせたようだ。一直線に猛スピードで迫ってくる気配がある。

　炎の遠距離攻撃と突撃の二段構え。それが16階層の中ボスの戦法なのだろう。

　単純だが、考えれば考えるほど手て強ごわい。

　縦横無尽に暴れ回る戦車チヤリオツトに乗るウマ将軍には近接戦は挑めない。

　やつが立ち止まってくれないことにはフォースやジンが攻撃を仕掛ける隙がなかった。

　だからといって、スペルで応戦しようとも高威力の火炎弾が飛んでくる。

　高速で移動する戦車チヤリオツトに照準を合わせつつ、向こうからの遠距離攻撃をいなすのはエリンでも難しそうだ。

　しかも、さっきの爆撃によって、ロズリア以外のメンバーとははぐれてしまっていた。

　彼らは各々退避したようだ。《索敵》で気配を摑つかんでいる。

　しかし、辺りは先程の攻撃によって火の海で包まれている。合流はそう易やす々やすと行えそうにない。

「ロズリアこっち！」

　とりあえず、今は戦車チヤリオツトの突撃に対処するのが先だ。

　ロズリアの手を引いて、火の手が少ない裏道へと入っていった。







　俺とロズリアは戦車チヤリオツトによる二度目の突撃をやり過ごして、家屋の中に隠れ潜んでいた。

　建物内にいる理由は、笛によってウマ将軍を引き寄せるウマ人達たちの目から逃れるためだ。

《隠おん密みつ》も発動しているので、まず彼らに見つかるということはないだろう。

　遠くでは未だ戦車チヤリオツトの走る音が聞こえる。逃げたわけじゃなそうだ。

　大きく旋回し、再度この辺りに突撃を仕掛けてくるつもりなのだろう。

「まずは他の人と合流しましょうか」

　ロズリアが声を潜めながら呟く。

　確かにこのままずっと動かず、家の中に隠れ潜んでいるわけにもいかない。

　炎は今も街を焼いている。このままここに居たらジリ貧だ。いつか焼かれてしまうだろう。

　それに戦車チヤリオツトが当てずっぽうに俺達のいる建物を轢き壊していく可能性だってあった。

　だけど――。

　俺はロズリアの提案に首を振った。そして言う。

「いや、俺達はウマ将軍の攻撃を引き受けよう」

「何を言っているのですか？」

　ロズリアは隠れ潜んでいることも忘れているように大声を出す。

「わたくし達二人じゃ無理ですよ。まずはみんな集まって――」

「そうしたいんだけど、そう悠長に言ってられる状況じゃなさそうなんだ」

【地図化マツピング】や《索敵》により、ロズリアよりかは現状をきちんと把握しているつもりだ。

　俺だけが持っている情報を伝えながら、自分の考えを説明する。

「今の『到達する者アライバーズ』は、俺とロズリア、ジンとネメ、フォースとエリンの三組になって散らばっている。俺達以外の組は、さっき戦車チヤリオツトが通ったルートを挟んでちょうど反対方向に逃げたみたいだ。距離も少しあるし、炎が邪魔をして、すぐに合流するのは難しいと思う」

　中ボスから放たれた火炎弾から各々が散らばって退避してしまった結果が、今の状況だ。

《索敵》で全員の動向を探りながら、話を続ける。

「《隠密》が使える俺とジンがいる組は、ウマ人達の追跡を逃れられる。ただ、フォースとエリンの組がまずい。見つかったら終わりだ。フォース一人なら身軽に動けてなんとかなりそうだけど、エリンも守りながらウマ人やウマ将軍をやり過ごすのは厳しいと予想してる」

　ずっとパーティーの後ろから『到達する者アライバーズ』の戦いを見てきたのだ。

　誰が何を得意として、どこまで戦えるかはある程度把握しているつもりだ。

　戦闘では役に立たない俺だけど――。

　だからこそ行える冷静な分析をロズリアに告げた。

「そんなフォース達のところにウマ将軍を向かわせるのが、一番避けなくちゃいけない状況だと思う」

「なら、ウマ将軍の攻撃を引き受けるよりも、先にフォースくん達のところに向かった方がいいのでは？」

「そうしたいのは山々なんだけど、場所的に間に合わなそう。だから、フォース達と合流する役はジン達に任せよう」

　ジンなら《索敵》が使えるし、フォース達の居場所は把握しているだろう。

　そして、一流冒険者である彼ならこの瞬間、最適な行動を選ぶと判断した。

　つまり、フォース達との合流。それをジンは先決しているはずだ。

「わかりました。でも、わたくし一人で中ボスを引き受けるのは荷が重いと思うのですが……」

「確かに荷は重いけど、無理ではないでしょ？　『到達する者アライバーズ』の聖騎士タンクはそんなにやわじゃない」

　俺の言葉に、ロズリアは観念したように息を吐いた。

「ノートくんの前だと、本当にサボれないですよね……。まあ、いいですけど。やってやりますよ！　足止めしてやりますよ！　その代わりですけど、報酬は高くつきますよ！　いたいけな乙女を酷使する代償は重いですからね！」

「お金はあんまり持ってないから、そこら辺は大目に見て欲しいというか……」

「お金なんていりませんよ。その代わりデートを所望します」

「えっ……」

「ほら、行きますよ！　早く！」

　ロズリアは俺の返事を聞かずして家から飛び出していった。

　仕方ないので彼女の後に続く。

「ちょっと、勝手に出ていくなよ」

「だってこういうのは早い方がいいですよね？　大切な仲間のエリンさん達がピンチなんですから。――《脚光ライトアツプ》！」

　天を貫く光がロズリアから放たれる。

　こいつ……断りもなくターゲット集中アーツを発動しやがった……。

　絶対、俺がロズリアとのデートを断る前に全部済ましちゃおうとしてるでしょ……。

『わたくしはお願いを聞き入れたんですから、ノートくんも約束はちゃんと守ってくださいよ』的な魂胆で。

　彼女に悪い企たくらみがなかったら、エリンのことを『大切な仲間』なんていうはずがない。これは絶対だ。

　俺が呆あきれているうちに、ロズリアは淡々とバフスペルをかけていく。

　聖騎士という戦闘職バトルスタイルは、神官には劣るもののバフスペルが豊富である。自己バフスペルだけに焦点を当てれば、神官に引けを取らないかもしれない。

　その特徴を余すことなく活いかして戦おうとしているのだ。ロズリアは全力でウマ将軍を迎え撃つつもりなのだ。

「ノートくんは危ないので下がってください」

「わかった。ありがとう」

　俺が彼女のそばにいても、できることなんて何もない。むしろ、邪魔になるだけだ。

　ロズリアはそのことを遠回しに伝えてくる。

　その点は俺も百も承知だ。素直に指示に従うことにする。

　ロズリアの本気の《脚光ライトアツプ》に、ウマ将軍が気づかないわけがない。

　照準をこちらに定め、一直線に迫ってくる。

　戦車チヤリオツトは建物を蹴散らして、瓦が礫れきを撒まき散らす。炎を吐く馬によって、その突撃は火の弾丸となっていた。

「かかってきなさい！　《不落城壁》！」

　ロズリアは四方を囲むはずだった光の城壁を前方のみに発現させた。

　ちょうど、ロズリアと戦車チヤリオツトの間に城が立ちはだかる形となる。

　戦車チヤリオツトは更に加速し、馬の鳴き声が燃え盛る炎の音と一体となる。

　――ぶつかる。

　ロズリアの正面にあった家の壁が割れると同時に、黒き戦車チヤリオツトが現れた。

　その瞬間、衝撃が俺の身体からだを襲う。

　咄とつ嗟さに付近にあった街灯に摑まり、飛ばされないよう踏みとどまる。

　吹き飛ぶ瓦礫に身を切られつつも、やっとのことで目を開けた。

　視界に映ったのはロズリアの背中。誰よりも頼もしい背中がそこにはあった。

「負けませんよ――《迎撃バツシユ》！」

　そのまま前方に展開していた城壁ごと押し返す。

　激しいエネルギーとエネルギーのぶつかり合い。その衝突に両者は耐えられなかった。

　光の城壁は砕け散り、戦車チヤリオツトを引っ張っていた馬の頭はひしゃげる。ロズリアは吹き飛ばされ、戦車チヤリオツトは数歩分後ずさった。

「やっと止まりましたね……」

　瓦礫の山からロズリアは立ち上がる。衝突によってか、左腕は変な方向に曲がっている。

　吹き飛ばされた時に頭をぶつけたのか、額からは血が流れていた。

「止まっている戦車チヤリオツトほど怖くないものはないですよ。来なさい、聖剣フラクタス！」

　ロズリアの右手には輝かしい聖剣が召喚される。彼女の保有スキル、【聖剣の導き手】によるものだ。

　聖剣を手にする彼女の目は光に満ちていた。目の前の敵を屠ほふることだけを考えている顔だ。

　交戦前にかけたバフスペル、《持続回復リジエネレート》によって曲がっていた腕は徐々に形状を元に戻している。額から流れていた血も止まっていた。

　戦車チヤリオツトはもう用済みと判断したのか、鞭むちを片手にウマ将軍が降りてくる。ビシッと地面を叩たたくと、鞭の表面は炎で覆われた。

「――ッ」

　ロズリアの踏み込みが開戦の合図となった。両者によるノーガードの斬り合いが始まる。

　光の刃が将軍の鎧よろいを削り、鞭がロズリアの鎧を割いていく。

　突撃のダメージが大きかったのだろう。ロズリアの方が動きにキレがなかった。

　手数も負けており、劣勢といっても差し支えはないだろう。

　それでも、彼女は攻撃の手を決して休めない。

　己の勝利を信じて、歯を食いしばりながら前へ前へと食らいついていく。

「ロズリア！　馬！」

　直後、戦車チヤリオツトを引いていた黒馬の口から火の玉が吐き出される。

　あの損傷じゃ、もう戦闘に参加できないだろうと思っていたが、まだ一歩踏ん張れたようだ。主あるじの死闘を見て、自身の命の最後を燃やしたのだろう。

　その貧弱な威力の炎は、将軍にとっては充分すぎる援護だった。

　火の玉を寸前で躱かわしたロズリアに、炎の鞭が叩きつけられる。直撃だ。

「――ゔっ！」

　痛みに顔が歪ゆがむ。それでもロズリアは手を休めない。

　攻撃こそが唯一の活路だと信じて、斬り込んでいく。

　傷の数は瞬く間に増えていく。ダメージはとっくに《持続回復リジエネレート》の回復量を上回っていた。

　血が舞い、肉が裂ける。その姿を見て、俺は声を張り上げた。

「もう、時間切れだ！　ロズリア下がれ！」

　その言葉が聞えたのか、ロズリアの口角が僅かに持ち上がり――。




　突現れた氷の大おお槍やりが、頭からウマ将軍を貫いた。




　顔を上げて、近くにあった建物の屋上を見上げる。

　そこには杖つえを握り、将軍を見下ろすエリンがいた。横にはきちんとジンもいる。

「大丈夫です、ロズリア……？」

　弱々しい声はネメのものだ。

　ロズリアの周りに淡い緑色の光が集まる。あれは何かの回復スペルだろう。

　そう時間切れだったのだ。ウマ将軍にとって。

《索敵》により、ジンがエリン達たちの組を回収していったのは把握していた。その後、彼らは俺達の下へと合流してきたのであった。

　四人もいれば、道中のウマ人達の処理にはそう手間取らないだろう。道中の炎もエリンの水魔法があれば、収めることができる。

　ジン達がここに来るのは、あまり苦労しなかったはずだ。

　ロズリアが時間を稼いで、モンスターの注意を引きつけてくれた働きも大きい。

　エリンの高威力スペルが簡単に中ボスに決まったのも、ロズリアのお陰であった。

「もう遅いですよ……死ぬかと思いました……」

　屋上から降りてきたエリンに文句を垂れるロズリア。

　対してエリンは一歩ずつ近づいていく。

「いいじゃない。死んでないんだから」

「そういう問題ですか……？」

「まあ、ロズリアにしてはよくやった方なんじゃない？」

　意外にもエリンの口から出たのは褒めの言葉だった。

　というか、ロズリアについて良く言うの初めてなんじゃないか？

　何な故ぜか上から目線なのが気にかかるけど……。

　だけど、ロズリア的には今の言葉で満足したようだ。

　不満も言わず、すれ違いざまにエリンとハイタッチをしていた。

　珍しい光景に目を奪われていると、エリンと視線がぶつかる。

「何よ、ジロジロ見てきて」

「いや、エリンって素直じゃないなって」







　中ボスを倒してからの探索は比較的楽であった。ウマ人達の出現頻度も減り、仲間を呼ばれて追いかけまわされる回数も減った。

　おそらく街中の火事でウマ人達もろとも焼かれたせいだろう。あの中ボスは仲間のこととかお構いなしに暴れ回っていたし。

　それでも、ボス部屋にたどり着くまでには一日かかった。

　ダンジョンは階層を進めば進むほどフロアが広くなっていることが多く、最近の探索では日を跨またぐことなどざらにあった。

　むしろ、一日でボス部屋までたどり着けるのは早い方である。

　ロズリアの怪け我がも完全回復しているし、その他のメンバーも万全の状態だ。

　ここから先のボス戦は、この前の中ボス戦とは違ってパーティー全員で取り掛かれそうだ。
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　備えられていた鎖を引き、重い城門を持ち上げる。

《索敵》によって、この扉の先にボス達の軍勢が待ち構えていることは把握していた。

　分厚い金属の扉が持ち上がると、待ち受ける敵の光景が目に入る。

「――っ」

　視界に広がっていたのはウマ騎士。その数、およそ四百。

　彼らは秩序のある隊列を組んで、自軍の統率力を誇示していた。

　事前に《索敵》で数を把握していたが、実際に見てみると威圧感が桁外れである。

　その奥、城のバルコニーでは一人のウマ人が佇たたずんでいた。

　赤く煌きらびやかなマントをなびかせ、金や宝石の散りばめられた装飾品を至る所につけている。

　いかにも、城主といった雰囲気が漂っていた。

「あれはウマ皇帝です……」

　なんでウマ王じゃないんだ？　というネメへのツッコミを堪こらえ、やつを注視する。

　ウマ皇帝は右手を口元に当てると、そのまま口笛を吹いた。

　その音を頼りに空から現れたモンスターを見て、俺はさらに度肝を抜かれることになる。

「ドラゴンってありかよ……」

　赤い竜りゆう燐りん、鋭利な牙、肉厚な翼。そのどれを取っても一級のドラゴンが降りてくる。

　しかもかなり大きい。その巨体は俺達の何十倍もある。城の一角を占めるくらいの大きさだ。

　ドラゴンはそのままバルコニーのすぐ下へと着地する。

　敷き詰められていたタイルは砕け、尻尾との接触により城の一部が崩れ落ちる。

　もうこの階層のコンセプトを滅め茶ちや苦く茶ちやにしている気もする。スケールがウマ人達とまるで違う。

　ウマ皇帝はドラゴンの到着に満足したように大きく頷うなずくと、バルコニーの柵へと乗り出しドラゴンの首元へと降りていった。

　背に予あらかじめ用意してあった鞍くらへと跨またがると、旗が掲げられている槍をバッと横に払う。

　そういう風にドラゴン使うんだ……。

　もちろん俺の冷めた心のツッコミは無視される。

　ドラゴンは皇帝の合図に従うように口を大きく開いた。

「《不落城壁》！」

　ロズリアがスペルを展開した直後、ドラゴン達の前で隊列を成していたウマ騎士達は吹き飛んだ。

　――咆ほう哮こう。

　衝撃波はロズリアのスペルによって阻まれたものの、種としての格差を示す威嚇に一歩後ずさってしまう。

　ウマ騎士達の隊列は散り散りになり、もはや兵として機能できるレベルではなくなっていた。

　どうしてドラゴンの前に配置しちゃったんだよ……。

　無茶苦茶な光景に気を削そがれるが、敵はそう油断できるほど弱くはない。

『到達する者アライバーズ』の一同は既に臨戦態勢に入っている。

　横からは莫ばく大だいな魔力の奔流が溢あふれている。魔導士であるエリンからだ。

「《絶対零域》っ――」

　杖の先から青色の光の輪が広がる。光の輪の中は既にエリンが統べる領域であった。

　高速で広がる領域内にいたウマ騎士達は氷漬けにされ、すんでのところで直撃を回避しようと飛び立とうとしたドラゴンも、左の翼が凍り付いていた。

　動かない左翼を無理に動かそうとしたせいか、根元からすっぱり折れる。

　そのままドラゴンはウマ皇帝もろとも、地面へと落下するはめになった。

　エリンはボス戦に挑む前から、このスペルのために魔力を練っていた。

　というのも、ボス部屋の前はボスが襲ってくることはないので、比較的安全に魔力を練られる。

　そこでスペルの発動準備を終えておき、ボス部屋に入ると同時に撃つ。

　エリンの必勝戦法だ。魔導士の中でも一位二位を争う固定砲台アタッカーの本気の一撃に、ボスらの軍勢は大打撃を受けていた。

　こうなってしまえば、後はこっちのもんだ。

　中ボス戦の時のような危なっかしい状況に陥ることはないだろう。

「――《恒常ハイ・リジ回復エネレート》――《軍神の旗ライズ・アツプ》――《全軍突撃フルアタツク》――《守護神ガーデイアンの抱擁・プロテクト》――《無敵要塞フオートレス》――《聖女の加護》――です」

　ネメが次々とバフスペルをかけている。

　スペルの名が呼ばれるたび、段々と身体からだが熱くなってくるのを感じていた。

　多分、今ならなんでもできる。なんの戦闘技術を持たない俺でも、そのくらい過信してしまう万能感が得られるのが、ネメのバフスペルだ。

「ジン、後ろは任せた」

　そう言いながら、フォースは前に出る。

　彼の手には、普段携えている二本の刀のうちの片方、黒い鞘さやに収められた刀が握られている。

　フォースがあの刀を使うのは初めて見る。

　ここまでの探索では、彼は白い鞘に収まる銀色の刀身の業物、『煌こう狛はく』しか振るっていなかった。

　普段使っていない刀を初見の階層のボス戦で使用するということは、彼も全力を出すということだろう。

「ネメ、オレがやばそうになったら、無理やりでいいから《解放デイスペル》かけてくれ」

　フォースの指示の意味がわからず俺が戸惑っていると、そばにいたエリンが杖に魔力を込めながら話しかけてきた。

「ノートは『煉れん獄ごく』で戦うフォースを見るのは初めてだっけ？」

「煉獄って？」

「あの刀の名前よ」

　――煉獄。

　心の中でその名を復唱しながら、彼の刀をじっくりと眺める。

　確かに名に相応ふさわしい刀だ。紅あかい刀身。黒い柄つかと鍔つば。

　刀のことをよく知らない俺でも思わず見み惚とれてしまうほどの美しさだ。

　煌狛も美しい刀だったのだが、煉獄はそれとは全く異なる型の美しさを持っていた。

　先の刀が透き通るような澄んだ美しさなら、後者の刀は正反対。混こん沌とんを詰め込んだような、正しく表現のしようがない退廃的な美が存在していた。

　煉獄を抜いたフォースの身体は黒い炎で焼かれている。

　肩や背中、腕など、身体中を燃やしている異質な様子に息を吞のんでいると、エリンは俺の驚きを宥なだめるように説明を始めた。

「煉獄は妖刀よ。使用者を黒炎で焼く、呪いの刀。この刀を振るって生き延びたものはいないとされているいわくつきでもあるわね」

「それって、まずいんじゃないのか……フォースが……」

「安心しなさい。フォースはあの刀を振るって何度も生き延びてるから」

　あっけなく言うエリンに、肩透かしを食らってしまう。

「フォースのスキルを忘れたの？　【魔法耐性・大】があるじゃない。そのスキルのお陰で煉獄の呪いの炎にも耐えられるのよ。ネメの支援ありでの話だけど」

「そんなスキルの使い方もあるのか……」

「そうね。私も最初に聞いた時には驚いたわ。だけど、本当に驚くのはこれからよ。煉獄を振るうフォースの戦闘は正直人外のレベルだわ……」

　そう言いながら、エリンは唇を嚙かむ。

「【剣術・極】と、使用者の命を糧に一騎当千の力を与える妖刀の組み合わせ。あんなちゃらんぽらんなやつを認めるのは悔しいけど、それでも今のあいつがこの世界で最強の剣士だと思っているわ……」

「この世界最強の剣士……」

　そのフレーズに心が惹ひかれていると、目の前ではフォースが刀の切っ先をドラゴンに向け、大きく宣誓していた。

「行くぜ、皇帝！　お前に恨みはないが、倒させてもらうぜ。オレ達たちは先に進まなくちゃいけねえんだ」

　黒き炎はなおもフォースの身体を焼き、侵食を続ける。

「言葉は通じないかもしれないが覚えておけ。オレの名前はフォース・グランズ。『到達する者アライバーズ』のリーダーで、世界で最初にダンジョン踏破を成し遂げる男の名前だ！」




　彼がドラゴンを切り伏せたのは、この言葉を放った三分後の出来事だった。
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「ノートくん、デートに行きましょう！」

　ロズリアにそう声をかけられたのは、16階層の探索が終わってから二日後のことだった。

「えっ？　なんで？」

　突然のお誘いにうろたえていると、彼女は不満そうに口をすぼめていた。

「もしかして、忘れたんですか？　16階層での約束……」

「ああ……」

　確かにそんなのあったな……。忘れたというか、あれは俺の中で成立していない約束というか……。

　咄とつ嗟さに断りの言葉を入れようと思ったが、見つめてくるロズリアの目が怖かったので何も言わないでおくことにした。

　ビビりとかじゃないからね。優しいだけだから。

「……もちろん、覚えていたよ。で、いつデートするの？」

「今日です！」

　突然すぎる。せめて前もってアポとか入れて欲しかった……。

　俺の予定とかガン無視じゃないか……。

「ごめん……今日は無理かも……。食材の買い物を手伝うようにエリンに言われててさ……。他の日にしない？」

「えー、嫌です。食材の買い物とか別にノートくんが手伝うことないじゃないですか。どうせネメさん辺りが暇でしょうし、そっちに頼みましょうよ」

　どうせネメが暇とか言うな。失礼だろ。知り合いと遊ぶ予定とかあるかもしれないだろ。

　ネメに知り合い……ないな。やっぱ、暇してるわ、あの人……。

「ほら、でもいきなりキャンセルとかするとエリンが不機嫌になりそうだしさ……」

　ロズリアとデートに行きたいから買い物に行けないなんてエリンに言ったら、キレられること間違いない。

『何、あのビッチに絆ほだされちゃってんのよ！』とか言われそう……。

　俺の説得の言葉にロズリアは軽く首を傾かしげた。

「でも、わたくしがエリンさんに、ノートくんとネメさんが一緒にお風呂入ってたことを伝える方が怒ると思いますよ」

　それ脅迫だよね、絶対！

　というか、なんで知ってんだよ！　気づいていたのかよ！

　あの状況に気づいていたんだったら、窮地から脱するのに手を貸して欲しかった……。

　無事になんとかやり過ごせたから、まあいいんだけど。

　それに俺はそんな卑劣な脅迫などに屈しな――。

「ロズリア、奇遇だね。俺もロズリアとすごいデートに行きたい気分だったんだ。さあ、早く行こう行こう」

「あれ？　エリンさんとの買い物は――？」

「そんなの記憶にないし、エリンなんてどうでもいいからさ。早くデートに行こうよ。さーて、今日はどこに行こうかなー」

「わたくしが話を持ち掛けたのであれですけど……手のひら返し早すぎませんか……。ノートくんのことは好きですけど、そういうところは割と引いています」

　ロズリアの小言なんて聞こえない。聞こえない。

　そんなことより早くデートに行こうぜ！







「あーやっちゃった……。帰ったらエリンに怒られるんだろうな……」

「颯さつ爽そうと家を出てから急に後悔し出すのやめませんか……。結構みっともないですよ……」

　隣を歩いているロズリアからの視線が痛い。

　まあ、確かに実際に行動に移してから、うだうだ言っているのは自分でも情けない気がするけど、何も言わずにエリンとの約束バックレちゃったんだもん。仕方ないじゃん。

　今頃、彼女は家で約束の時間になっても現れない俺に腹を立ててるんだろうな……。

　ああ、想像するだけで恐ろしい。身体が震えてきた。

　帰ってからのことを考えると鬱になってくるから、もう忘れよう。

　エリンとの約束なんてなかった。以上。

「ロズリア、今日はパーッと遊ぼうよ。辛つらいことが忘れられるくらい」

「珍しく乗り気なのは嬉うれしいんですけど、目が怖いですよ。大丈夫ですか？」

　大丈夫に決まっている。俺の悩みはもう存在しないことになったのだから。

「で、どこでデートする？　ピュリフビーチ？　沐もく浴よくの泉？」

「それどちらも行ったことある場所じゃ……」

　そこ指摘しないで！　デートスポットなんてほとんど知らないんだから！

　俺の持ち札が早々に切れてしまった。モテない男はこういう時辛い。

「じゃあ、時計塔とか……？」

　ピュリフの街で一番有名な観光スポットを挙げてみる。

　ここが駄目なら、俺にはなすすべがない。

「あそこ行き飽きちゃったんですよねー。かれこれ五十回くらい行っていると思います」

　理由は聞かないでおこう。つついたら、ロズリアのとんでもない過去が掘り返される気がする……。

　っていうか、五十回って多すぎじゃない？　どれだけの男を手玉に取ってきたんだ……。

「メジャーどころはやめた方がいい感じかな……」

「そうですね。ノートくんと行けばどこでも楽しめる気がしますけど、せっかくなら初めての場所でノートくんとだけの思い出を作りたいです」

　ロズリアが行ったことない場所ね……。

「丼物屋さんとか？」

「まあ、確かに行ったことないですけど、それってデートに行くような場所ですか？」

「ごめん。言い出してなんだけど、俺もないなって後悔してる」

　ロズリア相手に見み栄えを張っても無駄な気がしてきた。

　ここは素直に降参して、彼女にデートプランを任せよう。

「もう思いつかないです……すみません……。ロズリア様の方で行く場所決めてくれませんか……」

「諦めるの早すぎじゃないですか。もうちょっと頑張ってくださいよ！」

「しょうがないじゃん。女の子と遊ぶことなんてないんだから」

「そうなのですか？　てっきりエリンさんやネメさんとはどっかに遊びに行っているものとばかり」

「しないね……。武器を買いに行ったり、食材を買いに行ったりみたいな、事務的な用事でしか出かけたことないな……。というか、この街に来てまともに遊びに出かけた相手ってロズリアだけだ……」

　フォースとロズリアを引き離そう作戦をまともな遊びにカウントしていいのかは怪しいところだけど……。

　大丈夫だよね！　あれは事務的な用事じゃないよな？

　ほらロズリアだって、「本当ですか!?」って目を輝かしているし。否定しないみたいだし。

　それどころか、俺の手を握ってぶんぶん振ってきた。

「いいです！　最高です、ノートくん！　もう一度、『まともに遊んだ相手はロズリアだけだし、この先もずっとロズリアとしか遊ばないと思う……』って言ってください！」

　俺が他の女の子と遊んだことがない点にもう触れないで欲しい……。恥ずかしいから……。

　あと、俺はそんなことを言ってはいない。後半部分を脚色しすぎだ。

「これはライバルもいないようですし、勝ち確定ですね……うふふっ……」

　意味深な笑みを浮かべて、小声で呟つぶやくのもやめてくれ、ロズリア……。

　結構不気味に見えて、怖いからね……。

　あと、彼女は何と勝負しているのだろう……。すごい気になる……。

「仕方ないですね。わたくしとしかデートしたことないいたいけな少年、ノートくんのお願いですし、ここは一肌脱ぎましょう。一生思い出に残るようなデートプランをセッティングして差し上げます」

「いたいけな少年って……女の子に頼られたいお年頃の少年にその言葉は酷だと思うんだけど……」

「すみません。悪気があったわけじゃ……」

「謝らなくていいから……逆に辛くなってくるから……」

「ごめんなさい……」

「あの……だから……」

　デートってこんなに最初っからグダグダになるもんなのだろうか……。







「どうです！　ここが時計塔です！」

　じゃーんと両手を広げるロズリア。

　目の前には、この街で一番高いレンガ造りの建物が。

　そう、ここがピュリフの街で一番有名な観光スポット、時計塔である。

　満足げに頷うなずいているロズリアに、おずおずと手を上げる。

「あのー、時計塔はなしになったんじゃ……」

「……ええ。わたくしもそう思っていたのですが。一生分の思い出に残るデートにすると大見得を切った手前、風変わりな場所に行くのもと思いまして……。はい……すみません……他にいいところが思いつきませんでした」

　あの後、小一時間くらいデートプランに悩んでいたロズリアは、『このままデートプランを考えるだけで日が暮れちゃいそう……」という俺の小声もあって、時計塔で妥協することにしたようだ。

　まあ、有名なスポットだし、行ってみたかったからいいんだけどね。

「別に責めてないから気にしないでいいよ。元々はデートに行く場所の案を出せなかった俺も悪いんだし……」

「お気遣いありがとうございます。そうですね、デートはどこに行くかより誰と行くかですし」

「そうだよな、誰と行くかだよな。はあ……ロズリアと行くのか……」

「なんで、そこ露骨にテンション下がるんですか！　失礼じゃありませんか!?」

　だってね……前科とかを考えたらね……。

　ロズリアって実はそんなに悪い人ではないんじゃないかと、最近気づき始めてはいるんだけど、それでも安心できないのがロズリアという女である。

　俺がロズリアに気を許してきていることすら、彼女の計算通りっていうこともありうるし。

　もし、そうだったら完全に女性不信になるわ。

「ごめんごめん。冗談だよ。照れ隠し的なあれだよ」

　適当な噓うそで取り繕う。

　ロズリアは俺の言葉に満足したようだ。腕を組んで頷いている。

「なら許しましょう。それより早く登りませんか、時計塔？」

「うん、俺も実物を近くで見たら楽しみになってきたし、早く登ろうか」

　たわいもない会話を切り上げ、時計塔の中へ向かう。

　俺達たちは受付で入場料を払った後、塔の中央に位置するリフトへと乗った。

　四角い鉄の箱の中で一分ほど揺られると、目的の展望フロアへと到着する。

　リフトから足を踏み出すと、眼前に広がる光景に思わず息を吞のんでしまった。

　ピュリフの街を一望できる景色は俺の想像を何倍も超えて壮大だった。

「すごい……」

「どうですか？　満足ですか？」

「うん……なんで今まで来なかったんだろうって後悔しているくらい、いい……」

「そうですか、なら良かったです」

　平日の昼間とあって、展望フロアは人がまばらだった。

　それがまた、二人だけのデートっていう感じがして、すごい良かった。

　なんか感動しすぎて語彙力が衰えている気がする。

　そのくらい、景色と雰囲気が最高だった。

「見てください！　パーティーハウスがありますよ！」

「おっ！　ほんとだ。上から見るとあんな感じなんだ」

「結構目立っていますよね。一目見ただけでわかっちゃいました」

「確かに。改めて見ると主張が激しすぎて恥ずかしいデザインかも」

「ねえ、ノートくん。沐浴の泉も見えますよ！」

「えっ……どこどこ……」

「ほれ、あそこです！」

「見えた見えた！」

「ノートくんと初めてデートした場所ですよね」

「うん。っていうことは、待ち合わせ場所はあそこで、通ってきたルートはこういう感じか」

「多分、合っていると思います。で、あそこら辺で山賊に襲われたんですよね」

「あれ？　そこも触れるの？」

「触れちゃいますよ。今となってはいい思い出ですから」

　ヤバい。これ、すごい楽しいんだけど！

　なんかいい！　これぞ女の子とのデートって感じがする！　来て良かった！　デート最高！　時計塔最高！

　街の景色を見て、あれこれ会話するだけでこんなに幸せを感じるなんて思わなかった。

　俺とロズリアの出会いからの歴史が思い返されて、なんか感慨深い。

　俺がちょろいって？　そんなことくらい、自覚してるわ。

　でも、仕方ないじゃん。楽しいんだから。

「なんかずっと見てられるね」

「そうですね。しばらくこのままでいましょうか」

　俺の肩にロズリアの頭が寄せられる。彼女の髪からは何かいい匂いがした。







　時計塔で景色を眺めながらだらだらと過ごした後、二人で昼ご飯を食べた。

　その後はぶらぶらと露店街を回り、気がついたら夕方になっていた。

　やっぱり楽しい時間っていうのは過ぎるのが早く感じてしまう。それが無性にもったいなく思えてくる。

「もうすぐパーティーハウスについちゃいますね……」

　帰路を歩んでいる俺達の足取りは重かった。

　ここら辺はもう馴な染じみのある店ばっかりだ。

　見慣れた光景は、安心感より切なさをもたらしていた。

「ねえ、もうちょっとだけ遊んでいかない？」

「いいですよ。じゃあ、この店にでも入りましょうか」

　俺に微笑ほほえみかけながら、ロズリアは手を引いてきた。向かう場所は近所にある商店的な店だった。

　特にその店に用事があるというわけではない。

　どこでもいいから、もう少し二人でいたい。お互いがそう思っての行動だった。

「なんか、いいですよね。こういう普通の店に二人で買い物するって。新婚夫婦みたいで」

「確かに、今日のご飯はカレーだっけとか言いながら、じゃがいもとか買う感じ？」

「そうです！　わかってますね、ノートくん」

　ロズリアがぎゅっと俺の腕を抱く。俺も脇を締め、ロズリアとの距離を縮める。

「帰りたくないですね」

　ロズリアが言う。

「うん、でも帰らなくちゃ。流石さすがに日も暮れそうだし」

「残念です……。なら、またデートしてくれますか？」

　潤んだ目でロズリアが尋ねる。もちろん、俺が断るわけもなく――。

「いいよ。またデートしよ――」




「こんなところで何しているの？　ノート？」




　……。

　何やら後ろで聞こえちゃいけない声が聞えたんだけど……。

　噓だよね。幻聴か何かだよね。

「まさか人との約束をほっぽってデートしているなんて答えたら、ただじゃ済まさないわよ」

　あっ、これ幻聴じゃないわ。なんか後ろから魔力の奔流を感じるし。

　ギギギとぎこちない動作で、首を回す。

　案の定、背後には怒りの形相で睨にらんでいる銀髪の少女がいた。

　――完全に目が覚めたわ、これ。

　何、ロズリアに絆ほだされているんだよ……。俺は馬鹿か？

　エリンに声かけられるまで一ミリも存在に気づかなかった。

　有頂天になりすぎて、《索敵》を発動し続けてるのもすっかり忘れてたわ。

　それは出会っちゃうよな、普通。

　だって、ここ普段パーティーの食材とか買っている近所の店だし！

　本当にアホだ、俺。

　なんでエリンとの約束をバックレて、エリンと行くはずだった場所に行っちゃうんだよ！　途中で気づけよ！

　まあ、無理か。完全に約束の存在忘れてたし。

　心の安寧を求めるあまり、約束の存在をなかったことにした代償が今、現れた。

「……助けて、ロズリア」

「今、わたくしが何を言ったところで火に油を注ぐだけのような……」

「ですよねー」

「言い訳はじっくり聞いてあげるから覚悟しなさい」




　この後、エリンの怒りを鎮めるのに大変苦労しました。
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　先日、最高到達階層を更新した『到達する者アライバーズ』は今日もダンジョン探索に勤いそしんでいた。

　場所は17階層。天空に浮かぶ島々という、またも不思議な階層だ。

　浮かぶ大小様々な島々の間には橋や浮遊する小さな岩場の数々があり、行き来ができるようになっていた。

　数ある島々を進むことで、18階層の扉へとたどり着けるのだろう。

　現在、『到達する者アライバーズ』はというと、この階層の攻略というより様子見がてらこの階層を探索していた。

　16階層では多少ぶっつけ本番なところもあったので、パーティーメンバーが引き裂かれるという窮地に陥ってしまった。

　17階層ではその反省を活いかして、ちゃんと階層の特徴を摑つかんでから、本格的な攻略を始めようということになったのだ。

　しかし、その折角の企たくらみも無駄に終わってしまったのが現状だ。

　モンスターを倒しながら、階層の様子を探っていると、突然空から現れた中ボスに襲われてしまった。

　気づかないうちに、中ボスが現れる区域に足を踏み入れてしまったようだ。

　立ちはだかるのは翼の生えた筋骨隆々の怪物。

　体は俺達たち人間より数倍大きくて、腕は六本、足は二本ある。頭部は角の生えたような骨の兜かぶとをしていて、頑丈そうだ。

　筋肉の上には血管らしきものが浮き上がっていて、それを灰色の皮膚で覆っている。

　そんな怪物としか言い表せないようなモンスターに現在、俺達『到達する者アライバーズ』は苦戦していた。

「《流線回避ストリーム》！」

　ジンは、中ボスから繰り出されたパンチをすんでのところで避ける。そして、そのまま二撃、軽い斬撃を与える。

　そして、これ以上踏み込めないと判断したのか、《離脱ウイズドロー》を発動して距離を取った。

　他のメンバーはその戦いぶりを見ていることしかできない。

　戦いに参加したくても参加できないのが現状だった。

　理由は、現在中ボスと戦っている場所にある。

　中ボスに襲われた瞬間は不幸にも、俺達が島同士を渡るため岩場の群れを跳び渡っている最中だった。

　よって、『到達する者アライバーズ』は足場の悪い浮き岩での戦いを余儀なくされた。

　浮いている岩場群が繫つなぐ島はここからだいぶ距離がある。

　この中ボスは、見た目がごつい割に機動力があるので撤退は難しそうだ。

　そして、もう一つパーティーの身動きを取れなくさせている理由が、足場に乱立している罠わなである。

　この階層は罠の数が異様に多かった。だから、今まで慎重に罠を解除しながら進んできたのだが、そこで中ボスの襲撃ときた。

　浮く岩々と足場は悪く、その岩々には罠があちこちに仕掛けられているという。

　そんな中、中ボスを相手取れるのは機動力のあるアタッカー兼、罠解除系アーツが使えるジンだけであった。

　フォースやロズリアも罠さえなければ加勢できたかもしれない。

　だけど、罠のある岩場を間違って踏んでしまったらただじゃ済まされないだろう。

　罠有無にかかわらず遠距離攻撃を仕掛けられるエリンも現在は手出しできないでいた。

　この中ボスは接近戦に特化した見た目と相反して、地味に遠距離攻撃も仕掛けてくる。

　羽を飛ばしたり、足場となっている岩々投げたりとやりたい放題だった。

　ジン以外前衛がいないため、エリンが狙われたら厄介な展開になる。

　ここは安全を期して、エリンは手出ししないことにしていた。

　こうパーティーに不利な要素を挙げていくと、『到達する者アライバーズ』がさもすごい窮地に陥っているように聞こえるが、実際の状況はそうでもなかったりする。

　現在ジンはただ一人で中ボスと渡り合えていた。

《罠解除》を使い、次々と足場の罠を減らしながら中ボスにダメージを与え続けるジン。

　戦いながら同時に罠に対処しなければならないため、普段よりは攻撃の密度は小さいが、それでも戦いは優勢だった。

　段々と怪物の体に傷が刻み込まれていく。

　このまま戦っていけば、いつかは中ボスが倒れることになるだろう。

　しかし、ジンが一撃でも攻撃を食らえば状況がひっくり返ってしまうのも事実である。

　怪物の力任せの攻撃を彼の細い身体からだが耐えられるとは思えない。

　戦いの結末はジンが中ボスを削り切るのが先か、ジンのスタミナが切れ攻撃を受けるのが先か、にかかっていた。

　俺もできる限りジンの負担を減らそうと、戦いに巻き込まれないように離れた場所の罠を解除して回っている。

　ジンの邪魔にならないように。そして、俺にターゲットが向かないように。

　モンスターのターゲット把握は、ダンジョンに潜っていくうちに身についてきた。

　俺には《索敵》もあることだし、どのモンスターが誰を狙っているかはある程度察知できる。

　自分にターゲットが向いていないことを逐一確認しながら、《隠おん密みつ》で気配を消す。

　そして、《罠解除》で辺りに展開された罠を消していった。

　大丈夫。このままいけば上う手まくいく。

　そう思った瞬間の出来事だった。

　怪物が甲高い大声で鳴き始めた。

　鼓膜が痛い。慌てて耳を両手で押さえる。

　その咆ほう哮こうにジンの手が一瞬だけ止まった。

　一秒にも満たない僅かな隙に中ボスのターゲットがジンから、後ろで待機していたエリンに移る。

　いつものようにロズリアがターゲット集中アーツを発動していなかったからか。立ち位置が悪かっただけなのか。

　詳しい理由はわからないが、多分それは偶然だったのだろう。

　羽ばたく怪物は近くにあった足場をエリンに向かって投げ飛ばした。

　彼女も一流の魔導士だ。それにすかさず反応して――。

「《障壁ブロツク》！」

　自身の前方にスペルによるバリアを展開した。

　――それじゃ駄目だ。

　俺は無我夢中で足場を跳んで、エリンの下へ駆ける。

　――だって、それは。

「避けろ！　エリン！　罠がついている！」

　投げられた岩場には、解除を後回しにしていた罠が隠されていた。

　俺の疾走も空むなしく、飛んできた岩はエリンの張った障壁にぶつかる。

「――っ」

　岩から放たれた光は、エリンと駆けてきた俺、二人もろともを包み込んでいった。







　目を開ける。

　――えっ？

　目の前の光景に慌てて、何度も瞬まばたきをするが変化は見られない。

　どうやら見間違いではなかったようだ。

　直前まで戦っていたはずの中ボスは消え、それを相手取っていたジンすら見当たらない。

　それどころか、フォースもネメもロズリアもいない。

　そばにいたのはエリンだけだった。

　彼女も、現在置かれている状況に戸惑っているようだ。瞬きの回数が異様に増えていた。

　――というか、どこだ？　ここ？

　今、自分達がいる場所が全くもってわからなかった。

　目の前の光景は、さっきまで渡り歩いていた浮遊島とは打って変わって、建物の中みたいな感じ。

　どこかの遺跡の中だろうか。

　壁にかけられた蠟ろう燭そくによって壁面が淡く照らされていた。

「一体、どうなってんだよ……」

　この状況に陥った理由がわからない。

　どうして、俺はここにいるんだ？　どうやって来たんだ？

　全く思い浮かばないそれらの質問の答えに、自分が記憶を失っているとしか考えられなかった。

　すると、隣からエリンの声が聞こえた。

「おそらく、転移罠ね……」

「転移罠？」

「そうよ。罠に引っかかった対象をどこかに強制転移させるタイプの罠みたいね……」

　今いる遺跡のような一室は、中ボスと戦っていた場所の風景とはかけ離れている。

　狭い岩造りの部屋。両端に通路があって、壁には等間隔で蠟燭の炎が灯ともっている。

　照らされた壁面には何やら文字が書いてあって、そこを薄く覆うように植物のツタが渦巻いていた。

　確かにどこか別の場所に飛ばされたと考えるのが正解だろう。

　エリンの推測は正しいように思えた。

「それってかなりまずい状況なんじゃ――」

「ごめん。私のミスだわ。私が罠に気づかずに――」

「そういう意味で言ったわけじゃないから。あれは仕方ないというか……。予測できない災難みたいなものだったし……」

「フォローありがとう。でも、私の責任だわ」

　申し訳なそうに顔を俯うつむかせるエリン。

　このまま責任の所在を明らかにしても埒らちが明かないので、話題を切り替える。

「とにかく早くジン達に合流しないと。近くにみんなの気配が感じられないのが心配だけど」

《索敵》では仲間の存在は見つからなかった。

　逆に発見したのは、かなり強力なモンスターの気配だけだ。

「そうね。【地図化マツピング】スキルはどうなの？　ここがどこか手がかりはあった？」

「全然。でも、さっきいた島の痕跡は見つからないから、全く違う場所に飛ばされたんだと思う」

【地図化マツピング】は自身の周囲１ｋｍをオートマッピングするスキルだ。

　しかし、現在地付近は半径１ｋｍの円を除いて、全く地図に反映されていなかった。

　脳内に浮かび上がっているのは迷路のように入り組んだ半径１ｋｍ内の通路だけだ。

「転移罠で飛ばされる場所に限りはないわ。飛ばされるまでどこに行くかわからないのよ。ここがダンジョンの中かも外かもね」

　エリンの説明を聞いて、自分達は運が良かったと思った。

　どこに飛ばされるかわからないのだったら、海の中や溶岩の中、はたまた上空数千ｍという場所に放り出されていた可能性もあったのだ。

　それよりかは、今生きているぶんありがたいように感じる。

「おそらく今いるのはダンジョンの中だと思う。構造とか近くにいるモンスターの強さから判断するに」

　俺は推測を口にする。

　ダンジョン内は外界と隔離されているため、上下の空間が断絶されている。

　そういう場所にいる場合、【地図化マツピング】によって得られた地図は上下がぶつ切りになるのだ。

　この感覚は【地図化マツピング】スキルを持っていないとわからない類のものだろう。

　ただ、地上ではまず見かけるはずのないような強さのモンスターがいることからも、ここはダンジョンの中ということで間違いない。

「じゃあ、他のみんなと合流できそうね。モンスターになるべく出会わないように進んでいきましょ」

　少しばかり、エリンの声が弾んだように聞こえた。

　パーティーメンバーと合流できる可能性があると知って、気が楽になったのだろう。

　部屋から延びる二本の路の片方へと足を向ける。

　通路にも延びていた蠟燭のお陰で視界には困らなそうだ。

《索敵》から得た情報でも、路の先にモンスターはいないようだし、エリンに続いていけばいいだろう。

「ちょっと待って、エリン」

　俺はとあることを思い出して、彼女を呼び止めた。

「どうしたの？」

　エリンは足を止め、少し不満そうに振り返る。

「あれなんて読むかわかる？　ダンジョン文字みたいだし、何かの手がかりになるかも……」

　そう言って俺は先程見つけた、壁にあった文字のようなものを指差す。

　文字はちょうどエリンの背後にあったからか、彼女も俺の指摘で初めて存在を知ったみたいだ。

　そのまま俺が指差す方へ顔を向ける。

「……ッ」

　その文字を見た途端、エリンの目は見開かれた。

　瞳孔がみるみるうちに開いていく。口元は小刻みに震え、顔面は蒼そう白はくになっていく。

「エリン？」

　呼びかけるも、俺の声には反応しない。彼女の焦点は依然壁の文字から離れないでいる。

　何かがおかしい。そう思った。

　気がついたら自然とエリンの肩を揺すっていた。

「おい、エリン！　大丈夫か！」

「――はっ」

　突然揺すられた衝撃で、彼女も俺の存在を思い出したようだ。

　歯をかちかち鳴らしながら、過呼吸ぎみに息を吐き吸いしている。

「どうしたんだよ。なんか変だぞ。一体何が書いてあったんだ？」

「噓うそよ……絶対噓……噓に決まっている……」

「教えてくれよ。何が書いてあったんだ？」

「嫌だ……そんなの信じない……」

「だから、なんて――」

「うるさいっ！」

　突如、目の前の血の気を失った少女は声を荒らげる。

「いいわよ。そんなに知りたいなら教えてあげる――」

　そして、ゆっくりと口が開かれた。




「こう書かれていたの。『ようこそ、ここは20階層』ってね……」




「こ、ここが20階層……？」

　目の前が突然真っ白になったという感覚が一番近かっただろう。

　その言葉を聞いた瞬間の衝撃は、恐ろしいほど鮮烈であった。

　意味がわからない。エリンの言葉が理解できない。

　20階層？　なんだよ、それ。

　俺はさっきまでみんなと17階層を様子見がてら探索していて、午後にはピュリフの街にあるパーティーハウスに帰ってるはずだったんだよ。

　それがどうしてこんなところにいるんだよ。

　置かれている状況を認めたくない。

　だけど、無慈悲にも頭では納得してしまっているのが、また救いがない。

　全部《索敵》のせいだ。このアーツのせいで、周囲にいるモンスターの強さを嫌でも知ってしまう。

　俺達たちの周りを闊かつ歩ぽするモンスターの強さは尋常じゃない。

　それはもうダンジョンの20階層に相応ふさわしいくらい。彼らは圧倒的な戦闘力を持っていた。

「そうよ……ほんと笑えてきちゃうわよね……」

　エリンの乾いた笑い声が部屋にこだまする。彼女の瞳は既に光を失っていた。

「終わったわね……私達……」

　そう言いながらエリンの身体からだは崩れ落ちた。

　あらゆる関節の力が抜けて、立っていられなくなったようだ。

　うなだれながら、か細い声で言葉を紡いでる。

「戦うことのできないノートと二人きりで20階層？　無理に決まっているじゃない……。私に死ねと言ってるの……？」

『そんな言い方ないんじゃないか？』という文句が口元まで出かける。

　でも、エリンの言っていることは事実だ。悔しいが何も言い返せなかった。

　無理だ。エリンと二人だけで20階層を抜け出すなんて。

　戦闘力のない俺はもちろんのこと、遠距離戦闘を専門とするエリン一人でこの階層のモンスターを相手取ることも不可能だろう。

　エリンは優秀な前衛がいたからこそ『到達する者アライバーズ』で活躍ができていたわけで、前衛なしにダンジョンのモンスターと戦ったら即座に殺されてしまう。

　彼女の戦いは散々後ろから見てきたし、《索敵》でこの階層のモンスターの実力は正確に把握しているのだ。これは間違いない事実だ。

　こんなところで死ぬのか？　俺は？

　必死に周囲を見回す。

　薄暗い小部屋。全く溶ける気配のない蠟燭。壁を覆う不気味な灰色の蔦つた。肌に張り付くような湿った空気。

　噓だろ？　こんなところで死ぬなんて？

　だって、少し前まで全部上う手まくいっていたじゃないか。

　ダンジョンを順調に攻略していって、アーツを少しずつ身につけて。

　ネメの外れた発言につっこんだり、ロズリアの誘惑に惑わされたり、フォースの馬鹿に呆あきれたりと、楽しい毎日だったじゃないか。

　それが。そんなかけがえのない日常が、どうして急に失われるんだよ。なんで俺が死ななくちゃいけないんだよ。

　理由なんてとっくにわかっている。

　俺がこんな目にあっているのは自分自身のせいだ。

　要するに俺は忘れていたのだ。自分達が挑んでいたのは、数多あまたの冒険者が容易に命を落とすダンジョンだったということを。

　最強のメンバーが揃そろった『到達する者アライバーズ』という環境にいたせいですっかり失念していた。

　いつ死ぬかわからない綱渡りをしていたのに、他人の威を借りて、自分が綱の上にいることを見て見ぬふりしていたのだ。

　死の危険という言葉は理解していたが、本質は何もわかっていなかった。

　それが、今20階層に放り込まれて、やっと自覚できた。

　遅すぎて、もう何も取り返しがつかない気づきである。

　俺は大馬鹿者だ。情けないにもほどがある。

　確かに笑えてくる。エリンの言う通りかもしれない。

　自然と自分の口角が上がってくるのを感じていた。

「嫌よ……まだ死にたくないっ……」

　震えながら肩を抱くエリン。その姿はいつもの堂々とした彼女のものとはかけ離れていた。

　我を失う知り合いを見て、少しだけだが冷静さを取り戻す。

　そうだ、落ち着け俺。こんなところでうろたえている暇なんてない。

《索敵》からの警鐘が脳内で響き渡っていた。

　モンスターがこちらに近づいてきている。

　無防備なままの俺達が彼らに見つかれば、俺達は十中八九死ぬだろう。

　頰を叩たたき、無理やりにも自分の気持ちを切り替える。

　恐怖に震えるのは後だ。今は逃げよう。生き延びるために。

「エリン、立って。モンスターが来る。逃げよう」

　彼女の腕を摑つかむ。完全に力が抜けていて、すごく重い。

「おい！　エリン！」

「……へっ？……何？」

「何じゃない！　逃げるんだよ、モンスターから！」

　俺の呼びかけで、エリンは内なる世界から少しだけ意識を外に向けたようだ。

「そ、そうね……そうだわ……。早く逃げなくちゃ……」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやかれた言葉。その声は儚はかないほど弱々しい。

　エリンはやっと立ち上がろうとするも、ふらっと俺の方へ倒れ込む。

　慌てて手を伸ばし、傾く身体を支え込んだ。

「エリン、大丈夫か？」

「大丈夫よ……大丈夫……」

　途切れそうな返事から、エリンが大丈夫でないことはわかった。

　おそらく、彼女は俺よりもこの状況にショックを受けている。

　まあ、それも仕方ないだろう。

　彼女から見たら、一緒に20階層に飛ばされた唯一の仲間が、パーティー内で一番頼りない人間だったのだから。

　もし俺じゃなくて、前衛職のジンやフォースだったのなら彼女もまだ希望を持てていたかもしれない。

　俺としても、エリンと飛ばされたのは最悪に近い状況に思えた。まだ辛うじてネメよりマシといったところか。

　だから、彼女が失望する気持ちは痛いほどわかったが、ここで立ち止まっているわけにはいかない。

　すぐさまエリンの放心状態を解こうと、希望的観測を口にする。

「もしかしたら転移結晶が近くにあってすぐに帰れるかもしれない。ジン達だってこの階層に飛ばされている可能性だってある。だから、今は逃げよう」

　そんな可能性が低いことは重々承知していた。全く心にも思っていない、噓に等しい囁ささやきである。

　都合よく転移結晶が近くにある可能性なんて広いダンジョン内では確率的に低いと思うし、罠わなの発動地点から離れていた他のメンバーがこの階層に飛ばされているという幸運もないに等しい。

　17階層内に、20階層に繫つながる転移罠があれば別なのだが、それもジン達に見分けがつくものでもない。

　そして、転移罠を経由せず正規ルートでジン達がこの階層に来るのは不可能だ。

　マッピング要員とパーティー唯一の遠距離アタッカーを抜いた四人で、初見の階層を攻略し続けるなんて正気の沙汰じゃない。

　俺やエリンだけじゃなく、他のみんなまで殺す可能性のある最悪の選択肢だ。

　しかも、ここは20階層。現存している冒険者パーティーが未いまだ誰も到達していない階層である。

　他のパーティーに救助されるといった期待も湧き起こらない。

　つまり、誰とも合流できる可能性は皆無ということだ。

　生き残りたいのなら、自分達の力だけでなんとかしなければならない。

「そうね！　その可能性があったわね！　転移結晶やみんなに合流できれば助かるかもしれないわ！」

　俺の希望的観測を受け、途端に瞳に光を灯ともし出したエリンに落胆せざるをえなかった。

　――今のエリンは駄目だ。まるっきり頼りにならないかもしれない……。

　彼女の目を覚まさせるのは簡単だが、また絶望に突き落としたところで使い物にならなくなるのは目に見えている。

　それよりは仮初めの希望を抱いて、指示に従ってくれる人形になってもらった方がありがたい。

　ここから先は自分の判断だけが頼りだ。

　膨れ上がる不安を押し込めて、エリンの手を摑んで走り出した。







　頭に浮かび上がった地図を見る。どこもかしこもモンスターだらけだ。

　しかも、どのモンスターも単体で俺達より格上。

　20階層のモンスターは17階層の比じゃないくらい強い。

　俺とエリンだけじゃ、一体でも遭遇したら殺されてしまうだろう。

　やつら全てに見つからないようなルートを模索するしかない。

　頭をフル回転させて、最適な逃走経路を探していく。




　この先、右に行って、三つ目の曲がり角を左に曲がるルートはどうだ？　行けるんじゃないか？




　あそこにいるモンスターが進路変更したらまずいか……。どうする……？




　左に向かうルートは行けるか？　右側よりかはモンスターの密度があるけれど、活発に動いている個体は少ない。




　このまま、まっすぐ進むのは駄目だ。一度来た道を引き返すか……。




　くそっ……。さっきの路を曲がっておけば良かった！




　モンスターに両側を塞がれるのは避けたい。進む路が限られていく……。




　加熱する思考に、脳は限界を迎えていた。

　無理だろ、こんなの。モンスターの数が多すぎる。

　しかも、一度でも間違った経路を選んでモンスターと鉢合わせしたら終わりなんて。

　考えながら走り続けなくちゃいけないのも辛つらい。正常な思考を保つための酸素だって足りない。

　そもそも現在歩いているルートが最適だという自信も皆無だ。心が折れそうになる。

　直近の選択は間違っていたんじゃないのか？　今進んでいる路は正しいのか？

　そもそも、俺達たちは転移結晶に向かって進めているのか？　実は逆方向に向かって走っているんじゃないのか？

　不安が更なる疑問を引き寄せる。確証なんてものはもう跡形もなく消えていた。

　だけど、進むしか活路はない。

　だって、立ち止まれば俺達は死んで――。

「ちょ……ちょっと待って……」

　俺の右腕が引っ張られる。咄とつ嗟さに加えられた後ろ向きの力に、思わず足を止めてしまう。

　振り返ると、そこには尋常じゃない量の汗を滴らせ、息を荒らげている少女がいた。

「無理……もうちょっとペース落として……」

　先程の弱音とは違って、今度は本当に走り続けるのが無理そうな具合であった。

　俺とエリンの体力には開きがある。そんなこと当たり前じゃないか。

　それなのに、俺は焦って自分のことしか見えていなかった。無意識に彼女を視界の隅に追いやっていた。

　体力を使い果たしたエリンの様子に、自分の至らなさを反省させられる。

　――何が『今のエリンは駄目だ』だよ。本当に駄目なのは俺じゃねえかよ。

　全然冷静になれてなかった。命の危険を感じて、正常な判断ができないでいた。

「ごめん。ペースを落とすよ」

《索敵》で確認するに、付近のモンスターとはある程度距離がある。

　無理して走るような窮地でもない。

　それよりか、ここで体力を温存しておいて、来るべき際に備えた方がいいだろう。

　20階層はどのくらいの広さかわからないのだ。何日単位で逃げ回る可能性だってある。

「とりあえず走るのはやめて、歩いて進んでみようか」

　息を整え終えていないエリンの手を引いて、俺はまた進んでいく。







　最悪だ。ルート選びを間違えた。

　くそっ！　何やってんだよ、俺！

　自分への苛いら立だちが募っていく。右足を小刻みに揺すって昂たかぶった感情を吐き出していく。

　落ち着け。こういう時こそ冷静な判断が必要だ。

　深呼吸をして、一旦頭の中を整理していく。

　20階層に転移させられてから、早十時間が経たった。

　この階層のモンスターの行動パターンにも慣れてきて、ルート選びにも余裕ができてきた頃のことだった。

　疲れによる集中力の低下や自身の油断からだ。

　俺はこれから予定していた進行ルート上にモンスターが現れたのに気づくのが遅れてしまった。

　このまま進めばモンスターと鉢合わせすることは間違いないだろう。

　しかし、戻ろうにもついさっき通った路にはモンスターの群れがいた。

　まだ目視はできないほど離れた距離だが、前と後ろでモンスターに挟まれた状況になってしまった。

　しかも、前にいるモンスターはこちらに向かってきている。衝突は避けられないだろう。

　どうする？　この危機を打破する方法を考えろ。

「どうしたの？」

　急に立ち止まった俺を不審に思ったのか、エリンが問いかけてきた。

　今はその質問に答えている時間すら惜しい。考える時間に全てを費やしたかった。

　――このままここで立ち止まってモンスターが引き返すことを願うか？

　いや、駄目だ。楽観的すぎる作戦だ。モンスターが引き返さないこと前提に話を進めなければ。

　――戦うか？

　エリンの顔を注視する。極限状態のまま何時間も歩きっぱなしだったせいか、疲労の色が濃い。

　モンスターとの戦闘は厳しそうだ。万全のエリンでも心こころ許もとないのに、疲労困こん憊ぱいの彼女を戦わせるのは博ばく打ちすぎる。

　――するとあれしかないか。

　覚悟を決め、息を深く吸った。

「エリン、ごめん。モンスターに挟まれたみたい。完全に俺のミスだ」

「……えっ？」

　俺の打ち明けを聞いた途端、エリンの顔は青ざめる。

　彼女に取り乱される前に、俺はたたみかけた。

「落ち着いて聞いて欲しい。これから、前から来るモンスターを《隠おん密みつ》でやり過ごそうと思う」

「何言ってるの……？」

「だから《隠密》で気配を消してやり過ごすんだ」

「そんなこと可能なの……？」

「俺の予想ではいけると踏んでいる。路の端に寄って身を潜めれば大丈夫だと思う」

「何も手を出さないで隠れていろっていうの？　そんなの見つかったら一巻の終わりじゃない！」

「そうだ。見つかったら確実に終わりだ。だけど、見つからなければいいんだ」

「でも――」

「それが一番生き残る可能性が高い方法だと思う」

「戦うのは駄目なの？　スペルを使って一撃で倒すのは難しい相手なの？」

「うん」

　しっかり目を合わせながら、エリンの言葉に頷うなずく。

「前から来るモンスターは一体。後ろにいるのはモンスターの群れだ。前の一体をスペルで倒せたところで、後ろのモンスター達に勘づかれちゃう。そうなったら、最悪だ。だったら、前からのモンスターを《隠密》でやり過ごした方が無難だと思う」

　エリンは震える瞳で、こちらを覗のぞき込んでくる。

「ノートを信じていいの？　失敗したら、私達、一緒に死ぬのよ？」

　ここが説得の正念場だ。視線をしっかり合わせたまま答える。

「大丈夫だ。俺を信じろ。絶対に上う手まくいかせる――いや、上手くいくから安心して」

　これは空元気じゃない。虚勢でもない。

　初めてジンに《隠密》を教わってから、四カ月近く。

　俺は真剣に《隠密》の修業をしてきた。そう誓うことができる。

　今の俺はそこいらの盗賊よりずっと上手くなっているはずだ。そうでなくちゃいけない。

　一流の暗殺者であるジンの貴重な時間と労力を割いて、教えてもらったのだ。

　俺はたとえマッピング要員だったとしても、曲がりなりにも『到達する者アライバーズ』の盗賊なのだ。

　できないじゃ済まされないだろう。

　ここでできなくて、なんのための修業なんだ。

　もう守ってもらうばかりじゃいられない。

　今度は『到達する者アライバーズ』のメンバーを。エリンを俺が守る番だ。

　自信がないのは努力が足りないからだ。

　努力が足りないのに自信があるのは、ただの過信だ。

　自分で誇れる努力をして、初めて確信となるのだ。

　俺は自分の努力と《隠密》を信じていた。

　エリンも俺の力強い眼まな差ざしに折れたようだ。

「……なら任せたわよ。その代わり失敗したら承知しないわ。地獄に落ちてまで恨んでやるから」

　これは何がなんでも失敗は許されないみたいだ。







　――ひタひタ。ひタひタ。

　湿った足音が段々と近づいてくる。ゆっくりと確実に。

　――ひタひタ。ひタひタ。

　本当にこの作戦でいけるのか？　戦った方がいいんじゃないか？

　湧き上がる疑念を押しとどめるように、唇を嚙かむ。

　そのまま、音の鳴る方向へと目を向ける。

　――ひタひタ。ひタひタ。

　蠟ろう燭そくでうっすらと照らされた通路の先。闇の中に潜むモンスターの姿は未いまだ目視できない。

　大丈夫だ。この選択で間違いないはず。

　自分を奮わせるように心の中で唱える。

　――ひタひタ。ひタひタ。

　エリンにも注意を向ける。彼女は俺の腕の中で震えていた。

　心配する必要はないと伝えるため、ぎゅっと肩を摑つかむ。

　――ひタひタ。ひタひタ。

　俺達は予定通り、通路の端で息を潜めている。大丈夫なはずだ。

　モンスターの視界に入らないように、壁を覆うツタの中、二人縮こまって隠れている。

　これから訪れるモンスターに備えて、世界から乖かい離りする感覚をより高める。

　もっと、深く。《隠密》に入れ。

　――ひタひタ。ひタひタ。

　暗闇からそれは現れた。

　緑色？　青色？　ぼやけて体の色はわからない。

　――ひタひタ。ひタひタ。

　湿った足音はどんどん寄ってきていた。

　なんだあれ？　カエルか？

　蠟燭の灯あかりによって体の表面が反射している。どうやら体表は粘液のようなもので濡ぬれているみたいだ。

　カエルもどきとしか言い表しようがないモンスターは、二足歩行で悠々と歩いていた。

　歩いている様子がのろまだからって、カエルもどきを油断するのは早計だろう。

　よく観察してみると、脚が太い。いかにも筋肉が詰まってそうな両脚だ。

　こいつが本気で跳躍したなら、数十ｍは余裕かもしれない。

　大きさは俺達たちより一回り上くらいか？　胴体のサイズにしてはやたらと目が大きい。

　両腕は脚と比べ発達していないようだ。俺の腕と同じくらいの細さだった。

　同じ二足歩行のモンスターとして16階層のウマ人が挙げられるが、カエルもどきはそれとは全く違う印象を受ける。

　ウマ人が馬を人間に寄せて二足歩行させたモンスターなら、カエルもどきはただの二足歩行の獣である。

　このモンスターからは知能とか秩序とかは微み塵じんも感じられない。あるのは本能だけだ。

　――ひタひタ。ひタひタ。

　カエルもどきは俺達のすぐ斜め前まで来ていた。手を伸ばせば触れられるかどうかの距離である。

　歩くのが遅い。早く通り過ぎてくれよ。

　心臓の鼓動は限界に近いほど早くなっている。

　バクバクとうるさい。こんなんじゃ見つかるだろ。止まってくれ。

　いくら念じても、音はやんでくれない。

　違う。この音は俺のじゃない。エリンの鼓動だ。

　ゆっくりと首を回し、腕の中の彼女を見る。

　エリンは目を見開きながら身体からだを小刻みに揺らしていた。

　こんなんじゃ、いくら俺が《隠密》を頑張ったところで見つかってしまう。
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　身体をそっと押さえつけるも、エリンの震えは止まらない。

　口は半開きになり、恐怖から今にも声が漏れ出そうだった。

　しっかりしろよ、おい！

　声に出して叱ってやりたいが、この状況じゃそれも叶かなわない。

　仕方ないので、右手で無理やりエリンの口を塞いだ。

　その直後、手のひらの中で「ひぃっ！」というごく僅かな悲鳴が響く。

　思わずエリンを張り倒してやりたい気分になった。

　怖いのは俺だって同じなんだよ。我慢してくれよ。じゃないと殺されるんだぞ？

　いくらエリンを強く押さえても、震えは止まる兆しを見せない。

　俺の手のひらは彼女の唾液で濡れ、堰せき止めている声は決壊しそうだ。

　鮮やかな赤い瞳には涙さえ浮かんでいた。

　これは無理かもしれないなと、諦めかけて前を向くと、カエルもどきの姿は消えていた。

　左手方向に視界を移すと、不気味な二足歩行の獣は暗闇に消えていく最中だった。

　いつの間に通り過ぎていたんだ？

　エリンが危なっかしすぎて、全然意識が向いてなかった……。

　カエルもどきが完全に立ち去るのを確認すると、押さえていた手を離した。

　隣からは「はぁっ、はぁっ」と荒い息づかいが聞こえる。

「早く行くぞ。モンスターが後ろからも来ているし」

　俺は急いで立ち上がり、彼女の肩を叩たたいた。

　俺の催促に、潤んだ視線が返ってくる。

　最初、俺が手荒に口を塞いだことを抗議してくるのかと思った。

　だけど、彼女の口から放たれたのは予想外の返答だった。

「もうやだ……」

　俺の言葉に従うように立ち上がるも、その動きは全くといっていいほど力はこもっていなかった。

　普段の強気な彼女はここにはもういない。

　弱音を吐き続けるエリンに、俺は一抹の不安を覚えていた。
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　この階層に来て何日が経たったのだろう。

　三日？　五日？　それとも一週間以上か？

　いや、もしかしたら二十四時間ほどしか経っていないという可能性だって有り得る。

　陽ひの光もなく、蠟燭の火で照らされた通路と部屋が続くだけの20階層。

　時間感覚はとっくに狂い、今が朝か夜なのかもわからない。

　そんな中、代わり映えのしない風景を歩き続けるのはだいぶ気がやられる。

　適度に休息を挿はさまなければ、体力的にも精神的にも限界が来るのは目に見えていた。

「本当に大丈夫なのよね……ここで寝て……」

「うん、心配いらない。もしモンスターが近づいてくる気配があったら起こすよ」

　隣で毛布にくるまっているエリンを優しく宥なだめる。

　精神的に不安定な状況になっている彼女の取り扱いは注意しなければならない。

　できる限り刺激しないように言葉を選んでいく。

「……わかったわ。なら寝る」

「おやすみ、エリン」

「……おやすみなさい」

　そう言って、僅かな蠟燭の光すら遮るように頭まで毛布を掛ける。

　外界からの恐怖を遮り、安全な世界へと引きこもるヤドカリのような仕草だ。

　俺はヤドカリのそばに立てかけられた杖つえを眺めながら、それと同じような体勢で壁に腰掛けた。

　肺中の空気を吐き出すように深く息を吐く。

　――正直、しんどい……。俺としても限界が来ている。

　少しでも疲れが取れればと目を瞑つぶる。

　迫るモンスターの脅威に対処するため《索敵》は常時発動していなければならない。

　そのせいで、この階層に入ってからきちんとした睡眠は取れていなかった。

《索敵》と《隠おん密みつ》を展開しながら、触れられれば起きるような浅い睡眠で凌しのぐ毎日。

　アーツを発動しながら寝られる技術を身につけていなければ、今頃倒れていただろう。

　いや、今倒れていなくても、明日は倒れるかもしれない。

　そのくらい俺の身体は疲労で重くなっていた。

　横で吞のん気きに寝ているエリンが腹立たしく思える。

　俺は寝ている最中、《索敵》でモンスターの接近を察知するたび起きていた。

　最初の方はエリンを叩き起こしてモンスターから逃げていたのだが、エリンの疲れが見て取れたので、途中からは群れでない限りエリンを起こさず《隠密》でやり過ごしていた。

　よって、俺の睡眠時間はエリンよりもかなり少ないはずだ。

　それなのに自分より衰弱しているエリン。その姿に少しばかり苛いら立だちが募ってしまう。

　わかっている。こんなのは八つ当たりだ。

　自分に余裕がないから、他人を責めたい気持ちになっているだけだ。

　この階層を抜け出す進捗状況もよろしくないのが、俺の苛立ちに拍車をかけていた。

　俺達はモンスターとの遭遇を避けることを最優先に動いているため、全然前に進めていない。

　来たルートを引き返すことは日常茶飯事だし、時には大幅に迂う回かいしてから進むことだってある。

　モンスターを蹴散らしながら進む探索とはわけが違っていた。

　そもそも、転移結晶の位置がわからないので、前がどっちかもわからない。

　ゴールの見えない脱出劇に気が狂いそうになる。

　唯一の救いは【地図化マツピング】のお陰で、通った路の地図が出来上がっていくことだった。

　道に迷うことはないし、段々とこの階層の構造も把握できている。

　理論的にはこのまま歩き続ければ、俺達は転移結晶を見つけられるはずだ。

　このスキルがなければ、俺ですらこの階層からの脱出を諦めていただろう。

　こんなに自分の外れスキルが役に立ったのは初めてだ。

　――俺も軽く寝るか。モンスターもしばらくは来なそうだし。

　アイテムバッグから、エリンの被かぶっているものと同じ毛布を取り出す。

　これもまたラッキーだった部類だろう。

『到達する者アライバーズ』の六人の中で、俺とネメにのみこのバッグが渡されていた。

　中には食料品やダンジョン内での宿泊道具が詰め込まれている。

　17階層へは軽い探索目的だったので、あまりバッグの中のものは充実していなかったが、それでも数日間はものに困ることはないだろう。

　俺達はこういう幸運の積み重ねで辛うじて生き延びていた。

　一つでも何かが足りなかったら、今頃は死んでいた。

　足あ搔がき続けられている現状に感謝しなければならない。







　はっ、と目が覚める。突然激しく揺り起こされたような意識の浮上感に苛さいなまれる。

　モンスターだ。モンスターが来ている。

　しかも、一体じゃない。群れだ。《隠密》だけでやり過ごすのはリスクが高い。

　隣で毛布にくるまっていたエリンを急いで叩き起こす。

「おい、起きろ」

「……な、何？」

　エリンは瞼まぶたを擦こすりながら、寝返りを打って身体をこちらに向ける。

「モンスターが来ている。早くここから逃げるぞ」

「そう……」

「『そう……』じゃないよ。早く逃げるんだよ」

　こと切れそうな返事をするエリンの手を引き、身体を起こさせる。

　光が消え、薄く濁った彼女の瞳は薄暗いダンジョン内でもよく見て取れた。

　恐らく、エリンはもう限界を越えかけている。特に精神面において。

　ここ数日、エリンの口から強気な発言が飛び出すことはなかった。いつもは嫌というほど、耳に入ってくるのに。

　それどころか、ダンジョンに取り残されてから、言葉数が異様に少なくなっていた。

　今日なんて、俺が話しかけてやっと返事が戻ってくるといった様子だった。彼女から話しかけられるということはほとんどない。

　しかも、口を開けば出てくるのは弱音で、聞き手である俺を嫌な気分にさせていた。

　俺が自分を偽って希望的な観測を語っているんだから、エリンもそれに同調して欲しい。

　そうでないと、俺の心まで折れてきそうだ。

　俺はエリンのことをもっとしっかりしたやつだと思っていた。

　しかし、それは過大評価だったようだ。

　――今のエリンは本当に役に立たない。

　ここまでメンタル面が弱い人間だとは思ってもみなかった。

　彼女の存在は今では少し、俺の精神的な足あし枷かせとなっていた。

　エリンが抱えていた毛布を奪い取り、アイテムバッグに放り込む。

　そのまま苛立ちを隠すためにも、間を置かず彼女の手を摑つかんで走り出した。







　どのくらい足を動かしていたのだろう。

　俺達たちはエリンの体力切れによって、足を止めていた。両膝に手をかけ、荒々しい息を整えているエリンを横目に肩を回す。

　だいぶモンスターからは離れることができた。ひとまずは安全といって差し支えがないと判断していた。

「水、お願いできる？」

　アイテムバッグから水筒を取り出し、エリンに手渡す。

　この水筒の中にスペル《給水ウオーター》で飲み水を入れるのは彼女の役目だ。魔導士であるエリンのお陰でこうして水問題を解決しているのも事実だった。

　先程は役に立たないといったが、こういう点では貢献しているのもまた事実だ。

「……うん」

　エリンは軽く頷うなずくと、腰に手を当てる。何かを探すように数度叩き、なんらかの異変に気がついたようだ。

　首を何度も回して、腰元を確認している。

「……ないっ！……なんで!?」

　目を見開いて必死の形相で辺りをきょろきょろ見回している彼女に嫌な予感がした。

　このまま黙っていても、何も解決しなそうなので、仕方なしに尋ねる。

「どうしたの？」

「杖がっ！　杖がないの！」

　……マジか。そうきたか。

　怒りよりも先に呆あきれの感情が襲ってきた。

　そういえば、エリンは寝ている時、杖を壁に立てかけていた。急いで彼女を連れて逃げたせいで、杖を置き忘れたみたいだ。

「……サブの杖はこっちのアイテムバッグに入ってなかったよね？」

「……うん。ネメの方に」

『到達する者アライバーズ』はアイテムバッグを二つに分けている。俺が持つアイテムバッグには主に、俺とジンとロズリアの装備が詰め込まれていた。

　魔法まで使えなくなるとは。エリンに唯一あった役割すらも失うときた。

　このままでは本当に役立たずとなってしまう。

　流石さすがにこの状況は看過できないので、口を開く。

「しょうがない。多分、寝ていた場所に忘れているだけだと思うから、モンスターが去ったら後で取りに行こう」

「……ごめんなさい」

「いいよ。気づかなかった俺も悪いし」

　みるみるうちに萎しおれていく彼女にあまり強い言葉を投げつけるのは罪悪感が生じる。

　なるべく優しい物言いを選んで、彼女を宥める。

「とりあえず、今は休もう。当分モンスターは杖の付近にいそうだし」

　そう言って、エリンの手にあった空の水筒と、アイテムバッグに入っていた毛布を交換した。

「ちょっとだけでも寝ておきな。全然寝られてないでしょ？」

　睡眠に入ってからモンスターの群れによって叩たたき起こされるまで、二時間も経ってないはずだ。

　この寝不足のままダンジョンを歩き回るのは、危なっかしすぎる。

「……ありがとう」

　毛布を素直に受け取ると、エリンは横になった。

　俺ももう一時間だけ寝よう。それから後のことは考えよう。

　精神的にも、肉体的にも、ぐったり疲れた俺はすぐに浅い睡眠の中に入れた。
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　エリンの杖を回収してから数日が経たった。

　俺達はまたしても新たな問題に直面していた。それは食料問題だ。

　アイテムバッグの中を確認する。いくら覗のぞき込んでも食料は増えてくれない。

　思わずため息が出てしまう。

　ここ十日間ほどの20階層生活を経て、食料は底を尽きかけていた。

「このツタ食べられるかな……？」

　壁を覆っている灰色のツタを手に取る。随分カピカピとした触り心地だった。

「……食べられるわけないでしょ」

　ボソッと冷たくあしらわれる。

　俺としては暗い雰囲気を和ませようと放った冗談だったのだが、却かえって逆効果だったようだ。

「もしかしたらっていう可能性も……」

「ないわ……」

「そうだよな」

　握っていたツタを手放す。音もせず、植物の残骸は地面に落ちていった。

「他に食べられそうなものある？」

「ないわね……モンスター以外は……」

　――モンスターか。まあ、そうなるよな。

　エリンの言葉を心の中で反はん芻すうする。

　俺も薄々はそう思っていた。この階層で食料になりそうなものはモンスターしかいない。

　この階層で今まで見つけたモンスターは五種類。

　最初に出会ったカエルもどき。

　体が鉱石で形作られた四足歩行の狼おおかみ。

　三みつ叉またの槍やりを携えた悪魔。

　一つ目のゴーレム。

　無数の根？　触手？　みたいなのを揺り動かしている植物。

　といった内訳である。

「食べられそうなモンスターね……」

　呟つぶやきながら考える。

　十中八九、体が無機物でできている狼とゴーレムは食べられないだろう。

　悪魔はいけるのか？　カエルもどきと植物はなんかいけそうだ。

「カエルと悪魔みたいなやつは食べられるわよ」

　エリンが断言したことに驚いた。慌てて尋ねる。

「食べられるのか？　あいつら？」

「うん……スキルでわかったから……」

「スキル？」

　間髪容いれずに聞き返してしまった。確かエリンの持つスキルって――。

「【料理・小】よ。目にしたものが食べられるかどうかもわかる効果があるの」

「結構使い道があるんだな、そのスキル……」

　普段だったら怒られるような軽口も無視して、話が続けられる。

「まあね。他にも食材の調理方法なんかも頭に浮かぶから、その二体はきちんと食べられると思う。他のは無理ね……」

「花の怪物は駄目なのか？」

「毒があるから無理ね」

　なるほど。食べられるのは二種類だけか。

　食材を見分けられるスキルを持つ彼女が言うのだから、その通りなんだろう。

　彼女の言葉を逆説的にとらえれば、他に食べられそうなものはこの階層にないということである。

　そろそろ覚悟を決めなくちゃいけないのかもしれない。

　決意を口に出すのは思っていたより簡単だった。

「エリン、モンスターと戦おう」

　それは前から薄々勘づいていたからかもしれない。俺達がモンスターと戦わずして、この階層から脱出することは不可能だと。

　しかし、数日間行動を共にしていた少女が俺と同じ思いを胸に抱いているとは限らない。

「……何、言っているの？」

　俺の言葉が信じられないといった様子で目を見開くエリン。

「……まさか、本気で言っているわけじゃないわよね？」

「そのまさかの本気だよ」

　瞳を見て、俺の覚悟を察したようだ。エリンは一歩後ずさる。

「か、考え直して！　そんな馬鹿なことを考えるのはやめなさいよ！」

「考え直すのはエリンの方だよ」

　俺はエリンの眼まな差ざしを離さない。自分の意見を押し通すことを決めている。

「このまま食料がなくなって餓死するのは時間の問題だ。なら食料が完全に尽きていない今、戦うべきだと思う。飢えによるコンディション低下を受けていない今だからこそ」

　他にも気持ち的に余裕を持っておきたいというのもあった。

　この階層のモンスターを狩るには、勝てる条件が揃そろっている状態で戦いを挑まなくてはならない。

　その勝てる条件とやらが手に入るまで、待つことができる猶予が欲しかった。

　作戦を決行するまでに、食料が尽きるなんて展開は最悪だ。

『食料がないし仕方ない。勝算はないけど戦いを挑もう！』なんてやっつけだけは避けたかった。

　しかし、この決断はモンスターとの戦いを避けて食材が尽きるまでこの階層を探索していけば、案外あっさり転移結晶が見つかって帰れるのではという最善の可能性を切り捨てると同義である。

　エリンを説き伏せるためにも、この点は伏せておくことにするが。

「死ぬのは嫌だろ？　だから戦うんだ」

　ずるい説得なのは充分承知している。彼女の自由意志なんて、あってないようなものだ。

　こういえば、確実に首を縦に振ってくれる。そう確信しての投げかけだった。

　事実、俺の予想通りの反応をエリンはする。

「……わかったわ。それでどうやって戦うつもりなの？」

　エリンの他人任せな思考に不安を覚えるが、その性質を利用したのは俺自身だ。

　責めることなんてできるはずもない。

「ターゲットにするモンスターはカエルもどきかな。そもそも食料にできるのが、カエルもどきと悪魔の二種類だけだ。その中で、単独で行動しているものの多いカエルもどきを狙おうと思う」

　エリンは黙りながら俺の説明を聞いている。

「それでモンスターを倒す方法だけど、罠わな魔法で倒せちゃったりしないか？　それができれば一番手っ取り早くて安全なんだけど……」

《罠解除》の修業時にエリンが罠魔法を使用していたことを思い出し、考えを口にする。

　しかし、エリンは首を横に振るばかりだった。

「それは不可能よ。膨大な魔力を罠魔法に注ぎ込められれば話は別だけど、そんな量の魔力を練っていたら周りのモンスターを寄せ集めちゃうもの」

　無理なのか……。いい方法だと思ったのに……。

「罠魔法ってそもそも効率が悪いの。触れたら発動するようなギミックや、その場に長時間設置することに魔力のリソースを使わなくちゃいけないから、その分同じ魔力量を消費する攻撃魔法に比べて威力が弱くなるの。だから、モンスターに大打撃を与えるほどの威力にするには、倍ほどの魔力を注がなくちゃいけなくなるのね」

「じゃあ、モンスターを寄せ集めない程度の魔力量で発動する罠魔法って、どのくらいの威力になる？」

「詳しくはわからないわ……。この階層のモンスターがどのくらいの耐久力を持つかわからないし……。でも、ノートの《隠おん密みつ》による手助けがあるなら、それなりのダメージは与えられると思う」

　どうする？　罠魔法でいくか？

　カエルもどきの姿を思い浮かべる。あの太い両脚は跳躍力に優れていそうであった。

　罠魔法をある地点にいくつも張ってカエルもどきを削り切るという案を思いついていたが、その作戦は上う手まくいくようには思えなかった。

　罠魔法の初撃を受けたカエルもどきは自慢の跳躍力で退避することは確実だろう。罠を乱立させたエリアから逃げられれば、俺達たちになすすべはない。

　食料を得られないまま危険を冒したという結果だけが残ってしまう。

　それよりか、最初に発動させる罠魔法を拘束系のものにして、動きを封じたモンスターを直接エリンの攻撃魔法で仕留めた方が確実だろう。

　その分、最初の案よりかは危険だが、それもしょうがない。

　ただ普通にエリンの攻撃魔法で戦うよりは安全な策だし、ここらが妥協点だろう。

「エリン、普通の攻撃魔法なら、周りのモンスターを寄せ集めずカエルもどきを一撃で仕留められる？」

「そうね……。多分……いけると思う……」

　とりあえず、これで作戦は決定だ。

　本来ならもっと万全を期して戦いたいんだけど、こんなピンチに陥った以上仕方ない。

　ある程度、ぶっつけ本番でやらなくちゃいけないこともある。







　自然と息が潜まってしまう。呼吸が苦しくなってきた。酸素不足を解消するため、意識的に肺を広げた。

　もうすぐ罠の張った地点に狙っていたカエルもどきが到着する。

　俺とエリンはその瞬間を、カエルもどきが通る路の曲がり角で待ち構えていた。

　待機場所は罠を設置した地点からはだいぶ離れている。50ｍほど離れた先の、丁字路に隠れ潜んでいた。

　この距離は遠距離攻撃を得意とするエリンの独壇場だ。

　相手のモンスターが同じく遠距離攻撃を得意としない限りはこちらが攻撃を受けることはないだろう。

　エリンも、この距離なら一撃でモンスターを仕留められると言っていた。

「そろそろだ」

　壁が邪魔でこの場所からじゃカエルもどきを目視できない。だけど、俺には《索敵》がある。

　自分の脳内上の地図と照らし合わせて、位置を正確に把握していた。

　緊張する。手は汗でびっしょりだった。

　失敗したら死ぬのだ。そして、その失敗する確率も決して低いものではない。

　文字通り命がけの戦いだ。こんなにも死が身近に感じる戦闘は初めてだった。

　本当に上手くいくのか？　大人しく作戦を中止した方がいいんじゃないのか？

　湧き起こる疑念を拭うように、手のひらをズボンに擦こすりつけ、俺よりも緊張しているはずであるエリンに目を向ける。

　今回の作戦を実行するのは彼女なのだ。そのプレッシャーは俺の比にならないだろう。

　エリンの瞳孔は完全に開いていて、唇は食いしばられていた。

『大丈夫か？』と声をかけようと思ったが、時間がそれを許してくれなかった。

　カエルもどきが罠の一歩手前まで歩み寄る。

　――そして、罠にかかった。

　パキッという鋭い音が耳を刺す。エリンの氷系罠魔法がモンスターを捕らえた合図である。

「エリンっ！」

　俺の呼びかけに、ツインテールがぴくっと反応する。

　モンスターを寄せつけないギリギリの魔力を杖つえに溜ためていた彼女は、待っていたとばかりに曲がり角を飛び出す。俺もその後へと続いていく。

「《光刃術式》！」

　淡い光の塊が杖の先端から放たれる。一直線に進む光源は、お世辞にも速いとはいえない速度でカエルもどきへと向かっていく。

　カエルもどきは足元を中心に凍らされているため身動きが取れない。迫る光を避けることができなかったようだ。

　突き進んでいった光は、エメラルドグリーンの体表の中に吸い込まれていく。

　直後、無数の光の刃が溢あふれるかのようにカエルもどきの体から貫き出る。刃は四方八方へ先を向けており、青黒い血しぶきが壁に飛び散っていた。

　決着がついたと安あん堵どして、目の前のエリンは肩の力を抜く。

　――違う。まだだ。まだ戦いは終わっていない。

　目の前にいる瀕ひん死しのモンスターからの敵意に身が震える。

　こいつはまだ生を諦めていない。

「《離脱ウイズドロー》、《離脱ウイズドロー》、《離脱ウイズドロー》、《離脱ウイズドロー》、《離脱ウイズドロー》、《離脱ウイズドロー》！」

　反射的に叫んだ。そのままエリンの身体からだを抱いて、一心不乱に跳ぶ。遠くへ、より遠くへと。

　目の前で何が起こっているかなんて知らない。後先なんて考えられない。

　ただ一つ、わかっていたのは逃げなければ死ぬということ。純粋な本能からくる逃避であった。

　気がつくと、ちょうど目と鼻の先には鋭い剣先が向けられていた。あと１ｃｍあるかないかといったギリギリの距離までそれは迫っていた。

　静止する剣先を眺め、啞あ然ぜんとする。これは剣じゃない。舌だ。

　カエルもどきが伸ばした鋭い舌先が俺の顔を貫こうと迫っていたと理解する。

　どれだけ離れていたと思うんだよ……。

　このくらい距離を取っておけば安全だろうという憶測が完全に外れていたことに乾いた笑いが漏れ出る。

　こんな遠距離攻撃の手段を隠し持っていたなんて、予想すらしていなかった。

　一瞬でも飛び退くのが遅かったら。一回でも《離脱ウイズドロー》の発動回数が少なかったら。今頃、俺はくし刺しになっていた。

　恐怖で思考がぼやけていく。

　パリッパリッと遠くで氷の割れる音がして、我に返る。

　カエルもどきが力任せに罠に抗あらがい、氷の足あし枷かせを破りかけている合図だ。

「エリン、早くスペルを！」

　狭まっている気道を無理やり開いて、声を絞り出す。

　俺の声によって、エリンも飛びかけていた意識を取り戻す。

「あっ……」

　焦りながら杖に魔力を充じゆう塡てんしていくエリン。

　スペルの発動準備が完了するのと、罠が破られるのは同時の出来事であった。

　音とともに、弾丸のごとく跳び出してくるカエルもどき。

　エリンは目を瞑つぶりながらも雷撃を放った。

　激しい音の直後、カエルもどきは雷へとぶつかり、弾はじけ飛んだ。

　焼けた肉片が頰を掠かすめる。

「――っ。危ないところだった……」

　地面に散らばった肉体を眺め、カエルもどきが息を吹き返す可能性がないことを再確認する。

　安堵から腰が抜けていた。横を見ると、エリンも地面に尻をつけ、へたり込んでいる。

「早く、食べられる場所を剝ぎ取ろう」

　四散した死体を見て、食欲は湧き起こるどころか減っていく一方だ。

　そもそも、派手に殺してしまったせいで食べられそうな部位がほとんど見当たらない。

　だけど、折角命がけで狩った獲物だ。みすみす見捨てるわけもない。

　他のモンスターが騒ぎを聞きつける前に、食べられる部分を回収しておこう。幸いにも、今は迫ってきている気配はないが。

　アイテムバッグから予備のナイフを取り出し、エリンに手渡す。

　剝ぎ取りはスキルによって食べられる部位を把握できるエリンの役割だった。

　俺はその間、《索敵》で周囲のモンスターの動向を見張っておく。

　エリンは肉の回収を終えると、鮮度を保たせるため氷魔法で覆い、俺へと渡してくる。

　それを素直に受け取り、アイテムバッグへと入れる。

「この量じゃ、もう一体倒さなくちゃいけないかもな……」

　それはなんの配慮もなしに漏れた言葉だった。特に意識もしていない、変哲のない発言のつもりだった。

　だけど、その言葉が失言だと気づくのには、そう時間がかからなかった。

「もう嫌……」

　その悲痛な叫びが目の前の少女から発せられたものだと気がつき、顔を上げる。

　――彼女は。エリンは。泣いていた。

　ボロボロと涙の粒をこぼしている。

　その光景は気高く、美しいものだと思っていた少女には似つかわしくなくて、俺は衝撃を受けていたのだと思う。

　伸ばした手は、行き場をなくして空中で止まっていた。

「もう嫌よ……。戦いたくない……。全部やめましょうよ……」

　心の軋きしみを吐き出すエリンを見ていられなかった。

　俺は咄とつ嗟さに言葉を継ぐ。

「全部やめましょうって……それじゃ生きて帰れないだろ？」

　冷静に宥なだめようとした。エリンの叫びは、この階層に放り込まれてからの延長線上だと思っていた。いや、そう信じたかっただけなのかもしれない。

「知ってるわよ……。だから言っているんじゃない……。諦めましょうって……。生きて帰れるなんて叶かなわない願いは捨てて、楽になろうって！」

　だけど、現実は違っていた。思い違いだった。

　もう限界だったのだ。エリンにとって。この20階層での生活は。

「無駄よ、こんな足あ搔がき！　辛つらいだけじゃない！　何度も死にそうな思いをしてモンスターを倒しても、結局私達たちは死んで終わりなのよ！　生きて帰れないのよ！」

　一度堰せきを切った感情の波はとどまることを知らない。

「辛いよ。苦しいよ。もう楽になっちゃいたい。あなたもそう思うでしょ？　だから諦めよう、一緒に」

「エリン……」

　――俺はそうは思わないよ。

　悲痛に満ちた彼女の泣き顔を前に、残酷な言葉を突きつける気にはなれなかった。

「ねえお願い……。一生のお願いだから……。私にできることならなんでもするから……。一緒に諦めてよ……」

　代わりに絞り出したのは、この場に似つかわしくないほどの正論。

「エリン、落ち着いてよ。冷静になって」

　もちろん、取り繕った言葉など彼女に届くわけもなくて、両肩を摑つかもうとする俺の手は弾き飛ばされた。

「何が冷静になってよ！　この状況で冷静になれるわけないじゃない！　物事を冷静に考えているあなたの方がずっとおかしいわよ！」

　俺の襟元に摑みかかって、エリンはなおも攻撃的な追及をやめない。

「私はね、前からノートのことを変わっている人だと思っていた。ずっとよ。そして、今確信したわ。自分の考えは間違っていなかった。あなたは異常よ」

「俺が異常……？」

　言っている意味がわからなかった。問いただすように言葉を繰り返す。

「そう、異常よ。死が迫っている状況なのに。こんな場所に数日いるだけで私は気が狂いそうだっていうのに。平然としているあなたが異常にしか思えない。正直、怖い。私には理解できないものだから。同じ人間の心とは思えないのよ」

　俺だって平然としていたわけじゃない。20階層での生活に焦りを感じていたし、苛いら立だちも募っていた。

　ただ、生き延びるために感情を押し殺しているだけだ。

　そう弁明しようと口を開きかけたが、言いとどまることになる。それはエリンが言葉を続けたからだ。

「昔から、ずっとノートが理解できなかった。どうしてそんなに心が強いのか。目標に向かって進み続けられるのか。頑張り続けられるのか。私にはわからない」

　言いとどまって正解だったと思った。

　彼女は、目的のためなら感情を押し殺せる俺を非難していたのだから。

　エリンの頰から垂れた雫しずくは、ここ数日のダンジョン生活で汚れたローブの裾を滲にじませていた。

「私が最初にあなたに恐怖を覚えたのは、あなたが誘拐容疑で捕まって、私が説教をした後のことよ」

　八カ月くらい前の出来事だったが、その時のことはよく覚えている。

　自分の怠惰な気持ちを咎とがめられた時の話だ。俺にとってもそれは苦い記憶であった。

「あの時ね、私、ノートがパーティーを抜けると思っていたの。いや、辞めちゃえばいいと思って、わざとキツイ言い方をしていた。でも、ノートは辞めなかった。それどころか、私に嫌われることをものともせず、一人、一心不乱にアーツの練習をし始めたわ」

　確かにあの時、俺はエリンに嫌われてもいいからと、アーツの習得を優先した。他人からどう見られるかを気にせず、アーツを同時に発動して練習に挑み、無様な修業結果を彼女達に見せつけた。

「私にはどうしてそんなことができるのかが理解できない。他人に嫌われることが怖くなかったの？　孤独が怖くなかったの？」

　泣き腫らした目がこちらに向けられる。それは懺ざん悔げのようで、懇願のようで。

　彼女は言葉を一つ絞り出していくたび、自身の胸のうちにしまっていた大切な何かを剝がし取っていくようだった。

「みんなでビーチに行った時もそう。今もそう。ノートは目的のために、自分の感情を切り離している。やっぱ、おかしいよ。私にはそんなことできない。辛くないの？　苦しくないの？　やめたくならないの？　どうしたらそんな風になれるの？」

　違うよ。エリン。俺は君が思うより、ずっと弱い人間だ。

　君が思い描くような、感情を１００％排除できるような人間離れした存在でもない。

　ただ、一つ。君と違ったのは――。

「俺が昔、取り返しのつかない失敗をしてしまったせいだ。エリンも知っているだろ？　俺は自分の努力不足のせいで、心の弱さのせいで、大切な人の期待を裏切ってしまった。たった一つだけしかなかった、大事にしたかったものを台無しにしたからだ」

　幼おさな馴な染じみであるミーヤとの別れを思い出す。

　あの出来事が俺を変えたんだ。今の俺を作り出した原点なんだ。

　ミーヤは俺に気づかせてくれた。自分がどうしようもない人間だっていうことに。

　自分の望まないスキルを得て、不ふ貞て腐くされて、怠惰を境遇のせいにする情けない人間だということに。

　自分の駄目さ加減を彼女に咎められなければ、俺は一生、言い訳ばかりで、何も成し遂げられないで、誰かを傷つけてばかりの最低な人生を歩んでいたのだろう。俺は変われなかったのだろう。

　今、思えば昔から彼女には色んなものをもらっていた。もらいすぎていた。

　その割に、俺は彼女になんにも与えることはできなくて。それがたまらなく悲しかった。

　もうこんな悔しさは味わいたくない。

　ミーヤと同じように大切なものを数え切れないほど与えてくれた『到達する者アライバーズ』に恩返しをしたい。

　そう思って今までやってきた。

「辛くないのかだって？　苦しくないのかだって？　辛いに決まってる！　苦しいに決まってる！　でも、それ以上に辛くて苦しいことを知っているから、やめようとは思わない。繰り返したくないんだ……あんな思いはもう……」

「そう……あなたは挫折した経験があるから、こんな状況でも前に向かって進んでいけるっていうのね……」

「そうだ」

　自信を持ってそう応える。

　俺の正真正銘の本心をぶつけたからこそ、目の前の絶望に打ちひしがれる彼女に伝わるものがあると思った。俺の抱えた気持ちを理解してくれると思った。

　だけど、それは甘い妄想だった。

「――確信通りね。やっぱりあなたは異常よ。普通の人間は挫折しただけじゃ前を向けない！　前に向かって走り続けることなんてできない！」

　俺を嘲笑するかのように吊つり上がるエリンの口元に、俺は裏切られたと感じてしまった。

　あんなにも全力でぶつかったのに、全てをさらけ出したのに、どうして理解してくれないんだ。

　つい感情が昂たかぶって、荒い口調になってしまう。

「エリンは一体何が言いたいんだよ！　エリンが言う、普通の人ってなんなんだよ！　何が普通で、何が異常なんだよ！　少なくとも俺は挫折したからこそ頑張れているんだ！　それのどこが普通じゃないっていうんだよ！　本当に挫折した人の気持ちなんて、恵まれた境遇にいるエリンにわかるわけ――」




「ないとでも言いたいの？」




　その言葉は、俺が聞いた彼女の言葉の中で一番冷たい声色だった。

　耳に入るその鋭利な響きはどうしても彼女が放ったものだと信じられない。

　俺はどこかで何かを間違えてしまったのだろう。取り返しのつかないことを口にしてしまった。そういう予感があった。

「あるわよ。挫折なんてたくさん。ノートより辛い思いだってしたかもしれない。あなた、自分が世界で一番不幸な人間だと思っているでしょ？」

　的確に図星を指されて、エリンの指摘に反論することができなかった。

　自分を世界で一番不幸な人間だなんて流石さすがに思ってもいないと言い返すことはできるかもしれない。

　でも、世界中に人間が１００人ほどしかいなかったら、その中で96、97番目に不幸な人間は自分なんじゃないのかと思っているのも事実だった。

「そういうあなたの考えはわかるわよ。私も同じようなタイプだから。でもね、一つだけ知っていて欲しい。たとえあなたみたいに外れとされているスキルを持たなくとも、恵まれたスキルを持っていても、挫折する人間はいるのよ」

「そして――」と彼女は言葉を継いだ。

「挫折しても前を向けない人間だっているのよ。全ての人間があなたと同じわけじゃないのよ。ほら、ここにもいるじゃない。恵まれた魔法系スキルを持ちながら、努力することもなく、人生を楽な方へ楽な方へと逃げ続けている、どうしようもない人間の私がね」

　俺はもうエリン・フォットロードという人間がわからなくなっていた。

　俺の知っているエリン・フォットロードは、勝ち気で、負けん気が強くて、自分への自信をみなぎらせているはずなのに。

　目の前にいる少女は、弱くて、脆もろくて、空っぽだった。

　尊敬していたはずの天才魔導士は消え果て、残っていたのは一人の泣いている少女だった。

「私ね、昔いじめられていたの……。魔法使いになるための学校に通っていた頃の話ね……」

　唐突に切り出された話に、いくらかの戸惑いを隠せない。

　ただ、彼女の頭の中では先程の話題と繫つながっているのだろう。黙って続きを聞いてみることにした。

「理由はなんででしょうね。多分、こんな性格だからでしょうね。自分で言うのもなんだけど、嫌味な性格でしょ。思ったことをすぐ言っちゃって、それじゃ嫌われて当然って話よね」

　自嘲を浮かべるエリンの顔はもう見てられなかった。

　エリンの自分に自信を持っているところを好ましく思っていた。尊敬していた。

　なのに、その思いが次々と汚されていくようで。

「最初は陰口から始まって、次第に直接的な悪口になっていって、気がついたら嫌がらせに変化していた。クラス中からはぶかれて、無視されて、いないものにもされた。持ち物だって毎日なくなるし、子供ながらに大切にしていた宝物が壊されもした。時には殴られたり、蹴られたりの暴力だってあった」

　俺の今抱えている感情は身勝手なものなのだろう。

　多分、自分が思い描いていたエリン・フォットロードという人間像が最初から間違っていたのだ。

　俺は彼女の口ぶりから、その内面まで強い人間だと思い込んでいた。

「当然、私のことだから教師にも報告したわ。不満を口にせずにはいられないもの。誰々がいじめをしてくるって何度も報告したわ。もちろん、先生も仕事だから、そのたびにクラスメイトに注意してくれたわ。でも、そんな教師の言葉でいじめがやむわけないじゃない。だって、根本的な原因である、私の性格が変わっていないのだもの」

　でも、彼女は実は弱くて、傷つければ、怪け我がをするような女の子だったのだ。

「私にもいじめの原因があるんだから、救いようがないわよね。性格なんて一朝一夕で変わるようなもんじゃないじゃない。こっちだって、好きでこの性格に生まれたわけじゃないのよ……」

　彼女の取り繕われたメッキは既に剝がれ、そこにいるのは傷だらけの少女だ。

　俺はどう声をかけたらいいのかわからなくて、何か言おうと口を開きかけたが、その前に「でもね――」と遮られる。

「辛つらい毎日だったけど、辛いことばかりじゃなかったの。こんな私でも敵ばかりのクラスの中に一人だけ友達がいたんだよ。すごいでしょ。だいぶ大人しい子で、消極的な性格のせいか、他のクラスメイトに馴染めなくて。同じ友達がいない同士という情けない共通点で繫がり始めた仲だったけど、それでも仲が良かったんだよ」

　楽しげな思い出を語る彼女の口調は何な故ぜか悲しげで。その顔は悲痛に満ちていた。

「その子と話している時間は楽しかった。辛くて死にたくなるような日常を忘れていられたもの。魔法についてたくさん語り合った。学校の成績だって競い合った。勝っても負けても、楽しくて。些さ細さいなことで喜びを共有し合えて。多分あの頃の私は、今思うと一番幸せだったんだと思う」

　もういいよ。何も言わなくてもいい。そう思った。

　彼女の顔から、その後に続くのが悲しい出来事だと悟ってしまったから。

「いじめによる苦痛とほんの少しの幸せでできた毎日は私が15歳になるまで続いたわ。そして贈与の儀を受けて、スキルをもらった瞬間に終わってしまった」

　なおも彼女は喋しやべり続ける。自分で自分の心をえぐるように。

　見えないはずの致命傷を、一つずつ丁寧に引き裂いて広げていく。

「魔法使いの中でも最上級クラスのスキルを二つも手に入れて、周囲を取り巻く環境は大きく変わったわ。私が魔導士として、成功することが約束されたようなもんだからでしょうね。クラスメイトは突然友好的な態度を取り出して、教師達たちは我が校で誇るべき生徒のように奉ってきたわ。数日前まではただのいじめられっ子だった生徒をね。そんな恥も外聞もなく媚こびへつらってきた彼らに、過去の私はどうしたと思う？」

　突然投げかけられた問いかけに戸惑う。

　俺は慌てて「冷たくあしらったとか？」と声に出す。

　しかし、俺の答えは間違っていたようだ。エリンは首を横に振る。

「違うわ、ノート。逆よ、逆。快く迎え入れたわ。休み時間には世間話をして、グループワークでは誘われた人と組んで、放課後は彼女達と遊んで。今まで、ずっとただ一人の友達だった、女の子との関わりをスパッと絶ってね」

　エリンの後悔はここにあったのかと思った。

　でも、俺の予想に反して、なおも話は続いていく。

「人間の集団っていうのは不思議なものでね、何故か一人の共通の敵を作らないと成り立たないみたいなの。クラスから共通の敵であった私が消えたのだから、次の展開はわかりやすいでしょ？　一人ぼっちになったその女の子がいじめられるようになったわ。元から私と一番仲が良かったその子の存在が邪魔だったのもあるでしょう」

　エリンの涙は枯れ果てて、頰を流れる雫しずくは既に白い跡になっていた。

　だけど、ここが一番の後悔であるかのように声は泣いていた。

「そして、その子がいじめられているのを私は見て見ぬふりをしたの。いや、それどころかいじめに加担してしまった。私をいじめていたクラスメイトの指示は断れなかった。だって、怖いじゃない。断って、私がまたいじめられたら。もうあんな地獄みたいな日常にだけは戻りたくないって、その時は思っていたの」

　嗚お咽えつを漏らしながら彼女はうなだれていた。

「最後に私が言った取り返しのつかない言葉は今でも鮮明に覚えているわ。『私はあなたといて、全然楽しくなかった。あなたに友達がいないから仕方なく付き合ってあげてたのよ。だから、勘違いして馴なれ馴れしくしないで』って言ってしまったの。そしたらね、彼女なんて返してきたと思う？　『わたしはエリンちゃんといて楽しかったよ。でも、迷惑かけてたんだね。ごめんね。そして、ありがとうね』だって――」

「なんでよ！」とエリンは声を荒らげる。

「なんでありがとうなのよ！　なんで私が謝られなくちゃいけないのよ！　本当は私が謝らなくちゃいけなくて、感謝しているはずなのに！　だから、翌日彼女に謝ろうと思った。当然、許されるはずのないことを言っちゃったけど。もう許してもらえないかもしれないけど。それでも謝ろうとしたのに――」

　エリンは自身の全てを絞り出すように、声を紡いでいった。

「その時はもう遅かった。彼女は学校に来なくなって、すぐに学校を辞めてしまった。遠く住む親元を離れて寮から通っていた彼女にはもう会えなくなってしまったのよ。もう彼女には謝りたくても謝れないのよ」

　俺にはエリンの非道を責めることはできなかった。

　だって、それは俺にも言えたことだから。俺が幼おさな馴な染じみに対してした仕打ちとも同じようなものである。

　俺達は大切な人を裏切って、傷つけて、こうしてのうのうと今日を生きている。

「あんなに魔法が好きだった彼女が、私のせいで魔法に関わる道を断ったのよ。本当は私がいなくなれば良かった！　私さえいなければみんな幸せだったの！」

　一人の少女にそんな残酷なことを言わせる全てが憎らしく思えた。

　彼女のしたことは、万人が判断すれば許される出来事じゃないかもしれないけれど。

　俺だけは許してあげたいと思った。

　それは仲間だからなのか、似たような境遇を抱えた者同士だからなのか、それとも罪を告白する彼女が既に必要な裁き以上の苦しみを与えられているように思えたからか、わからなかった。

　多分、そのどれもが当てはまって、そのどれもじゃ足りない理由なのだろう。

「それで全部が全部嫌になって、私も学校を辞めてしまったわ。そして、流れるままに『到達する者アライバーズ』に入っていった。ダンジョン制覇における明確な目的だって特になかったわ。ただ、彼女から魔法の道を奪った私は魔法の道で大成しなくちゃいけないという義務感は少しだけあった。だから、『自分を世界一の魔導士だと証明すること』なんていう、思ってもいない目標を自己紹介で掲げたのかしら。魔法を学ぶ一番の環境である学校からも逃げて、だからといって別に魔法を鍛え直すこともしなかったくせにね。ほんと笑っちゃうわよね」

　エリンから衝撃の事実が告げられる。

　俺が漠然とした人生から進むべき目標を見つけた『到達する者アライバーズ』での自己紹介。その大切な思い出ですら、偽りが混ざっていた。

　それには少しだけ、裏切られたという切なさを感じてしまった。

　だけど、彼女の告白はここで止まらない。

「ついていた噓うそは他にもあるわ。特にノートにはね……」

「俺？」

「そう、あなたによ。私はね、昔あなたをパーティーから追い出したかったの……」

「昔って……エリンが怠けているのに怒った時のことじゃなくて……？」

「違うわよ。最初から。ノートがパーティーに入った瞬間から――いや、正確に言うとあなたがパーティーに入る前からね」

　エリンの瞳を覗のぞき込むが、その中身は虚うつろである。

　感情はほとんど吐き出されていて、中には何も残されていなかった。

「私はね、自分に媚こびを売ってきたクラスメイトのような人間がもう大っ嫌いなの。大したスキルもないからって、人にへりくだって、そのくせ妬ねたんで、誰かを傷つけるような人間とはもう関わりたくないって思ってた。だから皆が一流の冒険者である『到達する者アライバーズ』でなら、なんとか過ごしていけると思っていた。でも、そんなところに土足でずかずかとノートが入ってきた。だから、排除しようと思った」

「排除って……」

「心当たりはあるでしょう？　最初に会った日にキッチンで伝えたはずだわ。あなたがパーティーに入ることは反対だって。誘拐容疑で捕まった時もそう。少し暴論だと思ったでしょ？　あなたをパーティーから追い出す口実をやっと見つけて、無理やりでも追い出そうとしたのよ」

　エリンとの思い出が少しずつ色を変えていく。

　あの時、彼女はこう思っていたのか。こんなことを考えていたのか。こんな気持ちだったのか。

　俺はエリンのことを知っていたようで何も理解できていなかった。

　彼女の表面的な部分にしか目を向けてなかった。

「冷たい態度を取り続けていたのも、そういう理由よ。でも私は間違えていた。ノートはクラスメイトとは違った。それどころかまた人を陥れようとした私なんかより、ずっとまともで強い人間だった」

「俺がまともで強い人間？」

　反論をしようと口を開いたが、エリンの言葉によってそれは押しとどめられる。

「そうよ。私が罪悪感から逃げて怠惰に過ごしている間にも、ノートは自分の欠点に向き合って変わろうと努力していた。私は『到達する者アライバーズ』に入ってからスペルを研みがくことはなくなったにもかかわらず、ノートは四六時中アーツの練習をしていた。そして、現にあなたは変われて、私は変われなかった」

「俺はそんな褒められるような人間じゃない。エリンの方が戦いになればずっと強いし――」

「私は弱い人間よ。たとえスキルで勝っていても、心の部分で負けてちゃ意味がないわよ。人間、才能は必要だけど、それ以上に努力も必要なのよ。折角の才能があっても、努力できなくちゃ無駄に終わるのよ」

　やがて全てのメッキ剝がれ終えたようだ。

　心に抱えていたものを全て吐き出して、言いたいことは全て言い終えたとばかりに締めくくった。

「あなたには才能があるわ。努力の才能が。そして前に進み続ける才能が。きっと、いつか大成するわよ。私が保証する。だから、私を置いていってこの階層から抜け出して。きっと、一人でも大丈夫。私なんかいない方がすんなり抜け出せるかもしれない。この暗い中、一人死んでいくのは嫌だけど、それでも我慢する。関わる人を傷つけ続けた私に相応ふさわしい死に方だから」

「なんでそんなこと言うんだよ！　エリンも一緒に――」

「私はもう無理よ。心が折れてしまったもの。だから、置いていって」

　懇願する彼女の瞳を見て、俺は初めて彼女の本質を知ることができたのだろう。

　やっとだ。やっとわかることができた。彼女の抱えていた気持ち、そして彼女が俺に抱く像の真相が。

　その答え合わせをするように、俺はそっと口を開いた。

「違うよ。俺はただ運が良かったんだ。『到達する者アライバーズ』に出会えて変わることができた、それだけなんだ。そして、エリンは『到達する者アライバーズ』に出会わなかった俺なんだ」

　エリンは昔の自分だ。『到達する者アライバーズ』に出会う前の、ミーヤを傷つけたことに後悔し続けている俺とそっくりなのだ。

「俺も昔はエリンと全く一緒だった。弱い人間だった。自分に向き合うことだって拒絶していた。でも、『到達する者アライバーズ』に出会って、変わった。本当にそれだけの違いなんだ」

「私は『到達する者アライバーズ』に出会っても変わらなかった！　変われなかった！　弱い人間のままだった！　だから、あなたとは違う！　あなたが変われたのはあなた自身のせいで、私が変われなかったのは私自身のせい！」

「それは違う！　エリンは悪くない！　人は誰かと出会うことで良くも悪くも変わっていく。でも、誰と出会って、その人からどういう影響を受けるかは人それぞれなんだ」

　感情的になるエリンの瞳を強く見つめ返した。

「俺にとっての救いが『到達する者アライバーズ』であって、エリンにとっての救いが『到達する者アライバーズ』でなかっただけの話なんだよ。それはちょっとのボタンの掛け違えみたいなもんなんだよ。状況やタイミングが少しでも違っていたら、お互いの立場が逆だったかもしれない。エリンが変われて、俺が変われなかった未来が待っていたかもしれないんだ」

　外れスキルを与えられて、幼馴染を裏切った俺。

　恵まれたスキルを得て、唯一の友達を裏切ったエリン。

『到達する者アライバーズ』に入って嫌な自分から少しだけ変わることができた俺。

『到達する者アライバーズ』に入って何も変われなかったエリン。

　俺達たちはどうしようもなく似ていた。似ていて、逆向きに進んでいた。

　それが無性に悲しかった。

　彼女は未いまだ挫折の中にいる。苦しみから抜け出せていない。

　似た者同士の俺だからわかる。その苦しみは心を躊躇ためらいもなく蝕むしばんでいく。

　自分を否定して、消してしまいそうなほどに。鮮烈で、耐えられないほどの激痛だ。

　そんな絶望の中、なんの救いもなく死のうとしているエリンがかわいそうに思えた。救ってあげたいと思った。

　彼女が自分の人生を恨んだまま、死ぬなんてことがあってはならない。

　こんなところで絶対に死なせたくはない。

　彼女の絶望が理解できるからこその願いがそこにはあった。

「だからさ、エリンもこの先、生きていけばきっと俺にとっての『到達する者救い』のような存在に出会えるよ。そうであって欲しいと願っている」

　こんなささやかな願いが叶かなわないような世界は救いがなさすぎる。

　一人の少女が自分を認められないまま死ななければいけない世界なんて、間違っているはずだ。

　少なくとも、俺は絶対に認めない。

「この先、生きていけばって……私はこの階層から出られないわ。生きて帰る自信なんてない……」

「いいよ、自信がなくても。俺がエリンをこのダンジョンから連れ出すから。どんな手を使っても、何を犠牲にしても帰らせる。だから、俺を信じて欲しい。もちろん、できるでしょ？　だって、俺はちょっと前にエリンにお墨付きをもらったじゃん。強い人間だって」

　無理をして笑う俺に、エリンもつられて頰を持ち上げる。

　それは彼女がこの階層で見せた、初めての本当の笑顔だった。

「馬鹿じゃないの、あなた……」

「馬鹿でいいよ。だから一緒に帰ろう。みんなの待つ、ピュリフの街に」
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　俺がエリンを生きて帰すと誓ってから、十何日もの時が過ぎた。

　ダンジョン内なので正確な経過時間はわからないが、俺達が20階層に降りてから一カ月は経たっただろう。

　そんな中、俺達二人は幸運にも生を繫つなぎとめていた。

　しかも、大きな怪け我がをすることもなく、自分達の足でダンジョン脱出の道を模索している。

　両手を何度も握り締める。

　大丈夫。力はちゃんと入る。まだやれそうだ。

　丁字路の交差点の先、ちょうど正面に見えるエリン相手にハンドシグナルを送る。

　俺とエリンがいない交差点の路からはモンスターが歩いてきていた。もうすぐ罠わなを設置した地点にたどり着くことを合図で知らせたのだ。

　薄暗い路で待機する少女も俺の合図に了解したようだ。限られた視界の中でもわかるように、ゆっくりと大きく頷うなずいた。

　パキッ。枝を折る音を数十倍にも鋭く大きくした音が鳴った。

　どうやらモンスターが罠にかかったらしい。

「――ッ」

　間をおかずして、足を踏み出した。駆けてすぐの曲がり角を折れる。

　カエルもどきだ。やつは足を氷漬けにされて、もがいていた。

　――《縮地》。

　一足でカエルもどきとの距離を詰める。ジンが普段から使用していた移動系アーツだ。

　瞬時に迫ってきた俺に、カエルもどきはビクッと僅かながら体を震わせた。

　モンスターとの遭遇時は基本、最初に目視されたものが狙われやすいとされている。

　これでカエルもどきも完全に俺に狙いを定めただろう。

　薄紅色の矢が高速で放たれる。

　――《流線回避ストリーム》。

　続いて、20階層に放り込まれる前、何度も目に焼きつけてきた回避アーツを発動させる。

　カエルもどきから射出されたなめらかで鋭い舌をいなす。

　寸前で躱かわしたため、唾液の粒が頰を掠かすめた。

　そのまま流れるように身体からだを動かし、カエルもどきの右側を過ぎていく。

　やつのぎょろっとした黄色の目と視線が交差した。

　直後、先程俺が迫っていた軌跡をなぞるようにゆっくりと進んでいた光の玉が、カエルもどきの横顔に吸い込まれる。

　エリンの放ったスペル、《光刃術式》だ。

　このスペルを吸い込んだものは、光の刃を体内から出現させられる。

　瞬まばたきの後には、光の刃で埋め尽くされた両生類が立ち尽くしていた。

　しかし、こいつがこの程度の損傷じゃ死んでくれないことは学んでいる。

　20階層のモンスターは、人類が気軽に到達できない僻へき地ちに相応しいがごとく耐久力が高い。

　周囲に展開しているモンスターを寄せつけないよう配慮して、込める魔力を抑えたエリンのスペルでは一撃で倒すことは難しかった。

　ここが勝負どころ。

　――お前を殺す。絶対に。

　ありったけの殺気を目の前のカエルもどきへと飛ばした。

《殺気》。暗殺者がメインに使用するターゲット集中アーツである。

　俺もこのアーツをジンが使用しているところはあまり見たことがない。一、二度程度だ。

　だから勘だけが頼りなのだが、それでも成功している自信はいくらばかりかあった。

　アーツは他人の技術を真ま似ねる以外にも、その種の技術を学ぶことで自然と身につける方法もある。

　気配操作系のアーツである《隠おん密みつ》を練習していたからか、自身の気配を操るのには慣れていたのだ。

《隠密》と真逆のアーツである《殺気》は比較的簡単に身につけることができた。

　カエルもどきの視線は一瞬だけ正面から現れたエリンに向いたが、すぐに俺へと向き直した。

　よし。成功している。ちゃんとターゲットは取れた。

　内心で拳を握っていると、カエルもどきの舌攻撃が襲ってきた。

　心配はいらない。今のカエルもどきは罠魔法で体の動きを制限されているせいで、上う手まく振り返ることができない。

　結果、背後にいる俺への攻撃は粗いものとなっていた。

　この程度の攻撃なら《流線回避ストリーム》で難なく対処可能だ。

　次々と迫る舌を躱していく。一つ一つ丁寧に。落ち着いて捌さばいていく。

　次に迫る攻撃をいなそうと右手を持ち上げた瞬間、エリンの二射目のスペルが炸さく裂れつし、カエルもどきを仕留めた。

　後に残ったのは氷でできた槍やりが脳天から突き刺さるモンスターの死体だけだ。

「よし。よくやった。ありがとう」

　打ち合わせ通りに動いてくれたエリンにねぎらいの言葉をかける。

「どうもね」と小さい声が返ってきた。

　罠魔法にかかったモンスターをスペルで一発、その後俺が回避アーツを駆使し気を引いたところで、二発目のスペルでとどめを刺す。

　まさに作戦通りといった展開だった。その成果に満足して肩を回す。

　カエルもどきとの戦いにも随分慣れてきた。

　アーツも戦いのたびに上達していき、今では元から身体に備わっていた機能の一部のように操れるようになってきた。

　モンスターの肉を切り取るためにエリンにナイフを手渡す。彼女の肉を剝ぎ取る技術も段々と上達しているようだ。

　これも20階層での生活に慣れ始めた証あかしだろう。

　ひとまずの安心を覚えながら、作業を続行しているエリンに声をかけた。

「じゃあ、これが終わったらしばらく休憩しようか」

「わかったわ。ならさっさと終わらせないとね」

　20階層に放り出される前ほどではないが、それでも少しだけ元気のこもった声で彼女は応えた。

　だいぶ彼女の精神状態も安定したのかもしれない。

　カエルもどきと最初に戦った時とは大違いだった。まるで憑つき物が落ちたといったくらいの変化だ。

　その変わりようにほっとしている自分がいた。

　エリンが片づけを終えると、場所を移動し、しばらく休めそうな区画に向かう。

　モンスターが少ないこの付近だったら、睡眠もとれるかもしれない。

　脱力して腰を下ろす俺に、エリンも続いた。

「大丈夫、エリン？」

　俺は彼女の表情を窺うかがいながら尋ねる。

　それに彼女は両手を胸の前に伸ばしながら応えた。

「大丈夫って何が？」

「その……色々だよ」

「ああ……まあね……。完全に立ち直ったとまでは言わないけど……。ちょっとは楽になったかしらね。ノートのお陰で」

　苦笑いを向けてくるエリン。その表情はどこか恥ずかしげだ。

　溜ためていた感情を吐き出したあの時のことを思い出して、居心地が悪くなっているようだ。

　慌てて、言葉を続けた。

「あー、でも足とか痛いかも。ずっと歩きっぱなしだったから」

　嘆きながら靴を脱いだ。地面に転がっていく靴は、連日の歩き通しで擦り減って、だいぶぼろぼろだ。

「もう靴も限界っぽいね」

「そうね。替えがないのが痛いわ……」

　俺の持つアイテムバッグに入るスペアの装備は、俺とロズリアとジンのものしか入っていない。エリンの装備はネメのアイテムバッグに入ってる状態だった。

　よって、エリンの替えの靴がない。

　靴に関しては他の衣服と違ってサイズが重要になるので、上着や靴下のようにロズリアのもので代用するということも難しいようだった。

　薄汚れた靴下を脱ぎながら、エリンは嘆く。

「うわっ。随分悪化しているわね」

　ところどころ擦り切れ、赤くなっているエリンの素足が目に入る。摩耗した靴を履き続けたせいだ。

「とりあえずいつも通り綺き麗れいにするだけしちゃおうか。傷口に菌とか入るとまずそうだし」

「わかった。お願い」

　そう言ってエリンは俺の膝の上へと足を投げ出した。

　それに対して俺はアイテムバッグからタオルを取り出す。

　すぐさまエリンのスペルによって濡ぬらされたタオルを絞り、傷口周りを中心にエリンの足を拭き始めた。

「――痛っ」

「動かないでよ」

「しょうがないじゃない。沁しみるんだもの」

　頰を膨らませるエリン。この表情は本気で怒っていないタイプのやつだ。

「でも、ありがたみがわかるよな。ネメ姉さんの回復スペルの存在の」

「うん、頼りにしすぎていたせいで、応急処置の道具とか全く持ってきてなかったものね」

「そのくせ、いらないものは結構バッグに入っているんだよな……」

　なんて言いながらふと、この数日でエリンとの距離も随分縮まったな、と思った。

　昔のエリンなら、俺に足の手当なんて任せなかっただろうし、痛みを感じたらすぐ怒っていたはずである。

　それが今や、特に文句を言われないままエリンと会話ができているときた。

　これは大きな変化である。

　多分、それは彼女が俺に心を開いてくれるようになった証なのだろう。

　昔の彼女は他人を寄せ付けないことで、自分が傷つくのを防いでいた。

　しかし、今のエリンからはそういう排斥的な言動は見られない。

　それどころか心の距離が縮まった影響で、二人の物理的な距離も狭まっている気までする。

　以前の俺達たちは、座って休むにも、もっと離れた場所で座り合っていた。

　でも、今やお互いの肩が触れ合うほどの距離で座ることがほとんどだ。

　そして、俺自身もその距離感を不思議と不快に感じなかった。

　エリンの過去の告白を聞いて、俺も彼女に心を開くようになったのかもしれない。

　正直言って、今まで俺は『到達する者アライバーズ』のメンバー全員を尊敬こそしていたが、親近感を覚えたことはあまりなかった。

　彼らはどこか別の世界の人間で、凡人の俺とは違う道を歩むべき存在なんじゃないかとまで考えていた。

　でも、エリンの抱えているものをぶつけられて、彼女も自分と同じ一人の人間なんだと。

　それも、挫折や後悔を抱えた似た者同士なんだと、身近な存在に感じられるようになっていた。

「はい、終わり」

　水で濡らしたタオルで拭くだけという、手当ともいえないくらいな簡単な処置の終わりを告げる。

「ほんとありがとうね。こんなことまで……」

　本来、感謝されるほどのことでもないんだけど、それでもしおらしく頭を下げられた。

「いいって別に。このくらい大したことじゃないし」

　素直に感謝を伝えてくるエリンって慣れないな。背中がむず痒がゆくなってくる。

　まあ、口を開けばすぐキツイ言葉が飛んでくる昔の姿よりは、ずっとマシなんだけど。

「なんか、エリン丸くなったよな」

「えっ？　太った？　どちらかというと体重は落ちているわよ」

「そうじゃなくて、性格的にってこと」

「ああ、そうね」

　エリンは特段怒る様子も見せず考え込む。

　以前なら、『丸くなった？』なんて言ったら、『それって太ったって言いたいの？』とキツイ口調で返されていたと思う。

「これでもかなりノートには感謝しているのよ。あなたが思うよりずっとね」

「特に感謝されるようなことした覚えないんだけど」

「私の情けない身の上話をちゃんと聞いてくれたじゃない。それに私を励ましてもくれた。ピュリフの街に帰すって約束もしてくれた」

「約束をしただけで、まだ何も成し遂げてないけどね」

「でも、嬉うれしかった。それにここまでちゃんと生き延びられているじゃない」

　そういって、俺に微笑ほほえみかける。

　素直な気持ちをぶつけてくるエリンを見て、かわいいところも結構あるじゃんなんて、内心思ったりもしていた。

「エリンはさ。ダンジョンから出られたらさ、やりたいこととかあるの？」

　俺はふと疑問を口にした。

「やりたいことね……。どうして、そんなこと訊きくの？」

「目的とかあった方が、頑張ろうって気にもなれるじゃん」

　それにエリンにはダンジョンから出ての先の生活でも、幸せになって欲しかった。

　この先の人生は20階層の生活なんかよりずっと長いはずなのだ。

　自分を卑下しながら歩み続ける人生なんて悲しすぎる。

　彼女には希望を抱きながら、毎日を過ごせるようになって欲しい。

　だから、その希望の手がかりになりそうなものを彼女の口から聞きたかった。

「そうね……ぱっとは思いつかないわね……」

「そう……」

　少し残念な気持ちになる。

　まあ、やりたいことなんてそうすぐに見つかるものでもない。

　長い人生の中でゆっくり見つければいいだけの話だ。

「あっ、でも！」

　エリンは咄とつ嗟さに何か思いついたように顔を上げた。

　つぶらな瞳がこちらに向けられる。

「ないこともないかも」

「何？」

「答える前に一つだけ質問していい？　ノートは私のやりたいことを聞いたら手伝ってくれたりする？」

「それはもちろん」

　俺は即答する。

　彼女が幸せを手に入れることは俺の願いでもあるのだから。

「じゃあ、恋人とか欲しい」

「意外なの来たな……」

「そう？　私、彼氏とかいたことないし、そういうのも経験してみたいかなって」

「いいんじゃない。手伝うよ」

「そう答えて欲しかったわけじゃないんだけどね……」

　そう答えて欲しかったわけじゃないって、何……？

　手伝うのを拒否して欲しかったってこと……？

　それとも――。

「ノートは何かないの？　ここから出てやりたいこと」

「そうだな。色々あるけど、俺も恋人は欲しいかも」

「何それ？」

　エリンはいきなり笑い出す。

　それにつられて、俺も思わず笑い返した。

「変だった？」

「いいや、全然。ただ笑いたくなっただけよ。いいわよ。私も手伝ってあげる」

「エリンが手伝ってくれるなら心強いや」

「私もノートが手伝ってくれるなら、叶かなえたも同然ね」

　俺達の間で重なる手と同じように、抱く気持ちも繫つながっていればいいのに、と思わずにはいられなかった。
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　淡い幸福はきっと長くは続かない。

　それはいい意味でも悪い意味でもだ。

【地図化マツピング】スキルで何度も行き来した路を確認する。

　駄目だ。やっぱり抜け道はなさそうだ。

　肩を落としたい気持ちを堪こらえ、歯を食いしばる。

　わかっていたことだ。ありそうもない希望がないと確信に変わっただけだ。そう落ち込むことじゃない。

　自分を奮わせ、意識をしっかりと持つ。

　そして、覚悟を胸に、繫いだ手の先にいる少女に言った。

「エリン、転移結晶が見つかった」

「……えっ!?　ほんと!?」

　跳ね上がる声とともに右手が引っ張られる。

「ほんとなのよね？　帰れるのよね？」

　喜んで食いついてくるエリンに、俺は曖昧な頷うなずきしか返せなかった。

「転移結晶が見つかったのは本当だ。でも、簡単に帰れるってわけでもない」

「どういうこと？」

「簡単に言うと、転移結晶にたどり着くまでの道に中ボスがいるんだ。多分、避けては通れないと思う」

　16階層以降、新たに出現するようになったギミック、中ボスの存在を《索敵》で察知していた。

　しかも、場所は転移結晶と俺達がいる現在地を繫ぐ大部屋。

　20階層は転移結晶のある入り口からは短い一本道が延びていて、中ボスがいる大部屋に繫がっている。

　その大部屋から路は分岐するようになっていて、迷路状の階層を構成しているようだった。

　つまり、俺達がピュリフの街に帰るには、中ボスは避けては通れない相手ということだ。

　頭の片隅では中ボスと鉢合わせないようにと願っていた。一カ月近くの道中の行き着く先が、こんな結末だとは。

　17階層から転移された位置が、中ボスより手前だったことを期待していたが、現実はそう上う手まくいってくれないようだ。

　といった状況を丁寧に、そして慎重にエリンに伝えた。

「わかったわ」

「……あまりショック受けてないんだな」

　エリンの顔色を見て、感想を漏らす。

「まあね。ノートを信じるって決めたから。一緒に帰るって約束したからね」

　彼女の瞳はもう濁っていない。以前の諦めとは違う、別の新しくて明るい感情がこもっている。

　やっぱりエリンは確実に変わり始めている。それもプラスの方向に。

　この先ずっと生きていれば、自分の過去と向き合って、ちゃんと変われるのだろう。

　だから、彼女にはここで死んで欲しくないって思った。

　絶対にこの階層から出してあげたいって思った。

　俺のささやかで一番叶えたい願いだ。

「で、どうするの？　作戦はあるの？」

　エリンが問いかける。俺は静かに頷いた。

「立てることは立てた。けど、成功する確率は低いと思う」

「いいわよ、従うわ。ノートが一番マシだと考えた作戦なんでしょ？」

「ありがとう。それで作戦の内容なんだけど、俺が中ボスを引きつけているうちに、エリンには転移結晶のある場所まで向かって欲しい。部屋から結界内までの路にはモンスターがいないから、中ボスさえ突破できれば帰れると思う」

「あなた……一緒に帰るって約束は……」

　エリンは裏切られたかのような表情を浮かべている。右手を握る力が強くなっていく。

「そうじゃない。ちゃんと約束は守るつもりだ」

　そう言って、俺は続ける。

「確かに俺の方が死ぬ確率は高い。でも、こんなところでみすみす死ぬつもりもないよ。エリンが中ボスにばれないように大部屋を抜けて、モンスターが寄ってこなくなる転移結晶の周りの結界にたどり着いたら、俺も中ボスを撒まいてそっちに向かうから」

「でも、撒けなかったら――」

「死ぬかもな。けど、これが二人で生き残る最善の策だ」

「二人で戦うってのは駄目なの？」

　エリンは懇願をこめて言う。

「そっちの方が無理だよ。《索敵》で探った感じだと、20階層の中ボスは16階層のボスと同等かそれより強い。そんな相手に、エリンと俺だけで戦うなんて無謀だ。だから、戦わないで逃げるんだ」

「……逃げる？」

「そうだ。俺も真っ正面から中ボスと戦うわけじゃない。ただ《殺気》で引きつけて、アーツで回避に専念し時間を稼ぐだけだ。そのくらいなら、中ボスを倒すよりずっと簡単だ」

　ここ何日間のカエルもどきとの連戦で回避アーツの技術だって研みがかれている。

　俺には勝算が皆無な戦いには思えなかった。

　それに冒険者の中で最速に近い《絶影》状態のジンと何百回と手合わせしてきたのだ。

　20階層にいるモンスターの攻撃は目で追えるようになっていたし、動きにもなんとかついていけている。

　これはジンとの手合わせによる影響だけじゃない気もする。

　死という恐怖に晒さらされ続けていることで、今の俺の感覚は確実に研ぎ澄まされている。

　昔の俺とは比べ物にならないパフォーマンスを発揮できる自信があった。

　俺がパーティーに入っていきなり１階層に連れてこられた時、フォースは『有り余る経験と踏んできた場数、潜くぐってきた死地の数』がジンにはあると言っていた。それが彼の強さの秘ひ訣けつだとも。

　その意味がやっとわかってきた。

　確かに潜ってきた死地が、格上との戦いが、俺を成長させている。

　中ボスがどれだけのスピードを持つかは戦ってみないとわからないけど、やってみるだけの価値はあるように思えた。

「本当にノートを信じていいのよね……死なないわよね……」

「心配いらないよ。絶対に二人で生きて帰ろう」







　これが人生最後の睡眠になるのかもしれない。

　そんなことを考えながら、アイテムバッグから毛布を取り出す。

　20階層での生活も長かった。毛布もすっかり汚れて黒くなっている。

　俺達たちは中ボスと戦うことに備えて、最後となる休憩を取ることにした。

　幸いにも、辺りには自分達の方へ寄ってきそうなモンスターもいない。

　しばらくぶりの睡眠も取れるだろう。

　いつの間にか一枚の毛布に二人で包くるまり、睡眠を取るようになってしまった。

　今も例に漏れず、俺の隣にはエリンが横たわっていた。

「弱気な発言はしないって決めてたけど、一つだけ言っていい？」

　俺の方を向くエリンの吐息が耳に当たる。

　くすぐったくて心地の良い感触に肩をすくませる。

「何？」

「本当に中ボスと戦うつもりなのね」

「戦うんじゃなくて、逃げるつもりなんだよ」

「でも、ほとんど戦うのと同じようなことするじゃない」

　繫いでいた手がぎゅっと握られる。

「私ね、このままの生活も悪くないって思っているの」

「このままの生活って？」

「こういう、ノートとたわいもない会話をして育む生活のことよ」

「そう？」

　言いたいことは理解できたが、あえて反論してみる。

「ここは陽ひの光もないし、食料だってろくなものがない。モンスターにいつ襲われるかわからないし、お風呂だって入れない。はっきり言って最悪の環境じゃない？」

「でも、こうして二人でずっと話せるし、案外モンスターにも襲われない平和な生活じゃない」

「それだったら、外の世界でも一緒じゃん」

「そうね。でも、外の世界とは違うものもあるわよ」

「というと？」

「ここは外の世界と違って二人だけの世界よ」

　――二人だけの世界。

　そのフレーズは不思議なことに俺の胸のうちにすんなりと染み込んだ。

　確かにここは二人だけの世界。俺とエリンだけで完結した完璧な世界だ。

　この世界にいれば、俺達はお互いがお互いのことを想おもう限り、誰にも邪魔されず平穏な生活をおくれる。

　その世界はきっと理想的だ。

　世界にいる二人は心に傷を負うことなく、死ぬまで幸せでいられる。

「中ボスに挑まないで、限られた残りの時間で、とびっきりの幸せを味わうっていうのはどう？　ここは危険な場所だけど、あなたと二人なら、それなりに長い時間はやっていけると思うの」

　エリンも俺と同じようなことを考えていたようだ。

「二人で抱き合って寝てもいい。一日中キスだってしましょう。それ以上の段階のことだって、いっぱい、飽きるほどたくさんしましょう。そうやって死ぬまで幸せな毎日を過ごしていく選択肢もあるのよ」

　繫つないだ手に誘いざなわれて、俺の手のひらはエリンの胸に寄せられる。

　彼女の退廃的な提案は喉から手が出るほど魅力的だ。

　お互いがお互いを求め合って紡ぎ出される日常は、二人が幸せを得る最短の道のように思えた。

　手のひらから感じる鼓動は俺に扇情的な衝動を駆り立てさせる。

「――エリン」

　言葉を継ごうとする前に、エリンの口が開かれた。

「でも、あなたはその選択肢を選ばないんでしょう？　顔を見てわかったわ。中ボスに挑むのをやめないって」

「うん……」

　エリンの言う通りだった。

　俺だけはその理想に飛びつくわけにはいかない。

　だって、エリンと一緒にピュリフの街へ帰ると決めたのだから。

　その場しのぎの救いなんかではなく、彼女には本当の意味の救いを与えたいと願ったのだから。

「だと思ったわ。だから、これは確認よ。もしノートが中ボスと戦わないって決めても、決して私は責めないというね」

「ありがとう」

　エリンなりの気遣いに感謝の言葉を告げる。

　以前の彼女からは考えられないくらいの俺を思いやった言動だ。

「それに、そういうことはダンジョンから出てもできるからね」

「それじゃあ、死ねないな。ちゃんと生きて帰らないと」

　エリンの微笑ほほえみに、俺は堪たまらなくなって彼女を抱きしめた。

　生きて帰る理由がまた増えてしまった。

　これでは自分を犠牲にしてエリンだけ助けるって選択は取れなそうだ。

「なんか安心したら眠くなってきた」

「何よそれ？　そうね、でも明日に備えてもう寝ましょうか」

「うん、おやすみ」

「おやすみなさい」

　そう言うと、エリンは俺の胸へ頭を預けてきた。

　繫がっていない方の手で、寄ってきたエリンの髪をすく。

　細くて、脆もろくて、でも少しざらざらしていて、何な故ぜかずっと触っていたくなるような触り心地だ。

　目を閉じれば、必ず明日はやってくる。

　こんなに明日が来て欲しくないと思う日は初めてであった。
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　首を鳴らす。パキパキと乾いた音が鳴る。

　身体からだが固まっている証拠だろう。

　20階層には柔らかいベッドもないので、硬い床に毛布を敷いて寝ていた。そのせいだ。

　本来、ダンジョン内で寝泊まりをする時にはもっとちゃんとした寝具があるのだが、いつモンスターが襲ってきても撤収できるように、最低限の道具で睡眠を取ることにしていたのだ。

　――あとは、特に問題はないな。

　身体の隅々の具合を調べる。

《索敵》を張り続けていたせいで睡眠は浅かったが、それも特段気にするようなことでもない。

　むしろ、これからの決戦に向けての興奮で目は覚めていた。

　通路の先、開けた部屋の中央にどっしりと構えている相手に目を向ける。

　ここからは距離があるため、豆粒大の大きさにしか見えない。

　けれど、そいつが持つ存在力というか、脅威度というか、そんな感じのものの大きさは嫌というほど理解できてしまう。

　これから挑む相手は20階層の中ボスである。

　挑むといってももちろん勝ちにいくわけではない。

　俺が注意を引きつけ、そのうちにエリンが部屋の端を通って逃げていく。

　その後で、俺も中ボスを撒まいて逃げる。

　逃げ切れば勝ちというだけの勝利条件が緩い戦いである。

　それでも、俺はこの戦いを無謀な部類の挑戦だと思っていた。

　そのくらい自分と相手の実力が開きすぎている。

　俺の今持っている全ての技術を使っても、逃げきれないような気がしてきた。

　いくら20階層のモンスターを相手取って回避アーツが上う手まくなったからって、中ボスであるあいつに通用するとは限らない。

　――でも。

　隣で並ぶ少女に目を向ける。

　普段二つ結びにされている銀髪はほどかれ、もうボサボサだ。

　風呂なんてない20階層の生活では、水魔法で濡ぬらしたタオルで身体を拭くことくらいしかできない。

　息を深く吸えば、彼女の身体からは鼻を刺す汗の匂いが感じ取れる。

　握った手の中にある、彼女の爪は割れている。皮膚だって乾燥し切っている。

　そんなぼろぼろの彼女を守りたい。俺はそう思っていた。

「エリン、一ついい？」

「何よ……」

　不安そうに声を震わせるエリン。

　その瞳は俺の顔を映し出していた。

「作戦は覚えているよね？」

「うん。ノートが中ボスを引きつけているうちに、私が端をひっそりと通って部屋を抜ける。そして、結界内までたどり着いたら、ノートも逃げるのよね」

「そうだ。だから、一つだけ約束をしてくれない？」

「いいけど。どんな約束？」

「俺がどんなにピンチに見えても援護をしないってこと。たとえ、死にそうになってもスペルを撃たないで欲しい」

「私にあなたを見捨てろっていうの？」

　提案に不服を申すかのように、声を荒らげる。

　眉間にしわを寄せて、エリンは怒りの感情を露あらわにしている。

「そうじゃない。俺は必ず生きて帰る。そのために中ボスの攻撃の対処に集中したいんだ。それ以外のことを気にかけていたら死ぬと思う。だから、エリンにターゲットが向くような行為は控えて欲しい」

「本当にそれだけの理由なのよね……」

「うん、信じて欲しい」

　こんなところで死ねるわけないじゃないか。

　だって、約束したんだから。

　二人でピュリフの街に帰るって。君の希望を見つける手伝いをするって。一緒に幸せなことをたくさんするんだって。

「わかった。信じることにするわ」

　俺の表情を見て、彼女は引き下がってくれたようだ。

　その様子に安心していると、エリンはいきなり目を閉じ始めた。

　顎を上に向けて、唇を突き出している。

「何……その顔……」

　エリンのあほ面が面白くて、思わず吹き出してしまった。

「な、何笑っているのよ。早くしなさいよ」

「しなさいって何を？」

　エリンの意図を感じ取っていたが、あえてとぼけることにする。

「何をって……。キ、キスに決まっているでしょ！」

「いや、知っているけど」

「知ってるならわざわざ訊きかないでよ」

　エリンは怒ったのか、ぷいっと顔を背ける。

　自分の発言に照れているのか、耳元は真っ赤になっていた。

「……しないの、キス？」

「どうしてこのタイミングで？」

「そういう雰囲気だったじゃない。……違った？」

　確かにそういう雰囲気だった。完全にキスする流れが出来上がっていた。

「それに命がけの戦いの前に口づけをするってなんか憧れるじゃない。物語のワンシーンみたいで」

「意外にロマンチストなんだな……」

「女の子はみんなロマンチストよ。それより早く。キスするの？　しないの？」

「じゃあ、しないかな」

「ゔえっ、えっ！」

　なんだよ、その鳴き声。どんだけ、驚いているんだよ、おい。

「てっきりそういう雰囲気だと思っていたのだけど……もしかして、私勘違いしていた感じ？　痛い女だった？」

　目を泳がして、口元をわなわなと震わせるエリン。

　その変顔じみた反応に笑いが堪こらえられない。

「違うけど、エリンの反応面白すぎでしょ。やばい、ツボに入った」

「私の純情な気持ちをもてあそばないでよ！」

「ごめん、そういう悪気があったわけじゃないから」

　涙目になっているエリンに慌てて頭を下げる。

「あれだよ。ここでキスしちゃうと、なんか満足して中ボスとの戦いであっさり死んじゃいそうじゃない？　未練はできる限り残しておきたいっていうか」

「私とそういうことするのが嫌ってわけじゃないのよね……？」

「うん、したいよ。エリンとそういうことしたい。だから、二人で20階層から抜け出したら、キスでもなんでもしよう」

「なら許すわ……。でも、約束だからね。ピュリフの街に戻ったら、キスするわよ」

「わかったって」

　顔を赤くしながら上目遣いで見つめてくるエリン。

　もし人生最後の光景がこの瞬間なら、俺は満足して死ねそうだ。

　まあ、エリンとのキスは楽しみなので、到底死ぬことなんてできないんだけど。

「それじゃあ行ってくる」

　絡ませた指を離し、軽く手を振った。

「いってらっしゃい」

　笑顔で応えてくれるエリンを見て、絶対に生きて帰ろう。そう決意した。







　視界の中央には中ボスの姿が映し出されている。

　俺の身体より何回りも大きい、銀色に輝く鎧よろい武者。

　鎧の関節部分からは赤黒い煙が湧いて漂っている。

　顔には鬼の面がつけられている。表情などは読み取れなそうだ。目が赤く光っていることしかわからなかった。

　手にしている得物は薙なぎ刀なた。

　刀身の輝きは鎧の銀光よりもさらに洗練されていて、凄すさまじい切れ味が想起させられる。

　刃先がかすっただけで、接触部は斬り落とされてしまいそうだ。

　ああ、こいつには勝てないんだろうな。

　近くに寄れば寄るほど、実力差を肌で感じる。

　今はまだ《隠おん密みつ》を発動しているお陰で鎧武者には気づかれていないが、俺がこのまま部屋に踏み込めば、たちまち見つかってしまうだろう。

　今ならまだ、引き返せる。

　そう思いながら、俺は部屋への一歩を踏み出した。鎧武者の下へ。

　途端、暴風のごとき威圧感が吹きすさぶ。

　荒れ狂う波に怖おじ気けづきそうになる。

　そんな自分を叱しつ咤たし、《隠密》を解除。そして、即座に叫ぶ。

「お前に勝つ！」

　ありったけの《殺気》を鎧武者に込める。

　17階層から20階層に飛ばされるという突然の窮地。いつモンスターに襲われてもおかしくないという恒常的な死の恐怖。エリンの精神的な脆もろさや、それをもたらした過去。そして、中ボスという最後の難関。

　これまでの全ての理不尽を怒りに変えて、目の前の敵に放つ。

　エリンを狙わせない。俺だけを見ろ。

　しっかり相手してやるから、かかってこい。

　全身全霊、全てを出し尽くした《殺気》で鎧武者を刺す。

　目の前の敵も、俺の気持ちに応えてくれたようだ。

　鎧武者と視線が合う。注意が完全に俺に向かった。

《索敵》でターゲットが取れたことをすぐさま確認すると、さらに一歩踏み込む。

　俺の身体からだにしては大きすぎる一歩。

　――《縮地》である。

　一息で鎧武者の懐に跳び込まんと、身体を急加速させる。

「――ッ」

　急いで《縮地》を解除。加速したスピードを静止させようと、踏み込みに使った足とは反対側の足で真横に跳ぶ。

　身体が斜め前に放り出される。

　直後、跳び込むはずであっただろう地点に銀色の弧が描かれる。

　薙刀の一いつ閃せんだ。線は止まることなく、そのまま吸いつくように俺へと迫ってきた。

「《離脱ウイズドロー》ォ――――！」

　叫びながら何度も何度も距離を置こうと背後へ跳ぶ。

　やけくそまじりのアーツ連打。

　しかし、鎧武者の追撃はやむことなく、眼前を何度も何度も何度も必殺の攻撃が過よぎっていく。

　このままじゃ無理だ。死ぬ。

　一歩一歩縮められる距離。迫る背後の壁。

　ジリ貧な状況に焦りを抱き、《流線回避ストリーム》中心の回避へと移行していく。

　頭部が引っ張られる衝撃。身体のバランスが持っていかれる。髪が数本、宙を舞った。

　かすっただけでこれかよ……！

　鎧武者の攻撃の威力と近づく死の恐怖に寒さを覚える。

　体感温度が何十度も下がったような。肌の表面が凍りついてしまったような。

　寒気と怖おそれによって、歯の震える音が鳴りやまない。

　大丈夫。この調子だ。これでいい。

　目の前の敵に歯を見せつけるように口角を上げる。

　鎧武者の背後には、部屋の反対側を駆けているエリンがいた。

　どうやら中ボスを入り口付近から遠ざけて、エリンを部屋に突入させるという第一段階が完了していたようだ。

　攻撃を対処するのに夢中で気づかなかった。心配はいらない。作戦は上う手まくいっている。

　その事実を嚙かみしめると少しだけ身体が軽くなっていく気がする。

　けれども、それは決して身体能力が上がったわけじゃない。ただの心理的な問題だ。

《殺気》を飛ばしながら、《流線回避ストリーム》で連撃を回避し続ける。エリンにやつの注意がいかないように。

　しかし、それにも限界が来ていた。もう避けられているのかすら怪しい状況だ。

　ただ単純に、自分の思うがまま身体を動かして、偶たま々たま攻撃が外れているだけだ。

　攻撃の軌道なんてもう視みえちゃいない。

　だから、頼るのは感覚のみ。

　ジンとの幾多の立ち合いを経て研みがかれた、勘にも近い何かに縋すがっていた。

　こんな継ぎ接はぎだらけの無謀がいつまで続くかはわからない。

　だけど、止まるわけにはいかない。後先なんて考える余裕は既に失われていた。

　今、一秒でも、長く、生を引き延ばすように。

　跳ぶ、屈かがむ、迫る、反らす。

　酸素が欲しい。瞬まばたきだってしたい。身体が求める。訴えかけてくる。

　そんなのは無視だ。もう一秒。一秒待ってくれ。あと一秒だけでいいんだ。

　何度目の頼みかはもうわからない。無茶にも近い懇願を身体にぶつける。

　既に身体は自らの制御を離れていた。こいつですら俺の敵のように思えてくるほど憎らしい。

　けれど、そんなの知るか。敵であろうとなんだろうと頼み込んでやる。

　お前は俺と生死を共にしているんだ。俺が死んだら、お前も死ぬんだぞ。

　だから、黙って俺に使いつぶされろ。

　自分の身体に鞭むちを打つ。一秒ごとに身体の大事な機能が削られていっている気がする。

　もう《流線回避ストリーム》ができているかもわからない。何も考えられない。

　それでも、まだある何かをさらに削ぎ落とすように、足や上半身を動かす。

　腕が千切れそう。足がはち切れる。背骨が軋きしんで折れそうだ。

　それでも一心不乱に動かした。

　どうして俺はこんなことをしているんだ？　なんのために？　どうして？

　目的すら怪しくなってきた。

　何かのために攻撃を躱かわしているはずなのに。その何かが思い出せない。

　手段が目的になったような感覚。

　だけど、そんなこと、今はどうでもいい。

　湧き起こる疑問を意識の外に追いやる。

　連撃、それに続く連撃。その全てを躱す。それ以外は全部些さ末まつなことだ。

　襲い来る薙刀の乱舞を必死に搔かい潜くぐる。逃れ続ける。

　手足の感覚がなくなって、ようやく理解してしまっていた。

　刻一刻と自分の命の秒読みが迫っている。

　鎧武者の攻撃はあともう少しで俺を捉える。

　それは何秒後だ？　一秒後かもしれない。

　一分後？　それはないな。そんなに持つわけがない。

　十秒とか二十秒とか、そう遠くない未来のことだ。

　――その瞬間、俺は死ぬ。

　だから、既に崩れている《流線回避ストリーム》を止めないで、身体を動かし続ける。

　なんで『だから』なのかはわからない。

　論理的道筋なんてものはもう俺の頭からは失われていた。

　全ての思考が目の前の相手の攻撃を避け続けることに繫つながる。それだけのことだ。

　――突如、失われていた聴覚から爆発音のようなものが聞こえた。

　その音に溺れていた意識を呼び起こす。

　ずっと待ちわびていたはずの合図。エリンが結界内にたどり着いたことの知らせであった。

　そして、襲い来る絶望。

　ここから、こいつを振り切れっていうのかよ……。

　声に出せない悲観を胸に、目の前の鎧武者を見上げる。

　数秒後に俺は死ぬ運命なんだぞ？　そんな状況の中、どうやってこいつを抜くんだ？

　答えのない疑問を抱えて、俺は前に跳び込んだ。

　どうせ待っていれば死ぬんだ。

　だったら、ほんの僅かな残り体力を使い切る前のこの瞬間、振り切るしかない。

　策略も思惑ですら何もない一歩。

　無謀そのものと取れるような行動を選んだ俺には当然の報いが待っていた。

　銀色の刃先が振り下ろされる。

　――ああ、確実に死んだな。

　視界に映る全ての光景がスローモーションになる。

　今まで目で追えなかった薙刀の動きもやっと理解できるようになった。

　この一撃は間違いなく俺の首をはねるだろうって。

　だからだろうか。最後に思い起こされたのは俺が歩んできた情景だった。




　――自分の生まれ育ったチャングズの家。




　――ミーヤと手を繫いで歩いた森の中。




　――ミーヤとの別れの時。




　――ジンとの出会い。




　――賑にぎやかなピュリフの街。




　――『到達する者アライバーズ』のパーティーハウス。




　――初めてダンジョンに潜った１階層の光景。




　――薄暗い牢ろう屋やの中。




　――武器屋に行きエリンとデートらしきものをしたあの日。




　――ロズリアと聖剣の輝き。




　――初めて見た海の広大さ。




　――幾度も繰り返したジンとの手合わせ。




　――ネメが風呂に入ってきた瞬間。




　――そして20階層で過ごしたエリンとの日々。




　決して忘れることのできないような大切な思い出。

　その中から、本能にも近い何かで一シーンを抜き出す。

　それは嬉うれしかった出来事でも悲しかった出来事でもなんでもなくて。

　だけど、何な故ぜだかこの光景を思い浮かべることが正解な気がしてならなかった。




　――それは、ジンとの手合わせ。




　影を纏まとって迫ってくる彼の姿であった。

　何百回も間近で見て、身体で味わった。

　だから、きっとできるような気がして。

　これこそ、ジンが俺に期待していたことだったんじゃないかって。

　不確かで、あやふやな推測だけれども。

　俺は鮮明に覚えている、その光景をなぞるように身体を動かした。




　――《偽・絶影》




　視界が黒に染まる。

　違う。目が自分の動きについてきていないだけだ。

　どこに攻撃が来るのかはもうわかっている。あとは肉体を動かすだけだった。

　軽く避けるように上半身を屈める。

　そのまま鎧よろい武者の脇を駆け抜けるための一歩を踏み出した。

　ああ。風が強い。身体からだが圧おし戻されそうだ。

　音も聞こえない。静かな世界だ。

　暗い。視界は全部黒に塗りつぶされている。

　それでも、理解できた。

　俺は今、鎧武者を抜き去った。

　そして、さらに今。距離をあける。

　鎧武者の一足では到達しえないほどの距離を。

　視覚や聴覚が追いつかなくても、《索敵》が敵の行動を教えてくれる。

【地図化マツピング】が部屋の出口を教えてくれる。

　だから、何も問題はない。

　次に鎧武者は斬撃を飛ばしてくる。

　俺は限界まで身を屈め、地面すれすれまで腰を落として駆ける。

　スピードを落とすどころか、手と足を使って更なる加速に入る。

　ジンが以前、ダンジョン内で見せてくれていたアーツ、《蟲型歩足シンクウオーク》だ。

　斬撃を避けたことを確認して、《偽・絶影》で最高速度まで引き上げた。

　鎧武者。お前はたった今、俺を殺す最後の機会を逃したんだよ。

　――この勝負、俺の勝ちだ。

　そして、そのまま振り返らず部屋を抜けていった。







　視界が白黒に点滅している。掠かすれたノイズが鼓膜を震わせている。

　急速に失われていた世界が戻っていくような感覚。

　――ああ。限界が来ているな。

　四肢の感覚が戻るとともに、《偽・絶影》の終わりを悟る。

　ここまで頑張ってくれた自分の身体に労をねぎらいたいが、今はまだ立ち止まるわけにはいかない。

　気持ちを震わせながら一歩踏み出したところで、足の甲が砕け散ったと錯覚するほどの衝撃に襲われる。

　突然の激痛に受け身が取れない。

　そのまま体勢が崩れ、地面を滑り転げてしまう。

　痛い。痛い。尋常じゃないくらい痛い。助けてくれ。

　死ぬって。死ぬ。なんだよこれ。すごい痛い。痛すぎる。

　足だけじゃない。身体中だ。腕も喉も全部痛い。

　四肢が破裂するみたいに痛い。

　痛すぎて、転んだ時にできたかすり傷なんて気にならないほど痛い。

　痛くて、痛い以外の言葉が思いつかない。

　痛みのあまり叫ぼうにも、喉が焼けるように痛くて声が出せない。

　肺だって潰れてなくなったんじゃないのかってくらい痛い。

　心臓もすごい痛い。きっと破裂している。

　頭だってガンガン締め付けられる。

　視界も真っ白に染まっている。音も鼓動以外何も聞こえない。

　きっと付け焼き刃で《偽・絶影》を発動したせいだ。

　無理をしすぎた。自分のイメージに身体がついてきていなかった。

　その反動が今になってやってきた。

　全身の骨や筋繊維、細胞までが悲鳴を上げている。

　そもそも、《偽・絶影》を発動できたこと自体が奇跡なのだ。

　あの時、俺は生存本能が映し出した光景を頼りに、無我夢中で身体を動かした。

　ジンとの手合わせを疎おろそかにしていたり、少しでも生きたいという気持ちが弱かったら、鎧武者を撒まくことはできなかった。

《絶影》を見せてくれたジンにも、俺に生きて帰る意味を与えてくれたエリンにも、感謝の言葉を伝えたい。

「まあ、生きて帰れればの話だけど……」

　指先の一本も動かせないことを確認しながら、芋虫のような体勢で呟つぶやく。

　その呟きの声すら、本当に口から出せているのかは怪しかった。

　徐々に薄れていく意識の中、自分は本当に死んでしまうのではないかという不安に襲われる。

　限界を越えて酷使した身体が終わりに向かっていくのを察していたし、たとえすぐに死ななくてもここで這はいつくばっていたら、いつかはモンスターに見つかってしまう。

　結局、待ち受けるのは死のみだ。

　死にたくないなと思いつつも、心は充足感で満たされていた。

　ここで死んだら『到達する者アライバーズ』のみんなは悲しむだろうし、エリンはもっと悲しみに暮れるだろう。

　エリンを泣かせたくないのはもちろん、ここで死んだらせっかく立ち直れる機会を得た彼女の足を引っ張ってしまう。

　だから、死にたくはないんだけど。

　エリンをこの階層から帰せただけで充分なんじゃないの？って気もする。

　最低限の目標は達成できたのだ。

　ちっぽけで無力な俺が、これくらいのことを成し遂げたのなら、褒められるべきなんじゃないのか？

　たとえ、今の俺がどう思おうと、身体はもう一ミリも動かないわけで、エリンとの約束通りピュリフの街に帰るのは難しい。

　だったら、ここら辺で満足しておくのが身分相応ってもんだ。

　生を諦めて意識を鎮めようとすると、肩に何かが触れた。揺らされている。

　目が見えなくてもわかる。この温かさ、エリンだ。

「――――」

　もうなんて言っているのかすら聞こえない。

　摩耗しきった脳が音を受け入れることすら拒絶している。

「――――」

　だけど、不思議とエリンが優しい言葉をかけてくれたんだと理解できた。

　ここまで来てくれたんだ。俺を助けるために。

　身体が上に引っ張り上げられる。

　どうなっているのかはわからないけど、おそらくエリンは俺を担いでくれたのだろう。

　胸の辺りがほんのりと温かかった。多分、エリンの背中だ。

　ずるずるとぎこちないゆっくりな足取りだが、俺達たちは進んでいっている。

　帰るべきピュリフの街へ一歩ずつ進んでいっている。

　両足は引きずられて地面に擦こすりつけられている。

　前後左右に揺らされて、背負われ心地は最悪なはずだった。

　それでも、この瞬間俺は安心していて。

　きっとそれはエリンと触れ合っていたからだ。

　気が抜けると、意識は一瞬で遠ざかっていた。
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　目を開けると視界は黒一色に包まれていた。

　黒の奥にはほんのりと何かが浮かんでいて、決して目が見えなくなったわけではないようだ。

　暗さに段々と目が慣れてくると、暗闇の先には壁やら家具やらが見えてくる。

　ここはあれだ。自分の部屋だ。

　見慣れた光景。自分はピュリフの街に帰れたのだと実感した瞬間だった。

　久しぶりすぎる部屋の空気に心が落ち着いていられない。

　すぐさま立ち上がって、時計を確認する。

　どうやら今は午前三時らしい。案の定カーテンをめくると、窓は黒く染まっている。

　そこまで動いて、身体の調子に気づく。

　軽い。そして、どこも痛くない。

　肩を回して、足を上げても、どこも異変はない。怪け我がはおろか、違和感ですら微み塵じんもなかった。

　おそらく、ネメ辺りが治癒スペルをかけてくれたのだろう。

　後で感謝を述べておこう。

　そうして、早速手持ち無沙汰になった俺は、まず初めに風呂に入ることにした。

　ダンジョン内に一カ月以上いたのだ。汚れを落として、身なりを綺き麗れいにしようとするのが当然のことだろう。

　風呂好き過激派ではない俺も、今日だけは長く湯船に浸つかっていたい気分だった。

　夜遅くということもあり、風呂のある一階は電気が灯ともっていなかった。

　おそらく、みんな寝ているのだろう。

　わざわざ起こすのも迷惑な気がして、足音を立てずに風呂場へと向かった。







　長風呂を終えて、部屋に戻ろうと二階へ向かう階段を上がると、手前から三つ目の扉から光が漏れていた。

　あそこは俺の部屋だ。

　電気をつけっぱなしにして出ていった記憶はないので、不審に思いながら扉を開けると、そこにはパジャマ姿の銀髪少女がベッドに腰かけていた。

　彼女も俺の存在に気がついたようだ。

「入っているわよ」

　と軽く微笑ほほえんできた。

「『入っているわよ』じゃない。人の部屋に無断で入ってくるな」

「いいじゃない。私とあなたの関係じゃない」

「といいつつ俺が無断でエリンの部屋に入ったら怒るだろ？」

「別に構わないけど……」

「おお……」

　なんか気まずい空気になってしまった。

　気まずいというかむず痒がゆい空気といった方が正しいかもしれないけど。

　予想外の距離の詰められ方に戸惑ってしまう。

　そうだよな。そういえば、エリンとはダンジョン内でいい感じの雰囲気になっていたんだった。

　20階層にいた頃は、生きるのに精一杯であまり深く考えられなかったが、こうして平和な環境に放り込まれると、すごい意識してしまう。

　俺、そういえばエリンと手繫つないでいたよな……。

「っていうか、会って第一声が『人の部屋に無断で入ってくるな』ってどうなの？　もうちょっと感動的な一言が欲しかったのだけど……」

「それはすみません」

　丁寧に頭を下げると、「ほら」と声をかけられる。

　エリンは座っているベッドの、自分の隣を叩たたいた。

　座れということだろう。素直に指示に従って腰を下ろす。

「それでどうしたんだよ。わざわざこんな遅くに俺の部屋に来て」

「ノートの様子を見に来たのよ。あなた、一日近く寝ていたのよ」

「中ボスと戦ってからそんなに経たっていたのか……」

「そうよ。起きたら声ぐらいかけなさいよ。心配してたんだから」

「寝ているところ起こしちゃ悪いかなって思って、声をかけなかったんだよ。起こした方が良かった？」

「そんな気配りいらないわよ。こっちはノートが早く起きてこないか、気になってあんまり寝れなかったっていうのに……」

　自分の発言に恥ずかしさを感じ、顔を俯うつむかせるエリン。

　そんなに照れるんだったら言わなきゃいいのにと思いつつ、俺も照れてエリンに視線を上う手まく合わせられない。

　素直に好意を寄せてくるエリンは嬉うれしいけど、対処に困る。

　ただでさえ、自分の部屋に女の子と二人きり。しかも、ベッドに腰かけているときた。

　ダンジョン内では気にならなかった、色々な妄想が湧き出してくる。

「そう、ごめん……」

「うん……」

　俺の広がりのない返事のせいで会話が途切れてしまった。

　変なことを考えていたせいだ。彼女とどうやって話せばいいのかわからなくなっていた。

　昔ってどんな風に話していたっけ？　20階層ではどういう感じで話していたっけ？

　意識すればするほど、頭が真っ白になるドツボにはまっていた。

「……とりあえず、他のみんなも起こす？」

「まだいいんじゃない？　もう少し、二人きりで話しましょ」

「おう……」

　逃げ道が封じられた。

　というか、俺情けなさすぎでしょ。何逃げようとしてんだよ。

　混乱し出した頭を落ち着かせるために、一旦当たり障りのない質問を挟むことにした。

「俺達が戻ってきて、パーティーのみんなの反応はどうだった？」

「もちろん驚いていたわよ。最初は死人を見たかのような驚き様だったわ」

「それは見てみたかったな……。っていうか、俺達死んでいたことになっていたんだ……」

「二カ月近く失踪していたからね。捜索はたくさんしてくれてたらしいけど、それも諦めかけていた最中だったらしいわ」

「そうか、二カ月もダンジョンにいたのか……」

　外の世界の時間の進みようを知って、不思議な感慨に襲われる。

　俺はまだダンジョンの外の世界にチューニングが合わせられていないようだった。心ここにあらずといった状況。

　しかし、一足先にピュリフの街での生活に戻ったエリンは違ったようだ。

　彼女なりに色々考える時間があったのだろう。

　しばしの沈黙の後、思い詰めた顔で切り出してきた。

「これからノートはどうするの？」

　その真剣な眼まな差ざしにたじろいでしまう。

　後頭部を搔かきながら、冷静に彼女の質問の意図を探る。

「これからって？」

「ノートはダンジョンに潜り続けるの？ってこと」

　予想外の質問に胸を撃ち抜かれるような衝撃を受ける。

　俺にとっては夜の次に朝が来ることを問われたような質問。

　でも、彼女にとってはそれが当たり前の事象ではなく、はいといいえ、どちらにも傾くべき問いだったのだ。

「ノート『は』ってことは――」

「そうよ。私はこれ以上ダンジョンに潜るのはやめようと思っているわ」

　エリンはきっぱりと言った。

「あんなにも怖い思いをしたからね。もう、ああいうのはごめんかなって。それに自分の求めているものがダンジョン攻略の先にないことも気づいてしまったわけだし。これを機にちゃんと自分の人生について考えようかなって考えているの」

　彼女の瞳からは後ろ向きな感情が窺うかがえなかった。

　必死に悩んで、考え出した結論なのだろう。

　彼女が『到達する者アライバーズ』に入ったのも、明確な目的があったわけではなく、なし崩し的なものであったはずだ。

　そんな彼女が、考えて出した結論なら尊重しなければならない。

　むしろ、このままずるずる『到達する者アライバーズ』にいる方が間違っているのかもしれないのだ。

「いいんじゃない？　エリンが決めたことなら」

「少しは止めて欲しかったのだけど……」

「なんだよそれ……」

「めんどくさい乙女心ってやつよ」

「割とめんどくさいね」

「それでノートはどうするの？」

　上半身を傾けながら瞳を覗のぞき込むエリンが尋ねる。

　――どうするって言われてもな。

　答えはとっくに決まっているというか、迷う選択肢すらなかったくらいだ。

「もちろんダンジョンに潜るよ。ダンジョンを制覇するって決めたわけだし、今はそれが目標になってるから」

「そう……ノートと一緒にどこかで穏やかに暮らそうと思ってたんだけどな〜」

　エリンはベッドに仰あお向むけで倒れ込んだ。

「あなたと恋人になって、二人でモンスターとか関係ない平穏な生活をして、ゆくゆくは結婚みたいな人並みの幸せを歩むっていうのも悪くないと思っていたのに……」

「確かにそれは悪くないな」

「でも、ダンジョンに潜るんでしょ？」

「うん」

　俺の返事にエリンは口をすぼませた。

「振られちゃったか、私」

「振ってはいないでしょ」

「でも、私よりダンジョン攻略を優先するんでしょ？」

「それはそうかも」

「否定くらいしなさいよ」

　腹に蹴りがくる。随分優しい蹴りだ。

　まるでじゃれ合いのスキンシップ。

　俺はその蹴られた勢いに任せるようにベッドへ倒れ込んだ。

　今はちょうどエリンの横に寝そべる形になっている。

「俺はダンジョンに潜るから、エリンはピュリフの街で穏やかな生活をするのはどうよ？　それで休みの日とかにたくさんデートとかするってのは」

「何それ。私、ダンジョンでいつ死ぬかわからない夫なんて嫌よ。一人になっちゃうなんて寂しいじゃない」

　割と勇気が必要だった誘いがあっさり断られてしまった。

　というか、いつの間にか、結婚することと死ぬことが確定してるんですけど……。

　俺が凹へこんだり戸惑っていたりと内心忙しい中、ふとエリンは言った。

「じゃあ、私もダンジョンに潜ろ」

「えっと……さっきダンジョンに潜るのはやめるって……」

「それはノートがダンジョン探索をやめる前提の話よ。ノートが『到達する者アライバーズ』をやめないなら、私もやめない」

「それってどうなの……？　自分の将来について、自分で考えるような雰囲気出していたのに、他人の意見に流されちゃってるじゃん」

「そうでもないわよ。自分で考えてのことよ。さっき言ったじゃない、ダンジョンには自分の求めるものがなかったって。でも、ノートがダンジョンに潜り続けるなら、ダンジョンに潜る意味もできるから」

「それってどういうこと？」

「私の求めるものがノートだっていうことよ。あんな危険な場所に私以外のヘンテコ魔導士を同行させて、あなたが死んじゃったらどうするのよ。私以上の天才魔導士なんていないんだから」

「20階層に飛ばされた時はあんなに頼りなかったけどね」

「それは今までの話よ。これからは上手くやってみせる。魔法のことをたくさん勉強して、頼りになる魔導士になるんだから。そして、ノートを守ってみせるわよ」

「じゃあ、期待してようかな」

　仰向けになっていた身体からだを横に転がす。

　すると、エリンも同時にこちらを向いたようで、俺達たち二人は向かい合う形となった。

　彼女の生ぬるい吐息が感じられるほど、顔は近づいている。

「この前の続きでもする？」

　エリンは歯を見せ、笑っている。

　俺は平然を装い尋ねることにした。

「この前の続きって？」

「あれよ、あれ」

「あれってなんだよ」

「あれはあれよ。たまにはあなたの方から口にしなさいよ」

「それってキスのことでいいんだよね？」

「うん。その先もいいわよ」

　エリンが両目を瞑つぶる。薄い桃色の唇が静かに閉じられる。

　俺はその優しい色に視線を釘くぎ付づけにされながら、彼女の華きや奢しやな肩に手を置いた。

　そのまま、顔をそっと近づけ――。

「ちょっと待ってください！　何二人とも、いい感じになってるんですか！」

　バンッ！　と激しい音でドアが叩き開かれた。

　突然の衝撃音に驚き、身体を跳びあがらせてしまう。

「うおっ!?」

「な、何!?」

　変な声で慌てふためく俺とエリンを前に、ロズリアはずかずかと部屋の中へ入ってくる。
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「帰ってきたノートくんとスキンシップを取ろうと部屋を訪れてみたら、どうしてお二人はそういう雰囲気になっているんですか!?　完全にキスしようとしてましたよね!?」

　しまった。いつもなら常に《索敵》を発動してるから、誰かが接近してきたらすぐに気配でわかるはずなのに、ダンジョンを抜け出した安心感だったり、エリンとの新たな関係性の発展に動揺していたりですっかり気が抜けていた。

　というか、この前ロズリアとデートしてた時も、エリンが接近するまで気づかなかったし、ほんと使えないな、このアーツ。

　まあ、鼻の下伸ばして、他人の気配とか全て抜け落ちていた自分が悪いっちゃ悪いのかもしれないけど。

「エリンさん、ノートくんを誑たぶらかさないでください！」

　エリンをピシッと指差すロズリア。

　まさか彼女が人に向かって『誑かすな』などと発言する日が来るとは誰が想像しようか。

　胸に手を当てて、自身の過去を見つめ返して欲しいものだ。

「誑かしてなんてないわよ。これは双方が同意の上、そうでしょノート？」

　あっ、ここで俺に話を振ってくる感じなんですね……。

　正直、ここで振られても困る。

　ロズリアも俺への好意を寄せているアピールはフリじゃなかったの？　とか、ならどうしてロズリアは怒っているのか？　とか、これも企たくらみの一部なのか？　とか、もう色々と意味がわかんない。

　とりあえず、パーティーメンバーにエリンとキスしようとしてたなんて事実を知られるのはなんか恥ずかしいし、しらばっくれるようにしよう。

「ごめん……さっき起きたばっかりで、寝ぼけて何がなんだかよくわかってないんだ……」

「う、裏切られた！」

「ノートくん……わたくし、少し前からドアに張りついていたんで噓うそだってわかるんですけど、その言い訳は雑すぎませんか……。今、割と引いています……」

　まあ、バレますよね……。

　自分でも言い訳の下手さに、びっくりしたもん。

　俺が居心地の悪さに頭を搔いていると、不安そうに見つめてくるエリンの視線とぶつかった。

　後で二人っきりになった時、噓をついた釈明をしようと思っていたが、彼女の震える目を見ていると非常に申し訳なくなってきた。

　ここは素直に認めることにしよう。

「すみません……噓つきました……。はい、仰おつしやる通りで……わたくしノート・アスロンは、そこにいるエリン・フォットロードさんとキスしようとしました……」

　言葉にしようとするとめっちゃ恥ずかしいなこれ！

　しかも、未遂で終わった報告をしているのがまた恥ずかしい！

　どうせなら『キスをしました……』で締めくくりたかったよ！

　顔色を窺うため、おそるおそるエリンの方へ横目を向けてみると、意外にも彼女は満足そうに頷うなずいていた。

　自分で言うのもなんだけど。俺結構クズ発言してたと思うよ。もっと、責めた方がいいって、絶対。

　俺に対してイエスマンすぎるエリンの将来が不安になってきた。

「そういうわけよ。これから私達はキスをするから、あなたは空気を読んで部屋から出ていきなさいよ」

「う〜っ!?　言いますね、エリンさん！　なら、ここから出ることはますますできませんね」

「あなたに配慮して言ってるのよ。私は別にあなたの前でノートとキスをしても構わないのだけど」

　俺は構う。

「随分、積極的になりましたね。前々から危ない存在になりそうだとは思っていましたが、遂ついにこうなってしまいましたか……。吊つり橋効果恐るべし……」

「わかったなら、早く部屋から出ていきなさいよ」

「なら、あの最後の切り札を使うしかないですね……できればわたくし自身にも被害がくるのでこの手は使いたくなかったのですが……」

「最後の切り札……？」

　ロズリアの覚悟を秘めた瞳にエリンがたじろぐ。

　なんか、俺も雰囲気に吞のまれて、唾を飲んでしまった。

「そうです。前にエリンさん言っていたじゃないですか。パーティー内恋愛は禁止だって。エリンさんともあろう方が、まさか自分で言い出した約束を破るとか有り得ませんよね……？」

「言った！　言ってしまった！　何やってんの、過去の私っ！」

　叫びながら、頭を抱え出すエリン。

　ロズリアが加入して間もない頃、確かに彼女は言っていた。

　もちろん、その時ロズリアはその約束事に反対してたけどね……。

　助けを求めるように見上げてくるエリンに向かって言う。

「うん……言ってたことは言ってた……」

「そうよね……」

「お二人とも認めましたね。よって、わたくしは心を鬼にしてでも、そういう雰囲気になっているあなた方を止めなくてはなりません」

「そんなオチってあり？　せっかくいい感じだったじゃないぃぃぃぃぃ！」

　頼むから、大声で発狂しないで欲しい。みんな起きてきちゃうからね。







「よっ、久しぶりだなノート」

「随分あっさりとした再会の挨拶ですね。フォースさん」

「口ではこう言ってるけどね。こう見えても彼、かなり心配していたんだよ」

「そうなんですか、ジンさん」

　先に部屋に入っていたジン、そして、今入ってきたフォース。

　室内はかなり賑にぎやかになってきた。

　その賑やかさに目が覚めたのか、目を擦こすりながら廊下から歩み寄ってくる小さい影が。

「なんです……？　こっちは寝ているんですから静かにしてくださいです……？」

「おはようございます、ネメ姉さん。あと、傷とか治してくれてありがとうございます」

「の、ノート!?　起きてたです!?　お、おはようです！」

　跳びあがった影の正体はこのパーティーの神官ネメだ。

「だ、大丈夫です!?　夢とかじゃないです!?」

　実態を確かめるように手足を触ってきた。

　これでパーティーメンバー一同が揃そろったことになる。

　残ったメンバーのエリンとロズリアはというと――。

「あともう少しだったのに……なんで……ぐずっ……」

「これがノートくんのベッドですか。いい匂いですね」

　部屋の隅でうずくまるエリンと、無断で俺のベッドに入っているロズリアだ。

「おい、ノート。ロズリアちゃんはいつも通りだとして、なんでエリンはうなだれているんだ」

　ロズリアの奇行をスルーするな、フォース。

　あと、そこはあまりつっこまないで欲しい。

「一カ月以上ダンジョンにいたせいで精神が不安定になったんじゃないですか？」

「そうか？　昼間は普通に話せていたけどな……」

「うっ……」

　そうだ。エリンはダンジョンから出てくる際、気を失ってなかったんだった。

　フォース達とは既に顔を合わせているはずだし、俺の拙い言い訳は通用するわけもない。

「それはですね、フォースくん――」

「ちょっと黙ろうか、ロズリア。勝手に人のベッドに入ってることは不問にするから」

「なら、しょうがないですね」

　毛布を頭に被かぶり、さらに人のベッドに身をうずめるロズリア。

　不問にするとは言ったけど、続行していいとは言ってないからね。

「おい、ノート！　何隠してるんだよ？」

「な、何も隠してなんかいないですよ……」

「噓だろ……目が泳いでるぞ？」

　追及がしつこい。なんでもないし、ここで真実がわかったところで誰も得しないからやめて欲しい。

　下手したらフォースですら、傷つきそうな案件でしょ？　俺が女の子とキスしそうになっていたなんて。

「ネメわかったです！　ノートはエッチなことを隠してると思うです！」

　なんで、そこニアピンしちゃうのかな！

　いつもは外れた発言しかしないくせに、その外れ度合いが一周回ったせいで、ほぼ正解しちゃったよ！

　エリンとキスより先のこともしそうな雰囲気だったし、そこを追及されたらもう言い逃れができな――。

「いや、それはねえだろ。だって、ノートだぜ？　エリンとそんなことになるわけねえだろ」

　フォースがアホで良かったー！

　ナイス、フォース！　そしてナイス、女の子と無縁そうなオーラを醸し出している俺！

　うん、自分で言っていて悲しくなってきた。

「ノート君が戻ってくると、このパーティーも随分賑やかになってくるね」

　確かに、俺もそう思います、ジンさん。

　みんな、深夜なのにハイテンションすぎでしょ。

　まあ、それもそうか。なんせ一カ月以上ぶりの再会なんだから。

　自分のテンションですら高いような気がする。多分、俺も浮かれているのだろう。

「生きて帰ってきてくれて良かったよ。本当に良かった。ありがとう」

　笑顔で語りかけてくれるジンに思わず目頭が熱くなった。

　彼の言う通りだ。本当に帰れて良かった。

　この懐かしくて楽しい雰囲気を味わって、ようやくダンジョンから戻れた喜びを嚙かみしめられた。

　ここ最近の苦労が全部報われた。そう思った瞬間でもあった。
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あとがき




　皆さんお久しぶりです。鴨かも野のうどんです。

　この度、二巻を出版させてもらうことになりました。関わってくださった皆様方、本当にありがとうございます。

　前巻のあとがきでは、二巻のあとがきのプロットまで考えているなどと、馬鹿なことを書いていましたね。

　今回はそのプロット通りに話を進めようかと思います。

　ライトノベルというのは、文章とイラストという大きく分けて二つの要素から成り立っており、僕の担当は文章になります。

　僕はイラストのプロでもなければ、なんの知識も持ち合わせていないので、イラストに関してはイラストレーターの雫しず綺きさんと編集さん任せで、細かい指定はしないように心掛けているのですが、今巻では一つだけ指示をさせてもらいました。

　一応、最初で最後になるつもりの指示でした。

　それは一体何かと言うと、口絵（最初の方にあるカラーの絵のこと）の、水着姿のエリンが羽織っているパーカーについてです。

　何を言おう、僕は水着の上にパーカーを羽織っている女の子の恰かつ好こうというものが全ての衣装の中で一番好きで、雫綺さんには絶対にそれを描いてもらいたいと思っていたのです。

　ただの水着姿じゃ駄目なんです。

　僕の理論だと、パーカーを羽織ることによって、女の子に周囲の目を憚はばかっている感が出て、水着姿の魅力が相乗的に増してくるはずなんです。

　その結果は是非、皆さんの目で確かめてください。

　何を言っているんでしょうね、僕は……。

　これが前巻から考えていたプロットの正体だったとわかって、皆さんはさぞがっかりしたことでしょう。

　ちなみに三巻のプロットはこれから考えることにします。

　最後に謝辞を。

　イラストの雫綺一ひと生みさん。素晴らしいイラストありがとうございます。水着パーカーの件については特にです。

　編集の曽そ山やまさんも、多忙な中、色々とありがとうございました。

　そして、最後に読者の皆さん。この本を手に取ってくださり本当に感謝しています。

　もしよろしければ、また次巻でもお会いしましょう。


鴨野うどん









[image: ]




OEBPS/Images/embed0029_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0012_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0006_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0013.jpg
TH HH T I HHHH R -
Bl gt ! - - » o iy sREIREE Sl
it KRELNCHE Oy





OEBPS/Images/embed0011.jpg
Hgll Hglighigh Hgligh glgligliglighiy giigh
N A N D r— » i





OEBPS/Images/embed0017.jpg
Bl Hglighgll Hgligi glglgliglighiy gl
it .“.“.. L n Y Jet it S > ot i





OEBPS/Images/embed0009.jpg
gl . P — H - HHH el H
n.n.n....  SBED) VESR—D >, I





OEBPS/Images/embed0008.jpg
THHHY o HH
T R
alalty ! a0 i, Tadds it
y iy gigigigigigiziniisic





OEBPS/Images/embed0007.jpg
- o -
: e
m||||||||||||||||||||||||||l|m -- --- ------
gigh” gligiggigligiiziziiy





OEBPS/Images/embed0015_HD.jpg
ol

T
/ é‘// O
Ny





OEBPS/Images/embed0026_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0005.jpg
Hpll Hgliggh Hgigi glgiigligigliy gigh
T T ——— R ."“““..““..“.“.“.. s





OEBPS/Images/embed0004.jpg
Holl Hglghgl |, | . _ Hgligi glglgliglighiy gl
i .“.“.. o L m————— > ot i





OEBPS/Images/embed0016_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0023_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0010_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0027_HD.jpg
PP

Heliii
Pil®

A

8

B

[TV 71y b0—F] el ki

e

(BE 138K - i

V7 :UR

HEtAayh:1

R RO N1 RE T2

(&)@ TR EIE]

VTR SR

Hf&Auyh:1

PR HOWIRIED R I W A2

[ehag - /h]

VTHER

HEtAavh:1

BB ZIZ IR LRI ER SRS
HBUZEYRAHHPLI RO R LB, B L7 8H
VR AL E T LA S Y (R

(€13 -HRIIIELEL HREBBRBAEE, B —HoHE
EBDOARNARN LRI B
bIRIIE, WNIREF LI MBDI L,

Y-+ TR IR TIWE Bh  JERIC % P> e b
DEHBEL HROWTLSMHDIED
HATHLARN,

CERBFFED -~ 3 % 000 BB B T~ R OB
ZH.RRHE R THRELAI AN,

CRELNT 30 - - - ¢ 5 S DR R B K B 0 o Y O Wl & LI D
BERR LU, FUR N OB X SIS T,
VR EESEIARN,






OEBPS/Images/embed0020_HD.jpg





OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		奥付









Guide



			Cover








OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg
f
8
(2
N
lf*,\
13
|
e
58
o

= > @

——

. e






OEBPS/Images/embed0028_HD.jpg
© overLar

HNRFIL [HBEE] ZFIcUEDER
BBN—T1—=&8a ekt 2

% 47T 20184 8H25H EBFEEFIR ver1.0

& BHIEA
152 FE—E

% 17 & KHBE
® 7B BRAKKA-N-Fv7
http://over-lap.co.jp/bunko/

©2018 Udon Kamono

AMEMD—EBHZVELEEEET CRERR. Mok, T-2EELEETEIEN
EETBOONISEERE. EFEORTLAVET,





OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg
___ﬁﬁ\l__;/.ltﬁ)s/:/a /Z.E.B





OEBPS/Images/embed0024.jpg
Hpll Hgliggh Hgigi glgiigligigliy gigh
e » i





OEBPS/Images/embed0022.jpg
Hpll Hgliggh Hgigi glgiigligigliy gigh
I T ] T S — R ."“““..““..“.“.“.. s





OEBPS/Images/embed0021.jpg
Hpll Hplgligh Hgligh gliglgliglighy gligh
o 2 B 280 | 1ot oo > iy, Dyiglyiaigl Rgly
i - EVREOLX i, s aii





OEBPS/Images/embed0025.jpg
Hgl Hglighgh Hgiigh gligigighigiy gigh
CHHH I HHHHHEH
T H el
B - R=2 e == . > o My URGEE hy
Tl R TSN R Y T
y iy gigi” gigigigiyigigigizly





OEBPS/Images/embed0018_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0019.jpg
Hpll Hgligligh Hgligh glighgligligliy gligh
I YT T ——— -





OEBPS/Images/embed0014_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0000_HD.jpg





